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　白いカーテンが夏の強い朝日に輝いている。窓の外には青空が広がり、今日も暑さが厳しそうだ。

　だがここ、私立Ｊ医大の清潔な病室はひんやりとした空気で満たされている。

「先生、お願いです、治して下さい……」

　柴田しばた浩司こうじはベッドに横たわる中年の男が、か細い声で囁くのを見詰めていた。

　男の顔色は貧血のため青白く、皮膚も黄疸が出て黄色みがかっているので、魂の入っていない蝋人形のようにみえる。今にも息を引き取るのではないかと見る者に恐れを抱かせるが、柴田の懸命の治療で当面の危機は脱したのだった。

　柴田は切れ長の険のある眼を男の顔や力無く投げ出された腕に注ぐ。

　腕にはたくさんの青や赤のあざがついている。これは採血をしたり、血圧を測るためにバンドで腕を締め付けたりした時にできたあざだ。ほんの僅かの出血でも血が止りにくくなっているため、あざになってしまうのだ。その皮下出血斑も昨日からは増えていない。

（出血傾向も収まってきたようだ……）

　ホッとため息をついて床に眼を落とすと、七三に分けた髪が形の良い額にかかる。無造作に手でかきあげ、細い眉をひそめて再び男に眼をやった。すると男は再び「先生……」と呟いた。

　が、男は柴田に話しかけているのではない。枕元に立つ、小柄で丸顔の精神科医に向けた言葉だった。

　柴田浩司は私立Ｊ医大付属病院第２外科に所属する後期研修中の若手医師で、一昨日、大吐血して救急車で運ばれて来た男の主治医になったのである。

　男の名は川合かわい、入院は三度目だった。一度目は柴田が前期研修の頃に担当した。少なからぬ因縁である。病名はアルコール性肝硬変による食道静脈瘤破裂で、いくら食道や肝臓の治療をしても飲酒をやめなければ再発は必至なのだ。

　今回は救急外来で治療にあたった柴田も川合本人も「もう、だめか」と思った。だが大量輸血に昇圧剤の投与、口から食道へとバルーンカテーテルを挿入し、出血部位を圧迫しながら内視鏡下で止血剤を粘膜に注入したところ、なんとか出血は治まった。

　さすがに川合も「閻魔さまがおいでおいでをしているのを見た」とのことで、アルコール依存症からの脱却を決意したのだった。

　患者の気が変わらないうちにと柴田はすぐ精神科にコンサルトし、先程、桑原くわはらという中堅の医師が病室まで足を運んでくれた。

　桑原は１７０㎝の柴田よりもやや背が低く、小太りで丸い眼鏡の奥の眼も丸く、全体的に温和な印象で川合も一目で気を許したようだ。精神科の医師にはそれが重要なポイントである。

（俺みたいなネクラであんまり人に好かれないのは、外科が合ってるよな）

　またズレたことを柴田は考えていた。

　桑原の方は川合の話に相槌を打ちながらも、ときおり隣に立つ柴田に眼を注いでいた。

　外科からコンサルトを受け、主治医が無愛想だが綺麗な２外の柴田と知ると、少しそのケがある精神科講師の小早川こばやかわが「俺が行く」と言い張り、引き留めるのが大変だったのである。たかだか研修医の所に講師がわざわざ出向くのは変だと、何とか説得はしたが、あとで報告しろとうるさくてかなわなかった。

　しかし小早川が騒ぐだけのことはあると桑原は思っていた。

　柴田は背はあまり高くないが均整がとれていて、ズングリした桑原とは比べ物にならない。半袖の手術着の大きく開いた襟元から、滑らかなうなじを惜し気もなく人目に晒している。鎖骨はくっきりと浮き出ているが、薄い綿の手術着の上からは上半身は胸幅もあり、逞しいのが見て取れる。だが軽く組んでいる腕はすらりと長く、体毛も少なくてまるで女のもののようだ。

　鼻筋は高く通り、顎は小さくエラも張っていないので顔全体は繊細な造りだ。睫は長くて影が落ちるほどで、切れ長の眼をくっきり縁取っている。

　この二日間、治療のため泊まり込んでいたせいか、細い眉をひそめてじっと川合を見詰める目付きは冷たい雰囲気が薄れている。いつもだと視線を合わせると喧嘩を売っているのかと思うほど、きつい目つきなのだ。

（確かに、そのケはない俺でも、思わず見とれてしまうな、こりゃ）

　桑原は「いかん、いかん」と首を振り、また川合に視線を戻す。

　川合はか細い声で桑原に「お願いです」と話を結んだ。

　桑原は柴田を見て「治療の予定は？」と尋ねた。

「……硬化療法と静脈瘤バリックスの結紮の併用ですが、麻酔科の許可が出るまで時間がかかるかと」

　体力が回復しておらず、さらに肺炎を合併しているのでしばらく手術は無理だった。

「じゃあ、その間にカウンセリングをしましょう」

　桑原は川合にニッコリ微笑む。

「集団カウンセリングといってね、外来で週に一回、依存症の患者さん同士が、お互いに励まし合ったり、不安なことを告白しあったりするんです。今度、見学にいらっしゃい」

「はい」

　桑原は病室を出ると柴田に「アルコール依存症アルコホリックは難しいからね」と言う。

「よく、見張ってて下さい。少し歩けるようになった頃が危ない」

　昔は柴田も中毒などに陥る患者は単に意志が弱いヤツで自業自得と思っていたふしが少しあった。だが色々なことを経験するうちに、人間の心は理性では割り切れないものもあると感じて来ている。

「判りました。気を付けるよう、看護師達にも伝えておきます」

　桑原に礼を言って見送ると、柴田はホッと溜め息をついた。

　今日は三日ぶりで、家に帰れそうだ……。

　イコール三日ぶりで恋人に会えるということなのだ。

　柴田はほんの二ヵ月前から恋人と同棲を始めていた。つまりは新婚ホヤホヤである。

　三階の病棟からいそいそとロビーへ降りると、公衆電話に直行する。とっくに暗記している携帯の番号をプッシュした。

　幸いすぐに呼び出し音が鳴る。

（良かったー！　病院内じゃないんだ）

　いつも恋人は柴田と同じに忙しく病院内を飛び回っているので、留守番伝言サービスに繋がることが多いのだ。といっても職業は医者ではない。

　と、呼び出し音が切れて柔らかいバリトンの声が響く。

「珍しいね、どうしたの、こんな時間に？　僕、ワンギリかと思っちゃったよ」

　そう、柴田の恋人は男性だった……。勢い込んで柴田は恋人に話しかける。

「五月さつき！　俺、今日はやっと帰れるぞ！　どっかでメシ、一緒に食おうぜ？」

　ところが恋人の歓声を期待している耳に「ごめんね」という言葉が届いた。

「え？」

「浩司さん、僕、これから甲府にいかなきゃなんない」

　ということは……。

「僕のほうが今日は帰れないんだ」

「なんだよッ、それッ」

「山梨大担当のヒトが、ちょっと都合が悪くて、明日の分科会の手伝い、どーしても手が足んなくて……」

　柴田は黙ってしまう。電話の相手は江森えもり五月。柴田の年下の恋人だ。

「浩司さん、ゆっくり話せないから、切るね。また後でね」

「五月ッ」

　無情なツーツーという音が聞こえるのみだ。

　頭では分かっているのだ……医者も忙しいが、江森五月は富士製薬という製薬会社の営業マン通称ＭＲ（Mdical Representative）である。営業というと聞こえはいいが、実際は自社の製品を使ってもらうため、医者のワガママに奉仕する奴隷のようなものだ。さらに江森は柴田の所属しているＪ医大の担当で、この大病院を一人で受け持っているのだから、目の回るほど忙しい。それでも、

「医者より忙しいなんて、あんまりだッ」

　最近、江森の働きぶりはモーレツで、色々な科からお呼びがかかる。それだけ信頼されている証拠で業績のアップにもつながっており、江森のためには喜ぶべきことなのだ。医者と違ってサラリーマン社会では出世街道に乗ることは重要なことだし、と柴田は自分に言い聞かせる。

（あいつのためなんだ……）

　両方とも忙しいカップルはすれ違いが多く、身体を重ねたのはもう五日も前だ。

　柴田は諦めきれない思いを抑え、公衆電話の受話器を力無く置くと、病院棟から渡り廊下へと出た。すぐ隣の研究棟の五階にある第２外科の医局へ向かう。

　医局の机について論文の整理を始めようとコンピュータの電源をＯＮにするが、まるで集中できない。昼過ぎからこのかた、帰って江森に会うことを励みに疲れた身体に鞭打って仕事をして来たのだから。

　今夜は定例の医局会も中止なので、早く帰れる……いつものように待ち合わせ、どこかでちょっと豪華にメシを食おう。明日は土曜日で、手術もないから今夜はゆっくりベッドで……。

　それなのに、期待は裏切られてしまった。

　次第に身体の奥が疼き始め、柴田は歯を食いしばって耐えた。あてが外れたとなると、却って衝動が強くなるものなのだ。

（俺って淡泊なほうと思ってたのに……こんなやらしい奴だったのか？）

　江森と愛し合うようになるまでほとんど経験の無かった柴田である。男を愛することに罪の意識を感じていたこともあり、生まれてこのかた、厳しく性衝動を抑圧していたとも言える。それがタガが外れたように噴出してきて、時々自分でも抑制がきかなくなってしまうのではと不安になる。

　おんとし二十八歳、初めて恋人ができた男性ならごく普通のことなのだが、柴田にはもちろん判っていない。さらにそんなことを相談する親友もいない。いや、一人いるのだが、何しろその親友は長い間の片恋の相手で、なおかつ柴田が妹のように感じていた女医さんと新婚ホヤホヤなのだから、なおのこと訊けない。

（新婚で、えっちがしたいのって普通か、なんて訊けるわけないって……）

　江森の方は中３の春に初体験を済ませたというベテランだから、自分のコトをコントロールできるからいい、と柴田は思っている。これは柴田の勘違いなのだが。さらに柴田は、江森はオトナだから柴田の欲望に合わせてうまくあしらってくれている、と思う。これも大いなる勘違いだったが。

　コンピュータを立ち上げても作業は進まず、柴田は七時過ぎ、のろのろと医局から出て玄関へ向かった。

　夏の夕暮れで建物や木立は既に陰っているが、まだ空は輝くほど明るい。熱気は先程の夕立のせいで、幾分か和らいでいる。それでも着たままで歩くには暑すぎると、柴田は持っていたアタッシェケースを下に置くと、アイスブルーの麻のジャケットを脱いだ。

　何気なく隣の病院棟の玄関へ目をやると、見覚えのある赤いミラージュが客待ちのタクシーの列の向こうに停まっている。

（あ……五月のだ）

　まもなく玄関から、サーモンピンクのテーラードスーツを着た女性が現れた。ショートヘアにパーマをかけ、くっきりと描いた細い眉に濡れたような黒い瞳の理知的な美人だ。男物のダンヒルのアタッシェケースを持ち、大柄で、スーツの胸も高く盛り上がっている。

　女性はタクシーの列を通り過ぎ、ミラージュの方へ足を進め、軽く左手を上げる。ミラージュの運転席からグレイのダブルのスーツをピシリと決めた、背の高いガッチリした男が降り立った。

（……五月！）

　明るい色の真ん中分けの髪をかきあげ、甘いマスクで女性に微笑みかける。太い眉も、茶色がかったキラキラ輝く瞳も、柴田の誰よりも愛しい男のものだった。

　江森が助手席の扉を開けてやると、女性はミニスカートのスリットから太ももをあらわに見せながら車に乗り込む。高いヒールを履いた健康的で長い足が車の外にしばし残り、柴田の眼に焼き付いた。

　ミラージュが走り去ったあと、柴田はしばらく金縛りにあったように動けなかった。








　近くのレストランで簡単に食事を済ませ、マンションに戻ったのはまだ九時前だった。

　３ＬＤＫのこのマンションはもう十年近くも住んでいたが、家具らしいものは殆どない。江森が越してきて以来、少しずつ物が増え、家庭といった雰囲気になってきている。が、今、１人でリビングのソファに腰掛けていると、自分には広すぎて寂しい部屋に思えた。フローリングの床も冷たく感じられる。

（あいつと一緒の前はずーっと一人だったのに……なんで今はそう思うんだろう）

　頭を振ってソファから立上がるとサイドボードに近寄った。中からブランデーを取り出すが、飲む気になれない。先程のあの光景が眼について離れないのだ。

　江森が自分を熱烈に愛しているのは分かっている。その愛に嘘いつわりがないのも。しかし柴田は自信がないのでどうしても愛されながら不安が残る。

（だって、なんといっても俺に出会う前は五月は女と付き合ってたんだもんな……俺は男にしか欲情しないけど、あいつは女でもＯＫなんだから……）

　いつ何時「やっぱり、女の方がいい」と言い出さないとも限らない、と柴田は思っていた。

　いくら一生一緒にいると約束してくれても、時折不安が胸を過るのだ。

「そしたら……俺は……また一人になっちまう……」

　ぐいとブランデーを煽る。

「俺ってどうしてこうネクラなんだろう……」

　自分で自分がいやになると柴田は溜め息をついた。

「もうやめよう！　さっさと寝よう！」

　シャワーを浴び、早々とベッドに入る。

　二日間殆ど寝ていないので肉体は疲れ切っているはずだが、精神が高ぶっていてなかなか寝付けない。隣にある江森の枕に顔を埋めると、いつも使っているコロンの香りがした。

「五月……」

　そっとパジャマのズボンに指を忍び込ませる。下着の中から掬い出した。

　最後に身体を重ねた時、柴田は高ぶり過ぎて自分から激しく動き、傷ついてしまった。恥ずかしくて声も出せないでいると、江森は優しく手当し、そのあと、指と口で柴田を満足させてくれた。自分だけ達いったあと、痛みをこらえて中に入れてもいいと言うと、江森は笑いながら、「浩司さん、僕、入れなくても浩司さんが達くとこ見れて、満足なんだよ」と柴田を宥めた。

（なんか、ずっと俺の方がわがままでガキっぽいよな……年上なのに、もっとちゃんとしなくっちゃ）

　さっきだって仕事だから仕方ないのに……拗ねてしまった……。

　五日前の江森の優しい行為を頭に思い浮かべながら、細い指で扱き出す。ところがサーモンピンクの突き出た胸と、キュッと締まった足首がちらついて集中できない。

「あいつの上司って、みんな男だったよな……あんな綺麗な人、営業所にいたのかな……」

　同僚だったら、一緒に行動しても仕方がないけど……。

　あんな女医さんもＪ医大にはいないと思った。

「なんで一緒の車なんかに乗ったんだろう。しかもあいつの車に……」

　考えているとすっかり熱が引いてしまう。力無く項垂れるモノにイヤ気がさして、手を離した。それでも悶々としながら寝返りをうっていると、枕元の電話のベルが鳴った。

「……柴田です」

　暗い声で答えると、

「浩司さん？　僕」

　ガバとベッドの上に跳び起きる。

「五月！　どこにいるんだ？」

「今、甲府の第一ホテルに着いたとこ。ごめんね、さっきは……」

　暖かい声に不安があっと言う間に溶けていく。

「……仕事だもん、仕方ねーよ」

　なるべく明るい声でと心掛けたが、「浩司さん、寂しい？」と言われてしまう。

「……バ、バカッ、ガキじゃねーよ」

「浩司さん……」

　電話の向こうで江森は柴田の暗い声に少し心配になっていた。

　病院では冷静で常に的確な決断を下す有能な外科医として知られている柴田が、実は人一倍繊細で動揺しやすい性格だというのを江森も恋人関係になって初めて知った。

　元々内向的だった上に、幼馴染みとも言える同期の内科医・相沢和彦に柴田は中学のときから片恋をしていた。その恋は実らずに蕾の段階で終り、柴田は江森と出会って初めて心を許せる相手ができたのだ。

　それでもこの恋は難しいものだった。同性同士というプレッシャーの中で、柴田は不安を覚えると意識が混乱して一時的に記憶を失ってしまう発作を起こすようになった。色々なハードルを乗り越え、やっと発作を起こさなくなったところだった。

「だいじょぶ？　浩司さん」

　江森は急いで問いかける。

「浩司さん！　どうしたの！」

　返事がないので大声を出すと、

「ウ……ンッ……ン」

　微かな喘ぎが聞こえる。

（まさか……発作じゃ……）

「浩司さんてばッ！」

　すると、喘ぎの中から「さつき……も……っと……お前の声……聞きたい」と掠れ声が到達した。

「浩司さん！　ひょっとして……」

　電話の向こうで、自分で慰めているのだった。

「俺……もッ……ンンッ」

　切ない声に江森は受話器を握り締め「浩司さん、愛してるよッ、早く帰って、浩司さんのナカに入れたい……」と囁く。

「アアッ、も……ッとッ……言ってッ」

　喘ぎのピッチが上がる。

「愛してるよ、浩司さんッ」

「ウウッ、五月ッ、イクッ、アアアアッ」

　暫く喘いでいたが、やがて落ち着いてきたようで、「五月……」とか細い声が聞こえる。

「早く帰ってきて……」

「浩司さん……」

　電話を切った後、ビジネスホテルの殺風景な部屋のベッドに横たわり、江森は内心複雑だった。

　このところ忙しくて柴田を一人にしておくことが多い。発作を起こさなくなったとはいえ、まだ手放しで安心はできないと思っている。それでも江森はどうしても譲れないものが心にあったのだ。

　一時、激しい不安発作を繰り返していた柴田を見て、柴田の二年後輩の坂口という研修医が激しく江森を非難した。坂口は第二外科を研修しているとき、柴田に指導を受けることになった。最初は反発を覚えていた坂口だが、一緒に働くうち、すっかり柴田のとりこになってしまったのだ。

「あんた、柴田先生のなんなの？」

「一緒に暮らして、セックスしてるだけじゃないか」

　そして面と向かって宣戦布告してきたのだ。「柴田先生は、僕と一緒の方が幸福になれる」と……。

　その時、江森は男のプライドをかけようと決心したのだ。もちろん柴田には内緒で。

　さらに現在の殺人的な忙しさの理由を説明できないのも痛い。だがこれも会社の方針で、サラリーマンの宿命なのだった。

「ゴメンね……浩司さん……もうちょっとしたらちゃんと話すから……」


２





　月曜日、柴田は重い心で仕事をした。

　結局、江森とはすれ違いのウィークエンドとなった。日曜の午後、患者の急変で柴田は呼び出され、そのまま病院に泊まった。

　江森は日曜の夕方に帰って来たが、月曜の朝早くまた仕事に出たようで、朝マンションに電話を入れても連絡がとれず、夕方やっと携帯に繋がったのだ。それなのに帰って来た言葉は、期待を裏切るものだった。

「ごめんね、浩司さん、今日はちょっと営業所で会議が……」

「営業所の会議だって？　なに、するんだよ！」

　つい声を荒げてしまう。江森にあたっても、どうにもならないことは解っているのに……。

　金曜の夜、江森の声を聞きながら慰めたが、ビジネスホテルの部屋にあの美しい女性といるのではという妄想のせいで到達はしたが、放出したものは僅かだった。あんなに優しく愛してくれる江森を疑うなんて、自分でも考え過ぎだと頭では理解していたが……。

　放たれずに残った想いは、次第に濃縮されて、フツフツとたぎるようだ。

　手術に入って手を動かしていると気が紛れるが、ナースステーションの机でカルテに向かっていると、途端に下腹のモノが存在を主張し始める。

（まいったな……）

　学生時代女遊びの激しかった同期の芝元しばもとという放射線科医が、よく実習中に「たまった」と騒いでいたことを思い出す。

「もう、くしゃみしたら鼻から出ちまうぜ」などと下品なことを言って、柴田は「ケダモノめ」とひどく軽蔑していたのだが、まさか自分も同じ想いに囚われるとは……。

（なんてこった……）

　その日は夕方から緊急手術オペに駆り出され、帰宅したのは十二時過ぎだった。

　オペルームでシャワーを浴びてきたので、着替えもせずにデスクにつくと、明日のカンファレンスで当たっている抄読会の準備を始める。三本の英文の論文を短くまとめ、紹介しなくてはならない。眠い眼を擦りながらコンピュータに向かい、なんとか作業を終えると、続けて取り寄せておいた文献に眼を通す。

（五月が帰ってくるまで起きてようっと）

　そう決心して腕時計に何度も眼をやり、最後に記憶しているのは２時40分だった。








　暖かく柔らかいものに包まれ、柴田は眼を覚ました。

　明るい部屋の中、電子音が急き立てるように鳴り続けている。

「あ……」

　腕を伸ばし、アラームを止めると、逞しい胸に抱かれて眠っていたことに気づいた。

「……五月！」

　愛する男は明るい色のクシャクシャに寝乱れた癖毛の間から、少し眠たそうな眼で「浩司さん、オハヨ」と返事をする。

「五月ッ」

　我を忘れてむしゃぶりついた。

「どうしたの？　浩司さん？」

　言葉もなく、江森の暖かい体温を全身で感じようとピッタリ身体を寄せた。

　江森は何も言わず、しっかり抱いてくれる。

「……なんで起こしてくれなかったんだよ」

　ちょっとスネて言うと「疲れてたみたいだから」と答えが返る。

「……え」

　気が付くとパジャマに着替えさせられている。

「……お前……着せてくれたの？」

「ウン」

　まるで覚えがなかった。

　……江森が帰って来たとき、柴田は机に俯せて眠り込んでいた。抱き上げてベットに運び、口付けたり揺すったりして起こそうとしたのだが、まったく反応がない。仕方なくグッと堪え、服を着替えさせ、腕に抱いて寝たのであった。

　柴田にそんなことが判るわけがない。

（シたくなかったのかな……）

　なんとなく傷付いて黙ったまま下腹部を江森に擦り付けた。自分からシたいというのはまだ恥ずかしい。が、もう股間は堅くなっていて、江森の身体に触れた途端、熱が増した。

「……五月」

　判って欲しくて、真っ赤になりながらもねだるように小さな声を出す。

「浩司さん……」

　江森はパジャマの上から顔を下腹へと滑らせて行く。

「え？」

　戸惑っていると、江森は柴田の腰を抱え、パジャマのズボンを半分ほど引き下ろした。

「……アア……ンンッ」

　江森の手が腰にかかっただけで、ジンと下腹が痺れる。

「ンッ、……ハアッ」

　喘いで柴田が腰を持ち上げたので、江森はクスリと笑ってしまう。

「浩司さん、溜まってるんだね？　今、抜いたげるよ」

　少しだけブリーフを降ろすと、ビクビク震えるかわいらしいモノが頭をのぞかせた。

「可愛い！」

　江森が顔を近づけるので、柴田は「ヤダ！」と叫んで、腰を振り、逃げようとする。

「ヤ……ダッ、く、口はッ」

　が、抗議する間もなく、江森の唇が微かに触れる。

「アアッ、アアアアアッ……ッ」

「ああっ」

　あとの短い叫びは江森のものであった。

　全身を痙攣させながら、柴田は真っ赤になって腕で顔を隠した。触れられただけでイッてしまったのも恥ずかしかったが、それよりも耐え難かったのは……。

「まともにガンシャされちゃったね」

　江森は腕で顔を拭いながらクスクス笑っている。

「ウウ……ゴメ……ン……俺ッ、く、口だと早いから」

　柴田が腕の下から泣きそうな声を出すので、江森はあわてた。舌での責めには本当に弱く、柴田は達したあと、いつもひどく恥ずかしがるのだ。

「やだなあ、だいじょぶですってば」

　そっとショーツを取り去ると、

「うんと溜まってるから、一回じゃ足んないよね」

　また柴田を口に含む。

「ア……ヤダ……アッ」

　柴田が身体を捩って逃げ出そうとするので、江森はガッチリ両手首を?み引き寄せる。そして足の上に身体を乗せて体重で押さえると、舌で責め立てた。窪みを舌先でなぞる。強く吸った。

「ヤダッ、ヤダ……アアッ」

　が、身体からはどんどん力が抜けて行き、反対にあそこは力を持ち始める。江森は固くなったモノを唇を使って締めつけ、一気に根元から扱いた。

「アアアア……ッ」

　一番敏感な部分へ強烈な電撃が流れたように感じ、柴田は眼が眩みそうになった。

「イ、イイッ」

　さらに江森は音を立ててしゃぶり始める。クチュクチュといやらしい音が部屋に響いた。柔らかい舌先で先端を蹂躙する。かと思うと、喉の奥まで入れ、口をすぼめて吸い込むように締め付ける。

「あッ、ふ……ううんんっ」

　下腹に眼をやると、江森は根元まで含んでいる。自分のモノが本当に飲み込まれてしまいそうに感じ、思わず腰を引いた。

　するとグイと歯で棹を扱かれる。

「あああッ、いいッ」

　欲望がムクムクと体内で目覚め、もう一度外へ出て行こうとしている……

「あっ、俺っ、またッ」

　身体の中心から熱の塊が吹き上げた。

「アアッ、イくッ」

　腰を震わせると、熱い想いを解き放つ。

「ウ……ッ、ウッ」

　下腹を絞り、最後の一滴まで出尽くすように、何度も身体を痙攣させる。

「五月ッ……五月ッ」

　甘えた声を出し、腰を振った。

　いつもなら達したあと、江森は名残を惜しむかのように、放って力を失ったモノを丁寧にしゃぶり上げてくれる。それからゆっくり後ろを指でほぐしながら、行為に移るのが常だった。ところが。

　二度目の放出を味わうと、江森は素早く身体を離す。そして「さあ、行ってよ」と短く言う。

「え……」

「今日は症例検討会カンファレンスがあるから、早く行く日でしょ」

　自分だけ下半身剥き出しのまま取り残され、柴田は呆然と江森を見詰めた。

「……だって」

「浩司さん、疲れてて、朝から僕とヤったら、腰、抜けちゃうものね、だから今夜ゆっくりね」

　そう言うと、江森は頭から毛布を被った。

　沈黙している背中を前に柴田はズボンを引き上げる。仕方なくベッドから降りると、ノロノロとバスルームへ向かった。

（な、なんか……今のは……）

　おざなりだった気がする……。

　それでもシャワーを浴びながら気が付いた。江森の冷淡な態度に心は重苦しくなっていたが、下半身はスッキリと軽い。

（しょせんは俺も男なんだ……）

　男は出せればいいのかも知れない……身体はそれで満足できるのだ。

（でも……）

　心は満たされない。

（前はこうじゃなかったのに……）

　江森が柴田の身体を気遣っているのはわかったが、ことセックスにおいては、欲望のままに柴田を抱いていた。途中でやめたりすることはなかったのだ。

（……ひょっとして俺に厭きたのかも）

　自分の思いつきにゾッとして、急いでシャワーを止めるとバスタオルをはおる。忘れようとしてもその考えは頭から離れない。暗い気持ちで身支度を整え、病院へ向かった。

　一方、江森はシャワーの水音を聞きながら毛布を頭から被り、必死で自分を抑えていた。本当のことを言えば昨夜、柴田の寝顔を見ながら抜いたのだった。以前だったら、柴田が眠っていようがいまいが、のしかかって犯していたに違いなかった……しかし柴田を慕っている研修医の坂口の言葉は、重く江森の心に残っている。

「あんた、やるだけじゃないか」

　そう非難された時、返す言葉もなかった。

　柴田の身体を一番に考えなくてはいけないのだ。さっきもねだるように腰を振る姿に、もう少しで挑みかかる所だった……熱く熟れきった果肉の中に自分のモノを埋め込み、欲望を叩きつけたかったのをようやく抑えたのだ。

　シャワーを浴びる柴田の裸体を頭に思い描きながらも枕で頭を押さえた。

（我慢、しなくちゃ！）

（浩司さんのタメなんだ！）

　二人とも小さなすれ違いが次第に大きくなり、とんでもない事件を引き起こすことになろうとは、気づくよしもなかった。









　その日昼近くになって、ナーステーションで柴田は指導医オーベンの岡沢医師に「Ｌ・Ｃの川合さん、来週、オペできるかな？」と声をかけられた。

「肺炎の治り具合にもよりますが……」

　柴田はカルテを取り出してオーベンに見せる。検査結果は改善しており、白血球数もＣＲＰも以前より低くなっている。炎症が沈静化して来ている証拠なのだ。

「胸のＸーＰ、撮って、麻酔科にお伺いをたててみますか」

　気管支にチューブを挿管する全身麻酔は、肺炎を起こしているときはタブーなのだ。川合のケースは内視鏡下での硬化療法と静脈瘤結紮術なので、全身麻酔の必要はないが、一歩間違えれば大出血を起こす可能性がある。そうなれば途中で全身麻酔に切り替えなければいけない。いざという時のために麻酔科との連携は必要である。その為にも肺炎は治しておかねばならない。

　胸部レントゲン写真で肺炎の影が改善していれば、麻酔科のＯＫがとれ、来週始めにも手術ができるかも知れなかった。

　取り敢えず患者の承諾を得ようとナースステーションから川合の病室へと向かう。病室に顔を入れるとなんとベットはからである。

「えッ」

　トイレ歩行のみ可、と言い渡してある。まだ絶対安静のはずだった。

　扉の前で立ち尽くしていると精神科の桑原の言葉が蘇った。

（………少し、歩けるようになった頃が危ないって）

「看護師さんッ」

　柴田は青くなって、ナースステーションに駆け込んだ。

「３１２の川合さんが、いないッ」

「あー、川合さんですネ」

　数人が看護日誌をつけている最中で、一人が柴田に顔を向ける。

「心療科の集団カウンセリングを見学に行ってます」

「あ……」

　そう言われて思い出す。アルコール依存症の患者たちを集めてのカウンセリングで、最近できた心理療法科の外来で行われているのだった。

「呼んできましょうか？」

「……いい。ちょうど、胸の写真、撮ろうと思ってたから」

　放射線科も一階なので都合がいい。オーダー票を書き込むと、一階へ向かった。

　心理療法科の外来受付に「２外ニゲの柴田です」と顔を出すと、桑原が心理療法室から出てきた。「河合さんに用ですか？」と尋ねる。

「検査ですか？」

「……終わってからでいいです」

　柴田がボソッと答えて待合室のベンチに腰を降ろそうとするので、桑原は急いで部屋に招き入れる。

「ついでだから見てって下さいよ」

　桑原について入った部屋は、病院の外来診察室という雰囲気は微塵も無く、壁紙はオレンジとクリームの花柄で、座り心地のよさそうなローズピンクのソファと椅子が円形に並べられている。そこここに花が飾られ、仔犬と仔猫がじゃれあっている大きな写真が額に入れて壁にかけてあった。患者たちをリラックスさせるための工夫らしい。

　川合はつきそいの看護師とともに少し離れたところで車椅子に腰をかけ、皆の話に真剣な面持ちで耳を傾けている。アルコール依存症からの脱却を決意したというのは本心からのようだった。

　集団カウンセリングとは断酒の決意をした依存症の患者たちが、お互いの不安や葛藤を皆の前で打ち明け、励まし合うという療法である。単なる自己憐憫に終始しないよう、時折精神科医やカウンセラーが方向づけしてやる必要はあるが、自助努力や同じ悩みを持つ人との強い連帯意識とシンパシーがアルコールからの脱却には重要なのである。

　アルコール依存症と言えば昔は中年の男と相場が決まっていたが、最近は女性や十代の若年者も増えている。

　柴田が見ると、今、発言しているのは三十そこそこと思われるショートヘアの小柄な女性だ。七分袖のゆったりしたブルーギンガムのワンピースを着ており、服から出ている足も腕も、折れそうに細い。仕事のストレスから摂食障害に陥り、それから逃れるためにアルコールへと走ったのだった。

「……そのうち、仕事してる時も……終わったら家に帰って飲めるって、もうそのことばっかり、考えちゃって……」

　皆、真剣な顔をして聞いている。

「ミスすると、また、飲んで忘れようって……気が付くと、いつもあのことばっかり、考えてるんです。それがまた、イヤで……」

　なんとなく柴田は居心地が悪くなって来た。

「いつもあのこと、ばっかり……」

　頭の中で若い女性の言葉がリピートする。暗い気持ちで視線を床に落とした。

（俺も……アノことばっかり……考えてるのかも……）

　確かにこの数日、ふと気づくと江森とベッドに入ることを期待している……。

（仕事、終わったら、五月とって……）

　部屋の反対側にいた川合が柴田に気づき、付き添いの看護師に耳打ちする。看護師は川合の乗っている車椅子を押して柴田の所へやって来た。

「先生、検査ですか？」

　川合が三回繰り返して、やっと柴田は我に返った。

「え、ええ……」

　看護師が、『何ボーッとしてんのッ』という目付きを投げかけるので、柴田は赤くなった。江森とのセックスを思い浮かべてたなんて、人に知られたら大変だ。

「そ、その、検査です」

　慌てて応える。桑原に挨拶をしてから部屋を出ると、廊下を歩きながらＸ線写真を撮ること、その結果で来週手術をすることを川合に告げた。川合はひどく嬉しそうだ。

「先生、俺、ちゃんとできますよね」

　集団カウンセリングは希望を彼に与えたようなので、柴田はホッとした。身体は治せても心が治せなくては、この病気は治癒したとは言えない。精神科に協力を求めたのは、正解だったと確信した。

　Ｘ線検査が済み、川合を病棟へ戻すと、柴田は放射線科外来の前へと足を運んだ。デジタルのデータはすぐ麻酔科の医局でも見られるが、放射線医の診断をすぐその場で聞きたかった。所在無げに待つ間、なんとなく待合室の方へ顔を向けると、見慣れた大柄な身体が眼に入った。

「……五月！」

　江森は隣に立つショートカットの女性と真剣な面持ちで話をしている。柴田の眼の前でミラージュに乗り込んだあの女性だった。

　女性は今日は涼しさを感じさせる、ペパーミントグリーンの麻のスーツだ。襟刳りは大胆にカットされ、深い胸の谷間まで見える。タイトなミニスカートで、上着が短めなので、丸みのある尻が強調されている。成熟した女の魅力に溢れていた。

（誰なんだよ……）

　不安に胸が高鳴ってくる。

　柴田のテレパシーを感じたのか、江森がこちらを振り向いた。一瞬、驚いた顔になったが、連れの女性に「失礼」と言うと、足早に柴田に近づいてくる。

　いつも病院ではお互い知らぬフリをするのが暗黙の了解だ。柴田は明後日の方向を向く。すると足音がすぐ傍で止まる。通り過ぎるものとばかり思っていたので、

「……え」

　内心驚いたが、身体を堅くして立ちつくす。

「浩司さん」

　囁く声が耳元でした。同時に、暖かい息が首筋にかかる。身体の奥がまた疼き始め、柴田はますます身体を堅くして俯いた。

「浩司さん、ごめんね、こんなところで」

　江森はためらいがちに話しかけた。照れ屋の柴田に病院ではなるべく声をかけないようにしているのだが、背に腹はかえられない。

「あのね、僕、これから名古屋に出張なんだ。会議があって……」

「ええッ」

　柴田その言葉につい振り向く。

「ごめんね、さっき決まったから、連絡する暇、なくて」

　江森の顔が自分への気遣いに溢れていることは柴田にもわかる。怒れなかった……が、怒りのやり場が無く、柴田はまた俯いた。

「……じゃあ、今日も帰ってこねーんだな……」

　声が震えていたので、江森はもう少しで柴田を抱き締めそうになった。が、その瞬間、

「江森クンッ、早くッ」

　カツカツという元気のよいハイヒールの音が近づき、凜とした声が２人の間に割って入った。

「あ、すみません」

　江森は急いでブリーフケースを抱え上げると、

「じゃね、ホテル、決まったら電話するよ」

　短く言うと、近くで待っていた女性の方へくるりときびすを返した。

「……五月！」

　しかし声をかける間もなく二人は親しげに肩を寄せ合い、去って行った。女性は眼の覚めるようなオレンジ色のリップだった。

　呆然と２人の後ろ姿を見送っていると、

「なに、ボーッとしてんだよ」

　だみ声と共に頭の上に重たいものが乗せられた。

「……芝元！」

　柴田の同期で放射線科医の芝元であった。上目使いに見上げると、案の定毛むくじゃらの太い腕が頭の上に乗っている。

「手ぇ、どけろよッ」

　なにしろ学生時代はアイスホッケーの選手で鳴らした１９０㎝８８㎏の巨体だ。組んだ両腕でも、なまじの力ではどけられない。

「バカッ、ヤメロッ」

　芝元はまっ赤になって怒鳴る柴田にクスクス笑いながら、やっと身体を離した。

「お前って、ホント、からかいがいがあるよなー」

　短く刈り上げた髪に手を入れてかきあげると、ごつい角張った顎を指で支える。太いゲジゲジ眉をわざとらしくひそめ、ギョロリとした眼で待合室の方へ、意味ありげな流し目を送った。

「いい女だよなー、ちょっとトシマだけど」

「え？」

「江森といた女だよ」

「アッ……」

　見られていたのだった。柴田はますます赤くなる。

　………芝元とはワケアリの関係だった。芝元が柴田にチョッカイを出して来たことがきっかけで、江森は柴田との同棲に踏み切ったのだ。二人の仲を当然知っているわけで、芝元はさらにたたみかけるように、「まー、若い男なら、浮気の一つや二つは当たり前だ、柴田クン、寛大な心で許してやりたまえよ」と言う。　

「……なっ……なんだよッ」

　見上げた柴田の眼に不安の影が揺れているのを、芝元は鋭く見て取った。

（こりゃ……当たりだ）

　わざと深く溜め息をつくと「ここんとこ、あの女としょっちゅう、いるの、俺、見てんだよなー」と言ってみる。

「ぜったい、ホテルに行ってるぜ。俺、聞いたもん」

「ええっ、ほ、ほんとか？」

　それは出張で江森がホテルを取った、という会話を盗み聞きしたからだったのだが、もちろん浮気と思わせようという魂胆だ。

「確か、甲府の第一ホテルとか言ってたなー」

「うっ」

　この前、出張と言っていたホテルの名だった。柴田は全身が冷たくなるのを感じた。

「だからさ」と言いかけて芝元は驚いた。いつもならこの辺で、毛を逆立てて怒る仔猫のように歯向ってくるのだが、今日は俯いて「……そーか」と一言、言うだけだ。芝元の方が焦ってしまった。何もネクラの柴田をイジメるつもりで言ったのではない。ちょっかいを出しただけだったのに……芝元としては、柴田に気に入られたいという下心がある。ここで嫌われたくなかった。

「あ、でもな、ホラ、男ってな、アタマと下半身は別モノだからな」

　あまりフォローになっていない。

「そーなんだよ、好きな奴がいても、セックスは別な奴とできるもんだ」

　自分の体験である。

「だからホラ、お前が嫌いになったってわけじゃないと思うぜ？」

　ギリギリと傷口に塩を塗りたくられているようで、柴田は怒りを込めて芝元を睨む。

「お前、自分を基準にして言うなッ」

　柴田の元気が出たのかと、芝元は勘違いして喜んだ。

（ヤッパ、俺って、いい友達だぜ）

「バーカ、男てな、みんなそうなんだよ」

　得意そうに柴田を見下ろす。

（こいつはウブでなんも知らねーからな……経験のある奴が教育的指導をしてやんなきゃな）

「だいたいなー、おんなじ奴とだけ、やッてちゃ、飽きるもんなんだぜ？　ミシンじゃねーんだからよ」

　腕組みをし、諭すように言う芝元を、柴田はあっけにとられて見上げる。

「……なんだよ、ミシンって」

「バーカ、針を一つのアナに出し入れ、してるだろーが、ミシンてのはよー。一人としかやらねー男をバカにしてそう言うんだよ。ホント、お前はなんにも知らねーなー」

　呆れて柴田は大声を出す。

「お前ってサイテーだなッ！」

　怒鳴られた理由が芝元にはわからない。

「毎日同じモン食ってちゃ、どんなうまいモンでも飽きるぜ？　お前も別の奴と試してみろよ、男の甲斐性だ。お前だって男だろ？」

　ニヤニヤして柴田の肩に手をかける。

「まさかついてねーとか？」

　自分の女顔を嫌っている柴田にとって一番のコンプレックスだ。そこを刺激された柴田の顔がみるみる怒りのために赤くなったのに気づかない。得々と続ける。

「ついてんならどーだ、俺となんか？　え？　いつでも試させてやるぜ」

　要するにこれが言いたかったのであった。

「サイッテーな奴！」

　柴田は肩におかれた手を振り払うと、力いっぱい、怒鳴った。

「先生、コメント見ますか」

　放射線技師が放射線科外来から顔を出して声をかけたので、柴田は蔑みの視線を芝元に浴びせると足音も荒くその場を離れた。

「ヤレヤレ……」

　芝元は腕組みをして見送った。

「相変わらず、お堅い奴……」










　マンションへ帰ると柴田はリビングのソファに腰を下ろし、一人、ブランデーをあおり続けた。目の前のロウテーブルに電話機を移動させる。だがコール音は鳴らない。

「電話するって言ったのに……」

　さっき我慢できなくて携帯に連絡を入れてみたところ無情にも、「電波の届かないところにいます」というメッセージが流れたのだった。

「だいたい本当に名古屋に行ったんだろうか」

　最近、「会議がある」としょっちゅう言っているような気がする。そんなに製薬会社って会議が多いものなのだろうか？

（企画・研究開発なら多いと思うけど……営業ってそんなに多いのか？）

　しかも名古屋で？　江森の勤める冨士製薬は本社は東京、関西にはあまり進出していないと聞いた気がする。

「まさか、出張は嘘でラブホテルとかに行ってるんじゃ……」

　怖ろしい考えが沸き起こり、柴田は身震いする。

　江森を満足させている自信が柴田にはなかった。

「俺、早いし……」

　続けて追い上げられるとグッタリしてしまって、江森の愛撫に応えられないこともあった。マグロみたいに横たわる自分を抱いて江森が楽しいわけがない。それに比べたらあの突き出た胸と丸い腰を持った女性なら、いくらでも江森の情熱を受け止められそうだ。

「あー、もーッ、やめーっ」

　頭を振るとグッとブランデーを飲み干し、またなみなみと縁まで注いだ。

　ネクラの性さがでどんどん悪い方向へ想像力を働かせてしまう。江森の愛情を露程も疑ってはいないのだが。

「男ってな、そうなんだよ」

　芝元の言葉が耳元で蘇る。

「毎日、同じの、食ってたら飽きるぜ？　それが男の甲斐性だ」

　芝元のほうがことセックスに関しては経験豊かなのだ。その芝元が言うのだから……江森がつまみ食いをするのは仕方のないことなのかもしれない……捨てられるより浮気される方がましなんだから……。

「浮気ぐらい、我慢、するんだ！」

　そう言い聞かせても。

　やっぱり、我慢できない！　江森がほかの身体を抱くなんて！

　アルコールが廻って柴田は混乱してきた。次第に腹が立ってくる。

「だいたいッ、なんで一人で部屋で待ってなきゃいけないんだッ」

　すっくと立ち上がり、脱ぎ捨てたジャケットを羽織ると、外へ出た。







　新宿から私鉄で二十分ほどのこの街は、最近お洒落なモールを備えた高層住宅が建てられて、僅かに残っていた畑はどんどん姿を消している。以前は夜になると閑散としていたものだが、繁華街はカップルやグループで溢れていた。

　夏休みなのでスーツ姿の会社員に交じって、Ｔシャツにジーンズやチノパンといった学生風の若者も多い。女性たちは目の覚めるような華やかな色彩をまとい、滑らかな腕や豊満な胸の谷間をあらわにしている。夏服は蠱惑的な女性の魅力を倍増する。男たちが目を奪われるのも当然だと、柴田は思う。

「五月だって、たまには女とって……」

　ふらふらと当てもなく人込みを彷徨い、楽しそうに笑い声を上げる周りの人達に、見るともなく眼を向ける。

　肩に手を回し、顔を寄せ合って囁く恋人同士や、和気あいあいとカラオケボックスの前で群れ集う職場仲間……居酒屋の呼び込みやファーストフードの店の前でサービス券を配るバイト学生の嬌声もいつもならうるさく感じるのに、今夜は自分に向けてくれないのが物足りない。イルミネーションの下で、夜の街は昼間とは違う、人生を楽しむ熱気に満ちている。

　一人でいるのは自分だけだった。

「今までだって、そうだったのに……」

　江森に会うまでは、寂しいなんて感じたことはなかった。幼馴染みの相沢に報われぬ思いを寄せいていた頃、辛くはあったが、一生一人で生きていこうと自分に言い聞かせ、寂しさを乗り越えていたのだった。

「あいつのせいで……俺……弱くなっちまった……」

　俯いて涙をこらえる。

「五月のせいだ！」　

　人肌の暖かさを一度知ってしまったら、もうそれ無しでは生きられなかった。カウンセリングで聞いた言葉がさらに頭の中を飛び回る。

『考えるのはあのことばかりで……』

　柴田は愕然として立ち止まる。歩きまわったせいで、血中のアルコール濃度が高まっている。周囲がボーッと霞んで見えた。

（俺……中毒なんだ、きっと！）

　セックス中毒、きっとそうだ！　そうさせたのは無論、江森だ……。

「俺の身体を……あれ無しではいられなくしちまった！」

　そんな馬鹿な！

（でもそうだ！）

　だって江森がいなくなったらとても生きていられないと思う。会えない日には江森のことばかり思う……。

（それって中毒だよ……）

　だんだん怒りがこみあげてきた。

「俺をこんな気持ちにさせるなんてッ……ほっとく方が悪いんだッ」

　手を挙げてタクシーを停め、乗り込んで行く先を告げた。

「新宿二丁目まで」


３





　靖国通りと新宿通りに挟まれた一画が、新宿二丁目だ。歌舞伎町の喧噪は遠く、僅かばかりの人が行き交う通りに、地味めなクラブの看板が出ている。一歩裏道に入った古いビルの地下に、その店はあった。

　経営者は変わったらしいが、地下に降りて行く狭い階段も、小さな窓のついた分厚い木の扉に下がる「ＭＥＮ　ＯＮＬＹ」の木製の札も、八年前、最初で最後に訪れた時と変わっていない。

　それ程広くない店内は漆喰の白壁に木のフローリング、高い天井からは大きな赤銅色のファンが下がり、ゆっくりと羽根が回転していた。

　ＢＧＭにはレゲエの軽快なリズムが流れ、照明は暗いが、十分客の顔がわかる程度に調節されている。ゆったりと間をあけて置かれた丸い木のテーブル、藤製の椅子、目隠しの木彫の屏風は、いわゆるコロニアル風のインテリアだ。片隅にはビリヤードの台があるが、誰もプレイはしていない。壁にはそれとわかる男たちのポスターが何枚も貼ってある。

　俗に言う、ハッテンバであった。

　客の数はまだ十時前なので、ちらほらという程度だ。既に寄り添って話し込んでいるカップルもいるが、シングルの男たちはさりげなく周囲に視線を彷徨わせ、サインを出している。一見、ごく普通のバーにも見えるが、時折新しい客が扉についている小さなベルを鳴らして入ってくると、居合わせた客がいっせいに振り向くのが妙と言えば妙だった。

　柴田は身体を竦ませて、カウンターの端に席を取り、ロックを飲んでいた。

　勢いでここへきてしまったが……やはり怖くてテーブル席の方は見られない。何人かの視線は感じたが、俯いてグラスの中の氷が溶けていくのを見詰めていた。

　カウンターの中のマスターは、特にこちらへ声をかけることもせず、空になると自然にまた次のグラスを目の前に置いてくれる。

　マスターの方はプロだけあって、柴田が初心者と見抜いていた。だいたい初めて来た男はこんなもんである。だが心配はしていなかった。ハツモノが好きという奴も多い。この綺麗な顔では早晩お呼びがかかるだろう……いなければ自分でもいいと思った。

（せっかく勇気を出して来たんだからな……ガッカリさせちゃかわいそうだ）

　殆ど顔を上げないのであまりよく品定めはしていなかったが、整えられた清潔そうな髪に細い眉、通った鼻筋に長い震える睫は好みだった。着ているジャケットも多分キトンのサマーカシミヤだ。素性も良さそうだった。

　さりげなく鼻の下の切り揃えた鬢を撫でつけ、腹に力を入れて引っ込める。ジムへ行って鍛えてあるから落胆させない自信はあった。

　マスターがこんなことを考えているとは無論柴田は知らない。俯いたまま黙ってウィスキーを飲み続けている。

　と、小さなベルの音とともに、長髪を肩まで垂らした若い男が店に入って来た。１９０㎝もあろうかという、上背のあるスリムな男である。男は額に落ちた柔らかな髪を長い指で優雅に掻き上げると、ぐるりと店内を眺め回した。

　顔立ちは甘いハンサムで、華やかな雰囲気にあふれ、その場の人目を引き付けずにはおかないタイプだ。何人かが期待に満ちた表情を浮かべたが、男はチラリとカウンターの柴田に視線を投げかけ、そのままテーブルの間を擦り抜けて奥の席へと向かった。そしてマスターに意味ありげな顔をして見せるので、マスターは『しまった！』と心の中で舌打ちする。

（悪い奴が来た……）

　それでも営業用のスマイルを浮かべ、近寄る。

「朝比奈あさひなさん、お久しぶり」

「ああ、ドラマが一本、あがったんだ」

　マスターはおしぼりとグラスをテーブルに置く。

「こんな時間に、珍しいね」

「今日はオフだったからね」

　朝比奈と呼ばれた男はおしぼりで丹念に手を拭きながら答える。柴田へ向けた視線を外さない。

「いつもの？」

　マスターはグラッパの瓶を持って再び近づく。

「あの子……いいじゃん」

　やはり柴田に目をつけたかと、マスターはまた、舌打ちする。だが素知らぬ顔で「あんたのタイプじゃないよ、大人しい男だ」と言ってやる。

「もう、ガキは飽きたんだ」

　朝比奈は小さなグラスを一気に飲み干し、また注ぐように促す。

「これ、あのコに」

　マスターは仕方なく柴田に近づいた。柴田の前に小さなグラスを置き、グラッパをなみなみと注ぐ。

「あっちのお客さんからだよ」

　柴田はそっとマスターの指す方向へ眼を凝らした。

　背の高い男が隅のテーブルに一人、陣取っていた。真ん中分けの肩までのロンゲを金色に近い茶髪に染め、ダイヤのピアスを付けた片耳を出していた。彫の深い顔立ちで、頬は削げ、面長で鼻骨は高い。眉は濃く、その下のくっきりした二重の眼は細いが、冷たい雰囲気はない。

　紺色のバンドカラーのシャツの胸元を大きく開けて着込み、首にはゴールドの鎖が光っている。わざと着崩したサンドベージュのソフトスーツは、イタリアンクラシコで、アルマーニかフェレだろうと柴田はふんだ。　

　長い足を高く組んで、ゆったりと籐の椅子に背をもたせ掛けているので、洒落た白い革のデッキシューズを履いているのが分かった。胸の上で大きな手を組んでおり、にびいろに光るロレックス・エクスプローラーが、まくり上げた袖から見えていた。

　ジゴロかホストと言ってもおかしくない甘いハンサムな顔立ちだが、身体全体から敏捷な獣を思わせる野性味が溢れている。服装も一介のサラリーマンには手が届かない品揃えだ。それだけではなく、周囲の男たちの中でも、一際目立つ輝きがあった。

（なんか……見たことがある）

　そう、アフガンハウンドに似ている、と柴田は思った。

（五月は秋田犬に似てるけど……）

　朝比奈は柴田の視線を捕らえると、長い指を一本立てて「やあ」と言った。黙って見詰めていると、つと立ち上がって近付く。

「初めてみたいだね」

　柴田は脅えた様子を見せまいと、虚勢を張った。

「……五度目だ」

　大ウソである。

「へぇ」

　朝比奈は驚いたという顔をする。

「俺、けっこー、来てんだけどな……今まで会わなかったなんて」

　人懐こい眼で笑いかける。

「あんたなら会って一度で覚えるよ」

　うまい口説き文句だが柴田が反応しないので、大袈裟に肩を竦めてみせた。

「ま、いいや……ゆっくりできるとこ、行かない？」

　片手を腰に当て、もう片方の手をカウンターに付くと、大きな身体を屈めて顔を寄せ、じっと見詰める。暗がりの中にいた時は大柄なので落ち着いた雰囲気で、年がいっているように見えたが、こうやって間近で見るとかなり若そうだ……江森とあまり変わらないかもしれないと柴田は思った。が、いつも営業用ダークスーツの江森より、だいぶお洒落な方だ。カウンターに付いた手は大きく、まるで江森の手のようだった。

　色々考えている柴田を朝比奈は面白そうに見ている。

「どう？　初めてじゃないんだろ？　五回目っていったよね」

「……う」

　墓穴を掘ってしまったと、柴田は内心ほぞを噛んだ。しかし……ここで引いたら、バカにされてしまう。これ以上、年下の男にコケにされたくなかった。

（ええいッ、なるよーになれッ）

　柴田が大人しく立ち上がったので、マスターはがっかりした。

（ま、仕方ない……こいつはモテるからな）

　何度も鼻先で獲物をさらわれていた。それでも不思議に腹は立たない。朝比奈は素直で明るく、人好きのする所があった。

（こいつが飽きたらもらってもいいんだ）

　マスターは思う。朝比奈は飽きっぽい男でもあった。

（いつだって、せいぜい二、三回だもんな、続いても）

　朝比奈は「ちょっと待ってて」と言うと、ボーイを呼び寄せ、車のキーを渡す。

「車、取りにいかせるから、それまで座ってて」

　テーブルについて朝比奈は柴田をじっくり値踏みした。

（……へぇ……拾い物だぜ）

　小柄で女のような綺麗な顔なのだが、オカマ顔というわけではなく、細い眉も切れ長の眼も毅然として男らしい。インテリっぽい雰囲気も気に入った。

（パープーのガキはもう、飽きたからな……）

　ボーイが店の前に車を廻したので、二人は外に出た。

　朝比奈は得意そうに「どう？」と柴田を見る。

「どうって……」

「車だよ！」

「ああ……」

　車高の低い紺色のカブリオレである。無論ハンドルは左で、ハナヅラには言わずと知れた、馬と盾のエンブレムだ。

「……９６８カブリオレだろ」

「知ってんじゃんかよー！」

　朝比奈は呆れたという声を出す。

「カレラじゃないぜ？　そんなに走ってないんだぜ？」

　ポルシェカレラはそこら中走っているのだ。もっと驚いてもらいたかった。それに、何と言っても１２００万もしたのだから……。

「……アホ医者が良く乗ってるよ」

　ボソッと柴田は答える。Ｊ医大のボンボンどもは外車好きが多いので、柴田には見慣れた車である。

「……変な奴」

　助手席に柴田を乗せると、朝比奈は車を発進させる。

「俺、繁樹しげきって呼んでくれよ。あんたは？」

　柴田は黙って俯く。既にひどく後悔していた。もう車は時速１００㎞だ。降りることはできない。

　柴田が恥じらっているのかと思い、朝比奈繁樹は声をあげて笑う。

「いいよ、言わなくっても」

　笑うと繁樹は子供のようにあどけなく見える。その顔と、ハンドルにかけられた大きな手を交互に見ていると、柴田は少し心が落ち着いた。

　初台ランプから首都高に乗り、中央高速をブッとばす。国立の当たりにくると「ここ、ユーミンの曲にでてくるとこだぜ？」と朝比奈は声をかける。

「……ユーミンて、歌手だろ？」

　それだけは相沢の妻・薫が大好きな歌手だったので知っていた。

　ひどく得意げに言う柴田に朝比奈のほうが呆れた。

「はあー？　他にいるのかよ？　ねえユーミン、てそりゃムーミンだろ！」

　ノリ突っ込みに一人でガハハと笑い、隣を見ると柴田はきょとんとしている。

「ええっ」

（こいつ……変わってるなー。俺のコトも知らないみたいだし……）

　国立インターで降り、多摩川の方へ車を走らせると、もうそこはラブホテル群である。

　朝比奈はいつも使うホテルの門から、中庭へと車を乗り入れた。ここはフロントを通らず、直接駐車場から部屋へ上がれるので、ナンパするたびに愛用していた。写真週刊誌だけは避けるよう、廻りからいつも言われている。

　エンジンを停めると朝比奈は先に降りる。柴田がまだ座っているのを見て、「どうしたんだよ？　コワイの？」とあざけるような声を出した。

「違う！」

　柴田はムッとして、車外へ出る。バタンと音を立てて扉を閉め、朝比奈を見上げた。もうどんなに後悔しても遅かった。







　部屋に入ると柴田は目を剥いた。

　ラブホテルに入るのは初めてである。どんな所か想像もしたことがなかった。

　二十帖程の部屋の真ん中には大きな円形のベットが鎮座ましましている。まるでクリスマスの飾り付けのようなものが天井でチカチカしていた。モダンな柄の絨毯はふかふかで一見豪華にも見えるが、置いてあるチェアは鷺足だったりしてちぐはぐなインテリアだ。壁の一部にはくすんだブラウンのガラスが填め込まれている。

　朝比奈は慣れた様子でスーツの上着をチェアの背に引っかける。

「俺、家を出る時、風呂に入って来たから、あんた、使いたきゃシャワー、使っていいよ」

　ここまで来たらもう後戻りはできない……。

（五月だって、やッてることなんだ！　芝元がそう言ってたし！）

（男だったら誰だってやってるんだ！　男の甲斐性だ！）

　アルコールの為に判断力の鈍った頭で自分を納得させると、柴田は浴室のドアを開けた。

　一人になると朝比奈ニヤリと笑い、備え付けのクーラーから缶ビールを取り出す。口を付けて飲みながらベッドの上へ移動し、クッションをかき集める。ゆったりと上体をもたせ掛け、サイドテーブルのスイッチを押す。

　すると今までくすんだガラスと見えていたものが、透き通ってシャワールームが丸見えになった。マジックミラーである。

　いつも使って楽しんでいる装備であった。

　ビールをあっと言う間に飲み干し、サイドテーブルからウィスキーのミニボトルを出すと、封を切った。味わいながら柴田のストリップを鑑賞する。

「へぇ……いい身体してんじゃん」

　小柄で痩せていると思ったが、シャツを脱ぐと思いのほか筋肉質である。腰はキュッと締まって細い。

「誰だっけ、ほらあの水泳の……ソープとかいう奴みたいだ。いや、日本人だから北島かな？」

　まさかマジックミラーで丸見えとは知らないので、柴田は大胆に全裸になると、シャワーを浴び始めた。薄い叢もその中でちぢこまっているかわいらしいモノもばっちり眼に入れ、朝比奈は舌なめずりをする。

「こりゃ、楽しめそうだぜ……」

　臀部は引き締まっており、足もスラリと長く、無駄な毛もない。下腹はすっきりしていて、入れるとさぞや締め付けてくるに違いない……。

「あ……ッ、つッ」

　繁樹は顔をしかめると、みぞおちを押さえる。

「ち……ッ」

　急いでチェアにかけた上着の内ポケットから錠剤を取り出して、ウィスキーで流し込んだ。

「肝心な時にハライタでできねーんじゃな……」

　しばらくすると痛みが遠のいて来たので、ホッとする。ベッドに戻ると、柴田はシャワーを終え、バスタオルで身体を拭っている。服を着ようかどうか、迷っているようで、しばらく脱衣カゴの中の脱ぎ捨てた服を見詰めていたが、セミビキニだけを身につけ、壁にかけてあったバスローブを羽織った。

　朝比奈は急いでマジックミラーのスイッチをオフにする。

　次の瞬間、カチャリと遠慮がちに扉が開けられ、柴田が俯いておずおずと入って来た。

（うぶな感じもまたいいな……）

　朝比奈はウィスキーをサイドテーブルに置くと「おいでよ」と声をかけた。

　柴田はビクリと身体を震わせ、俯いたまま近付く。ショーツにバスローブだけだとまるで無防備で、すっかり怖じけづいていた。

「怖いの？」

　朝比奈が面白そうに尋ねる。この、まるで子供のような無邪気な雰囲気の男を、朝比奈はすっかり気に入っていた。

「怖くなんか！」

　柴田は挑発に乗って、思わず答えてしまう。そして俯いていた顔を上げると、すぐ眼の前に朝比奈の顔があった。

「……あ……ッ」

　ふいに唇が捉えられる。江森のものとまるで違うコロンの香りが柴田を包んだ。

「……んんッ」

　ギュッと結んだ唇を朝比奈の舌が器用にこじ開ける。

「ア……ンッ」

　舌はあっと言う間に柴田の口腔こうくうに侵入し、縦横無尽に動き回る。

「……ウウッ」

　知らぬ間に朝比奈の大きな身体が柴田を包み込んでいる。江森の口づけとは違うが、滑らかで優しい舌の動きに柴田は力が抜けてしまった。

「あ……んんっ」

　朝比奈は舌を絡ませてもまるで返してこない柴田に呆れつつも、口づけを続けた。チラリと表情を盗み見ると、視線は空を彷徨い、眼は潤んでいる。いつのまにか、突っ張っていた腕は力無く垂れ下がり、朝比奈の抱擁を受け入れていた。

（感じていないというのではなさそうだな）

　グイと抱えた腕に力を込めると、バスローブを通して微かに震えが伝わって来る。

（こいつ……まさかバージンじゃないだろーな？）

　それも楽しいかもしれない……朝比奈はクスクス笑いながら、唇を離す。そして、ボーッとしている柴田をベッドのはじに座らせると「舐めろよ」と言い、ジッパーを降ろした。

「え？　ええ？」

「あんた、フェラチオ、上手い？」

　そう言うと中から摑み出し、柴田の顔の前に突き付けた。

「え？　ええッ」

　柴田はまだはっきりしない頭を振ると、目の前のモノを見詰めた。

　もうそれは力を持っていて、生き物のようにドクドクと脈打っている。

「ええッ」

「早く舐めろよ」

　………自分のモノと同じ形のそれは、なんだか獣じみていて、猛々しく、男臭かった。思い切って顔を近づけたが、

（………ンなこと……できねーッ）

　すっくと立ち上がり、「……帰る」と一言、言った。

「ええッ、そりゃ、ないだろーッ」

　朝比奈が叫んだが、かまわず手を振り払い、ベッドから離れる。

　取り残されて朝比奈は唖然とした。どんな男だって、彼を拒んだことはなかったのだ。今まで引っかけた男達は、皆、喜んで自分のモノを舐めまわし、受け入れてヨガリ声を出した……。

「冗談じゃねーよッ、ここまで来てッ」

　力づくでも、と、一歩踏み出した途端、上腹部を激痛が襲った。激しい吐き気が込み上げる。

「ウウ……ッ」

　朝比奈が身体をくの字に折り曲げ洗面所へ駆けて行くのを、柴田は呆然と見送った。

「……変な奴」

　だがバスルームに入り、身支度を整えていると「ワァーッ」という叫び声が聞こえた。

「……どうした」

　放っておくわけにも行かず、しゃがんで便器にすがりついている所へ顔を出してみる。

「ち、血がッ、血がッ」

　便器の内部に茶褐色の血液が大量に飛び散っている。

「吐血だ」

　冷静な声を出すと同時に仕事モードにスィッチが切り替わる。

「しっかりしろ」

　柴田はヘタりこんでいる朝比奈の脇に手を入れて立たせると、ベッドへ連れて行った。

　脈を測り、瞼をめくってみる。顔色は青白く脈は早いが、しっかりしていて、眼球結膜も真っ白という程ではない。寝かせると、シャツの前を開け「膝を立てて」と命じる。腹部に手を這わせ「今までもしょっちゅう痛んだのか？」と尋ねた。

「うん」

　みぞおちを探ると、「イテテ」と朝比奈は顔をしかめる。

「いつ頃から痛むのか？」

「二ヵ月くらい前から」

「薬は？」

「薬局で、痛み止め、買って飲んでた」

　柴田が触診すると、腹部は柔らかく、筋性防御もない。特に腫瘤も触れなかった。

（潰瘍ゲシュールか……穿孔ペルフォってもなさそうだし……）

「血を吐いたのは、初めてか？」

　訊いてみる。

「……ウン」

「だろうな。血、吐きながら、ナンパする奴、いないよな」

「ひ、ひでー」

　朝比奈は情けない顔をして、柴田を見上げる。

「すぐ病院へ行こう。服を着なさい」

　柴田の態度はプロフェッショナルな自信に溢れており、今までの子供のように頼りなげな様子は影を潜めている。医者とはまだ気づいていなかったが、朝比奈は完全に気圧されていた。

「ハイ」

　大人しく上着を取ると、柴田の肩を借りて、部屋を出た。

　ポルシェの所へ行くと、柴田はサッサと助手席に乗り込む。

「あんた、運転、してくんないの？」

　朝比奈は腹を両手で抱えたまま、弱々しい声で尋ねた。

「免許、持ってない」

（……変な奴）

　こんな人間に会ったことはなかった。超人気俳優の俺も知らない世間知らずで……車の免許もない……が、妙に迫力があって、思わず頼りたくなる……。

　痛みが少し和らいだこともあって、朝比奈は興味が湧いてきた。







　Ｊ医大に着いたのは、もう十二時過ぎだった。夜間受付へ廻ると、ガードマンが「柴田先生、ご苦労様です」と挨拶をする。

「あんた……医者か……」

　柴田は朝比奈が眼を丸くしているのにかまわず、待合室のベンチに座らせる。救急外来に顔を出した。今夜の当直は一年下の青山医師である。

「柴田センセじゃないですか！　どうかされたんですか？」

　ナースと共に近寄ってくるので、柴田は慌ててベンチを指した。

「俺じゃない……こいつだ……あー、隣で飲んでたんだが……」

「隣？」

　まさか、ハッテンバでナンパされたのだとは言えない。

「そ、そのバーでだ。吐血だ、コーヒー残渣様で、新鮮血じゃない」

　少し詰まりながら、説明する。

「潰瘍ゲシュールですね。どのくらい、出たんです？」

　青山は繁樹の顔色を見る。

「あまり貧血は強くなさそうですね」と、柴田の同意を求めた。

「酒も大分飲んでたようだからな……２００㏄位だろう。多分、ジワジワ出て、溜まってたんじゃないか？」

　青山はカルテを書き始める。

「穿孔ペルフォってないようだし……取り敢えず、入院させて様子をみてくれ」

「いいですよ。内視鏡は明日でもいいですね」

　専門用語での事務的なやり取りを聞いていると、さほど重症ではないという気がしてきて、朝比奈はホッと安堵の息を漏らす。便器に飛び散った血を見たときには、もう死ぬかと思った……男は血に弱い。

　隣にいたナースが「入院手続きがいるんですけど」と声をかけてきた。朝比奈の顔をジロジロ見て「……ひょっとして……アサヒナシゲキさん？」と言う。

　やっと俺の顔を知っている人間がいたと、朝比奈はカメラ用のスマイルをして見せた。

「ええ」

　結構プライドが傷ついていたのだった。警備員も柴田に敬礼をし、朝比奈はスルーだった。さらに目の前の医者は柴田にのみ意見を求める（当たり前だが）。しかもこんな情けない姿を人目に晒すなんて……が、自分の正体を知れば、

（少しはコイツも感心するかも……）

　柴田の表情を盗み見る。

「まーッ、朝比奈さん、本物だわッ、ラッキーッ」

　年若いナースは大喜びだが、

「え？」

　柴田には『朝比奈繁樹』の名もまるで意味はなかった。青山が笑いながら「柴田センセはホントに世間知らずですねー」と言う。

「お前、知ってるのか？　有名人なのか？」

「僕だって知ってますよ、この人、今流行りのトレンディドラマかなんかに、しょっちゅう出てくる人ですよ」

　ナースが後を引き取る。

「スッゴイ、人気なんですよーッ、あとでサイン、くださいねーッ」

　ナースが黄色い声を上げても、柴田は「へえ、そうか」と関心なさそうに言うので、朝比奈は少しムッとした。

（……タク……俺のこと、誰だと思ってんだよッ）

　ムクレている朝比奈にナースが「朝比奈さんッ、誰か、連絡する人います？」と尋ねた。

　その言葉に急に現実に引き戻される。

「……マネージャーに」

　朝比奈はプロダクションのマネージャーの家に同居している。男を引っかけにいくたびに嫌味を言われていたが……入院となったら、どんなことを言われるか分からない。すっかりシュンとなった。内ポケットから名刺を出し、ナースに手渡す。

「……すみません、ここに電話をお願いします」

　蚊の鳴くような声で言うので、柴田は驚いて朝比奈の顔を覗き込む。

「どうしたんだ？　また痛むのか？」

　心細くなった所だったので朝比奈はジーンとしてしまう。

「心配、してくれんのか？」

「当たり前だろう。これも何かの縁だ」

　そう言いながら柴田が歩き出したので、朝比奈は焦って柴田の腕を摑んだ。

「置いてかないでくれよッ」

「バカだな、車椅子を取ってくるだけだ」

　柴田は処置室から車椅子を押してくると「乗れるか？」とまた心配そうに聞く。

「ウン」

　朝比奈はもうすっかり柔順な子供のようだ。

「俺の病気、なに？」

「多分、潰瘍だ」

「手術、すんの？」

　身体は商売道具なのだ……傷痕がつくのはイヤだった。震える声で尋ねる。

「そんなことにはならないだろう。きょうびは外科でもすぐ切ったりはしない」

　柴田は朝比奈が車椅子に移るのを手を貸して助けてやる。暖かな手に、朝比奈は涙が出そうになって来た。

　車椅子に移ると「あんたが主治医になってくれんの？」と柴田の顔を見上げる。

「いや、今夜の当直医が主治医になると思うよ」

「俺、あんたがいい！」

　哀願するようなその声音に柴田はニッコリ微笑む。

「大丈夫、青山先生はいい先生だから、安心してまかせなさい」

　無論、患者を安心させる為の職業上のスマイルだったのだが、朝比奈の心臓は口から飛び出すほどにジャンプした。

（ほ……惚れたぜ……）

　朝比奈は柴田の手をギュッと握った。

「あんた、なんて名？」

「柴田浩司だ」

「しばたこうじ……いい名前だな……」

　しばたこうじ、と口の中で繰り返しながら朝比奈はうっとりと見つめた。

　綺麗な男が二人、手を握り合っているのを至近距離で見られたので、迎えに来た三病棟のナースは感動してしまった。

（やっぱ、あたしたち女は、綺麗なものが好きなのよッ）

　三病棟で柴田はゲイと知られている。職場でオコゲの楽しみを味わえるとあって、当事者は知らないがファンクラブまである。会長は病棟ナース長の近藤だ。

（早速報告しなくっちゃ！）

　朝の申し送りの時、一番に報告しようと決心した。
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　柴田がマンションの扉を開けると、たたきに江森のローファーがきちっと揃えてあった。

「ええッ？」

　リビングに飛び込んで「五月ッ、五月ッ」と大声で怒鳴る。するとバスルームから、江森がびしょ濡れの身体に小さなタオルを腰に巻き付けて出て来た。

「浩司さん、どこ、行ってたの！　病院から呼び出されてたの？　電話しても出ないから、心配しちゃったー」

　屈託なくニコニコ笑いかけながら近寄ってくるので、柴田は気が抜けてしまった。

「お前こそ……帰ってこないと思ったのに……」

「最終の新幹線に飛び乗ったんですよォ」

　江森は大柄な身体を屈めて、柴田の額に口付けた。

「あのねー、お土産に、名古屋名物のミソカツ弁当って、買ってきたんだ。食べる？　浩司さん……」

　優しい声が耳元で囁く。

「……五月」

　昼にも会ったのに、もう長いことこの声を聞いていなかったような気がして、柴田は裸の胸に取りすがる。そして小さな声で、

「お……お前が食べたい」

「ええーッ？」

　江森は柴田の大胆な誘いに驚いて顔を覗き込んだ。

「それ、どーいう意味？」

「どーッて！」

　柴田は真っ赤になる。

「そ、そーゆー意味だよッ、何回も言わせんなよッ」

「だって浩司さん、恥ずかしがり屋だから、浩司さんから言うってあんまりないもの」

　眼を丸くしている江森の腕を柴田は引っ張って寝室へと入る。

　ベッドに江森を横たわらせると、手早く服を脱ぎ、江森の腰にまたがった。

「ええッ？」

　江森が唖然としていると、股間に顔を近づけて「……きょ、今日は、お、俺にやらせてくれ」と詰まりながら言った。

　そして細い指で、江森の太いモノを持つ。じっくりと見詰めた。

　こんな風に至近距離で見るのは初めてだった……長いこと一緒にいたのに……。

　さっきあの若い男のモノを眼の前に突き付けられ、口に入れろと言われた時は、正直言って吐き気がした。でも良く考えると、江森はいっつもしてくれていたのだ。

　もう江森のモノは、反り返ってビクビクしている。猛々しいオスのしるしは、しかし、優しい茶色の眼や濃い眉や柔らかい唇と同じ、愛しい男の一部だ……これで江森は自分をいつも満足させてくれている……いとおしさがこみあげてきた。

　ソッと小さな口に含む。

（ぜ、全然、平気だッ）

　熱く固い肉の棒を、喉の奥まで入れた。

「こッ、こ……うじ……さんッ」

　江森はピクリと身体を反らせる。

（感じてんのかな？）

　江森のモノはますます熱くなり、口の中に充満しているので、尋ねたくてもできなかった。いつもやってくれるようにしようと思ったが、自分の時はわけが判らないうちにイッてしまうので、江森がどうしているかなど思い出せない。

　だが舌で舐めていると、先端から液が出てくるのが判り、

（こ……れで……いいんだよな？）

　行為を続ける。

「浩司さん……」

　江森は呆然として股間に顔を埋める柴田を見詰めてしまった。

　柴田は真面目な顔をして口にくわえ、舌を這わせている。舌の動きはぎこちなく下手クソで、気持ちいいというよりはひどくくすぐったい。それでも江森に感じて貰いたいという必死な気持ちが伝わってきて、胸が熱くなってきた。それだけでどんどん自分のモノが太くなる。

「ウ……グッ……ウウッ」

　柴田はかなり苦しそうだ。うまく飲み込めないのか、唾液が溢れて顎へと伝わる。

「もういいよ、浩司さん」

　江森は優しく声をかけ、頬を両手で挟んで上を向かせた。

「ン……ッ」

　柴田は口を離すと、傷付いたという顔をした。

「お……俺……ヘタクソか？　感じないか？」

　悲しそうな眼になるので、焦って江森は「違うよォ、すっごく感じちゃって、イッちゃいそーだから」と言ってやり、脇に手を入れて自分の胸に引き上げた。

「今度は浩司さんの番だよ」

　組み敷くと、後ろへ指を這わせた。すぐにでも自分のモノを入れたかったが、しばらくぶりなのでまず指を一本入れてみる。

「ア……アアアアッ」

　柴田は叫ぶと両手で江森の胸を突っ張った。

「ダ……ダメだッ……ヤダッ」

　身体を捩って逃れようとするので、江森は驚いてしまった。しばらくやっていなかったから狭くなったのかもしれない。

「どッ、どうしたのッ、痛いのッ」

「ち……違う……」

　涙に滲んだ眼でこちらを見上げる。

「……も……イきそう……」

「なんだー！」

　江森はホッとした。柴田の身体に負担をかけたくなかった。痛むなら入れるのは止めようと思っていたので、安心して指を深く差し込み、擦りあげる。

「ウ……ウウンッ」

　柴田は必死で感じまいと堪えた。が、あそこは勝手にヒクヒクと収縮し、江森の指の動きに応えている。

「や……やめろ……イく……」

「いいじゃない、イッてよ」

「ヤダッ！」

　柴田は大声を出す。

「ええ？」

　驚いて顔を見ると、柴田は泣きそうな顔をしている。

「……俺……ッ……早くて……ヘタクソだから……お前のこと満足、させらんない……」

「ええーッ」

　柴田もこのところ、的外れな発言からは遠ざかっていたのだが……久々のヒットだ。

「なんで、そんな風に思うの？」

　柴田は恥ずかしそうに横を向く。

「……俺……イっちゃうと……ノビちゃうから……抱いてもつまんないんじゃねーか？」

「んなことないよッ」

　だが柴田は泣きそうな声で続ける。

「……あの女なら……いくらでも、お前のこと、満足させられそうだもの」

「あの女？　誰よ、それ」

「昼間、一緒にいた女だ……」

「あー！」

　江森はやっと悟った。柴田は知らない間に胸を嫉妬で焦がしていたのだった。優しく抱き寄せ、「仕事で一緒にいただけなんだよ」と言ってやる。

「だって……ここんとこ、しょっちゅー一緒じゃねーか……同じ会社の奴じゃないのに！あんな綺麗な人、お前の会社にいないだろ？」

　江森は溜め息をつき、説明することにした。

「ごめん、浩司さん、黙ってたことがあるんだ」

「ええっ」

　なにを打ち明けるのかと、柴田は不安な表情で江森を見上げる。

「あのね……うちの会社、今度、合併するんです。あの女の人は、合併先の営業本部長で、今度はうちの営業所の部長になるんです。だから僕、鞄持ちでこのところ、あの人の行く先について行かなきゃならなかったんだ」

　企業の合併は決定までは極秘事項なのだから仕方がない。

「だからあなたにも言えなくて」

「が、がっぺい……」

　このところ、製薬会社の合併は多い。確かに、と柴田も納得する。それでも心配の種は去らない。

「でも……すげぇ美人だ」

「ウン」

「胸もでかいし……尻も丸いし……」

　江森はクスクス笑ってしまった。

「あの人、もう四十歳なんだよ？」

「歳は関係ねーよ……綺麗だし、経験積んで、すっごく上手いかもしれない」

「んもうー」

　江森は唇を奪うと、深く口付ける。

「僕のこと、信じてないの？」

「ち、違うよッ」

　柴田は焦って首を振る。

「俺……信じてる……けど……芝元の奴が……お前があの綺麗な女とホテルに行ったって」

「ええッ」

　またあの男だ。いつもあの男は自分と柴田を引き離そうと、ちょっかいをかけてくるのだ。江森は呆れた。

「そりゃ、出張だもの、行くよ！　でも部屋は別だったし！」

　責められ、再び柴田は「けど芝元が」と呟いてしまう。

「まだなにか言われたのッ」

「……男は好きな人がいても、別なのとセックスできるッて。浮気は男の甲斐性だって」

　うぶな柴田になんてことを言うのだろう……柴田はトロいから、すぐ信じてしまうのだ。

　わざと怒った顔をして言ってやる。

「もー、浩司さんたらァ、あんな歩く生殖器みたいな奴と僕を一緒にしないでよッ」

「う、うん」

　少し、安心したという顔になったので、ギュッと抱き締めると「僕はね、浩司さんだけなんだから」と囁いた。

「……ん」

　江森は指を柴田の身体に這わせる。柴田は眼を瞑り、大人しく江森の愛撫に身を委ねた。

「アッ……ンッ、ンンッ」

　声が漏れ始め、筋の緊張が抜けて行く。胸の突起を指の腹で円を描くように擦っていると、まだいじっていない方もプックリ膨らんでくる。

「感じてるね」

　耳元で言ってやると、

「バ……バカッ」

　柴田は眼を開いて江森を睨む。

「いいじゃない、感じてよ、うんと」

　下のモノにも手を伸ばし、擦り始めた。

「ア……ッ、イ……イッ」

　もう柴田の眼はトロンとして夢を見ているようだ。愛撫を続けながら江森は耳元で囁く。

「……浩司さんだって、僕だけでしょ？」

　その言葉で急に柴田はあることを思い出す。

「……俺ッ」

　眼を見開いて、江森の手を拒んだ。

「……俺ッ、俺もお前に謝ることがあるッ」

「え？」

　江森は怪訝な顔をして、柴田を見た。

「……俺……ほかの男とホテルに行った」

「え？　学術講演会かなんか、あったの？」

　製薬会社はよくホテルの宴会場などで、新製品のデモンストレーションを兼ねた講演会を開く。江森の頭にはホテルと言われてそのことしか思い浮かばなかった。

「ううん……ラブホテルだ」

　江森は暫く意味を考えていたがやっと了解し「ええーッ」と大声をあげる。

「それッ……いつッ、どこでッ、誰とッ」

「……新宿のバーで会った……んだ……さっき……」

「げーっ、それってお持ち帰りってこと？」

　柴田は下を向いたが、すぐまた江森の顔を見上げた。

「でも！　できなかった！　俺ッ……お前じゃないとできないんだ！」

「浩司さん……」

　先程のフェラチオといい、ホテル発言といい……もう江森はたまげてしまった。嫉妬よりも何よりも呆然自失である。柴田の肩を?んで激しく揺する。

「浩司さんッ、なんてことするのさッ、浩司さんは子供なんだから、そんなことしちゃ駄目だよッ」

「お、俺ッ、子供じゃねーよッ」

　柴田は真っ赤になる。

「子供だよォッ、あっちはッ」

　何も知らない柴田に、セックスの一から教えたのだ。まだヨチヨチ歩きの赤ン坊のつもりだったのに……まさかそんなことを自分に隠れてするなんて！

　子供の非行を見つけた親の心境で、江森は真っ青になった。

「危ないことなんだよッ、知らない人とホテルに行くなんてッ、テレクラとか援交とかすっごく危ないんだからッ」

　何よりも江森は柴田の身に危険が降りかかったのではないかと、ゾッとした。トロイ柴田が手錠を掛けられ、鞭を打たれながら何人もの男に犯されている所まで想像してしまう。些かＳっぽい素質があるので、幾らでもその手の状況は目に浮かぶのである。

「変なこと、されちゃうかもしれないんだよッ」

「変なことって？」

　無論、柴田にはまるで想像もつかない。

「セックスのことか？」

　あー、またこれだ、と江森は呆れた。

「縛られて無理やりやられちゃったり、とか」

「……こないだみたいにか？」

「あ……」

　研修医の坂口との仲を嫉妬した江森は、柴田を縛り上げて無理やり犯したことがあったのだ。思い出して今度は江森が赤面する。

「その、それだけじゃなくってッ、ぶたれたりとかッ、本当になんにもされなかったの？」

　身体を調べながら、ちょっとごまかす。

「……ん……相手の奴がちょーど腹が痛くなったから……」

　江森はホーッと溜め息をもらした。

「良かった！　でも、もーぜーったい駄目だよッ、すっごく運が良かったんだからッ」

「ん」

　江森はまさか、相手の男を柴田が入院させたとまでは思いつかない。さらに柴田も、明日病院へ行ったら、朝比奈のたっての願いで主治医にされているとは、想像もしていなかった。

　江森は安堵の気持ちと同時に、次第に怒りが込み上げて来た。

「いったい、どうしてそんなこと、したのッ……なんでまたッ……」

　責めるような口調に、柴田はつい「おッ……お前のせいだッ」と言ってしまう。

「え？　僕のせい？」

「だって……か、回数、減ったじゃねーかッ」

　柴田は詰まりながら言う。

「お、お前……俺の身体に飽きたんじゃねーか？」

「ええッ、なんでそんなこと考えついたのさ！」

　柴田は暗い声で続ける。

「だ、だって……芝元が……」

「またーッ」

　江森は思わず天を仰いでしまった。

「言うんだもの……男はおんなじのとやると飽きるって……」

「んもうッ」

「お前……この所、仕事ばっかして……家に帰って来ないし……」

　柴田の顔はさらに暗くなる。

「帰宅拒否症ってヤツさ……」

　小さな声で続ける。

「……俺……お前が今日も帰らないっていうから……」

　目を伏せた。

「今朝……お前……抱いてくれなかった……かわりに今晩、するって言ったのに……」

「浩司さん……」

　今朝、柴田だけをいかせたのは、柴田の身体のことを気遣ってのつもりだったのに、却って傷つけていたのだと江森は悟った。

「電話もしてくれなくて……俺、待ってた……」

　今日中に帰ろうと、モーレツに飛び回っていたので、できなかったのだ……新幹線に飛び乗って電話をした時、既に柴田はマンションにいなかったのである。

「酒飲んで、待ってた……ら、わけ、わかんなくなっちまって……お前が浮気、してんじゃねーかって」

　放っておいた自分が悪かったと、江森は思った。一人にされることを極端に恐れる性格だったのに……自分のつまらないプライドのせいで、柴田を知らない間に傷つけていたのだった……。

「……だから……お前がほかのとすんなら……俺もって……ゴメン……」

　柴田は泣きそうな顔で、江森を見上げる。

「俺、捨てられるくらいなら、お前が浮気すんの、我慢しようと思った。でも……俺、ほかの奴とお前がするのは、絶対嫌だ……お前だってそしたらそーだよな、俺すっごく、悪いこと、した」

「浩司さん……」

　江森は抱き寄せて、大きな胸の中に包み込む。

「ごめん……もう二度としない……俺が悪かった……許して」

　誤り続ける柴田に江森は苦しくなった。坂口との仲を嫉妬したとき、地獄に堕ちたように苦しんだ……柴田も江森とあの美しい女性との関係を疑い、苦しんでいたのだと悟る。

「もう、いいんですよ……わかってますから……」

　江森はごめんと言い続ける柴田の口を、自分の口で塞ぐ。

「浩司さん……」

　柴田が正直に打ち明けてくれたなら、自分も正直になろう……江森は決心した。

「浩司さん、僕も謝ることがあるんです」

「え？　さっき謝ったじゃないか？」

「あのね、もう一つ」

　柴田の頬を両手で挟む。

「僕、あなたの言うとおり、わざとうんと仕事してました。帰りたくないからじゃなくて、お金、欲しかったから」

「ええ？」

　柴田は江森の顔を驚いて見詰めた。

「僕、あなたのヒモは嫌だったから……ちゃんと部屋代くらい、払おうと思った」

　柴田は呆然としている。

「な、なんでまた……」

「でも、ちょっときつくて、うんと休日出勤して残業しなきゃいけなくて」

「ヒモって、どーゆーことだよッ、おまえのどこがヒモなんだッ」

　突然、柴田が怒鳴り出した。江森がそんなことを考えていたなんて……。

「誰がそんなこと、言ったッ」

「だ、誰も言わないよォ」

「じゃあ、なんで思い付いたんだ！」

　柴田がキレそうなので、江森の方が焦り始めた。

「僕、給料安くて、居候してるとなんか対等じゃない気がして……」

　だが柴田に怒鳴られて初めて気づいた。研修医の坂口の発言で傷ついたのは、自分も心の底でそう思っていたからなのだった。

　柴田は完璧に怒り始めた。

「テメーッ、バッカじゃねーのッ、対等って、金の問題かッ」

　切れ長の眼をさらに吊り上げて睨む。

「職種が違うんだッ、オメーの方が給料が安いのは、仕方ねーだろッ！　それに年下なんだしッ」

「そりゃ、そうだけど……」

「だいたい、ンなこと言ったら、旦那に養われてる奥さんはみんなドレーかよッ」

　極端な理論だが、妙に正しいことを時々柴田は言うのである。

「ち、違います」

「だろ？　タイトーって、愛情の問題だろッ、愛し合ってるからタイトーなんだろッ」

　柴田が本気でそう思っていることが江森にも良く分かった。それは普通の男の考えとは少し、ズレてはいたが、

「浩司さん……」

　ソッと手を握った。

「あなたの言うとおりだよ」

　他の人がなんと言おうと、柴田が信じていることが二人の間では真実なのだった。

「あなたってうんと子供かと思ってたけど、ちゃんと大人なんだね」

　柴田の手に唇を寄せる。

「なんだよッ、それッ」

　柴田は真っ赤になった。

「俺ッ、お前より年上だぞッ、あんましバカにすんなよなッ」

「バカになんかしてないよ」

　抱き寄せて口付けた。

「まったくもう、知らない間に大胆になっちゃって……浩司さんたら」

　ソッと自分のモノを後ろに押し当てる。

「ア、アアッ」

　反らせる背中を押さえ付け、一気に侵入した。

「ハ……ウッ」

　先程の愛撫でもうソコは十分熱を孕んでおり、江森のモノをすんなりと受け入れる。

「もー、他の男なんかとホテルに行くなんて……ぜーったい、許さないからね！」

「ごめんって、言ったろッ」

　蚊の鳴くような声で言う柴田をギュッと胸に抱き締めた。

「今度、ンなことしたら……」

「んなことしたら？」

「やり殺しちゃう」

　グイと突き上げた。

「アア……アアッ」

　柴田は江森の乱暴な動きに揺さぶられながら「俺……お前になら、やり殺されたっていいんだ」と言った。

「お前になら、なに、されたって……」

「浩司さん……」

　柴田の中は本当に久しぶりだった。熱く柔らかい肉に根元まで埋め込むと、江森は大きく溜め息をつく。

「ああ……ここだよ……僕大好き」

　腰を動かしながら囁く。

「早くここに帰りたいって、仕事しながら、いっつも思ってるよ……」

「五月……」

「ホント言うと、浩司さんの寝顔、見ながら抜いてたんだ」

　柴田は驚いて眼を見開いた。

「知らなかった」

「浩司さん、やり過ぎて、身体、壊しちゃわないかと思って我慢してたんだ」

「ンなことねーよ……お前がしたかったら、いいんだ」

　柴田は足を高く上げ、江森の腰を挟む。

「俺の身体……お前の好きにしていいんだ」

　強く締め上げた。

「俺、そうして欲しいんだ……」

　熱い言葉に負けず劣らず、肉体も熱かった。柴田は江森のモノを深々と飲み込むと、自分から腰を使い始める。すぐに顔をしかめて、快感を堪えているので、江森は「感じてよ、浩司さん」と言ってやる。

「ダ……メッ、で……ちゃう……」

「感じて欲しいんだ、僕」

　グイと柴田の動きに合わせて、突き込む。

「ハァ……ッ」

　快感が身体を走り抜け、柴田は息を呑んだ。

「僕ので感じて！」

　固い棒で柔らかい肉をえぐってやる。

「ア……アアア……ッ」

　身体の奥深く、江森が侵入する。圧倒的に固く太いモノに貫かれ、柴田は悦びの声をあげる。思わず締め付けて応えた。

「イ……イイ……ッ」

「もっと、感じてッ」

　力いっぱい、捩込む。

「ア……アア……ッ」

　背を反らして逃げようとするので、「逃げちゃ、ダメ！」肩を引き寄せ、腰を抱え込むと、体重をかけて根元まで入れた。

「ウ……アアッ」

　江森のモノは、生き物のように体内に潜り込む。久しぶりに感じる体内のモノは、いつもより太くて熱く、縦横無尽に動き回る。

「あッ、そこはッ」

　太いモノは一番の急所に達し、グリグリと粘膜を抉る。

「そこは……ッ、ダメッ、もうッ」

「ダメじゃないよッ」

　江森は容赦なく突きまくる。

　もう少しで粘膜が破れ、熱くたぎる液が秘部から溢れ出そうだ……

「ア……ッ……ダメ……ッ」

　限界が近づいている。柴田の身体がガクガクと震えだし、内部が激しく収縮し始めた。

「アア……ッ、アッ」

　必死で堪えるので、中心に手をのばすと、そこは身体のドコよりも熱く、固くなっている。

「いッてッ、浩司さんッ」

　指を柴田のモノに絡ませ、根元を締め付けてやる。同時に力いっぱい打ち込んだ。柴田の身体が大きく痙攣する。

「ア……ッ、アッ、モッ……イッ」

　熱い液が昇ってくるのを感じ、柴田は悲鳴を上げた。

「クウ……ッ」

　悦びを迸らせると、柴田は腕で顔を隠し、小さな声で「……ごめん」と言う。

「えーッ、なんで謝るのさッ」

「だってッ……俺、モチが悪いから」

　隠している腕をどかし、江森は顔中にキスをした。

「あなたに好きなように感じて欲しいんだよ、僕」

「でも……お前はつまんなくないか？　俺だけ先、達っちゃうの」

　またもー、とんでもないことを考える人なのだと江森は苦笑する。

「つまんなくないよ。浩司さんがイクところ見るの、僕、大好きもの」

　言いながら、放ったばかりのモノを再び扱き出す。腰を回しながら、突き上げた。

「アッ……アッ……俺ッ、またッ……イイッ」

　柴田が喘ぐと、内部の粘膜がうねって江森のモノを包み込む。

「いいよっ、浩司さんッ、もっと感じてッ」

「五月ッ……イイッ」

　譫言のように呻き続け、手足を絡め、肉を貪り合う。

「五月ッ、お前のッ、もっとッ」

「浩司さんッ」

　いつになく、貪欲に相手を求めた………吐き出すモノがなくなっても、相手と一つになりたい一心で、柴田は締め付けて江森のモノを放そうとしない。

　恥ずかしそうに「俺、もう駄目だけど、お前……好きなだけ、していいんだぞ」と言った。いとおしくて江森は涙が出そうになる。

「浩司さん……」

　江森は柴田のモノを手の中にギュッと握った。熱い体温を局部に感じて、柴田は猫のように喉を鳴らす。

「可愛いー」

　もう小さくなったモノをもてあそびながら、江森は囁いた。

「早くたって、ぜーんぜん、関係ないんだよ」

「……ん」

　柴田は江森の言葉に、恥ずかしそうにうなづく。

「僕のですぐイッちゃうと思うと、すっごく嬉しいんだ」

　江森はソッと先端を撫でた。そこはビロウドのように柔らかく、江森は反応が無くなったあともいじるのが好きだった。傷つけないように優しく撫でながら言う。

「浩司さんがいきすぎてノビちゃうと、僕、好きなだけできるから、いいんだよ」

「バ、バカッ」

　真っ赤になった柴田の耳元に口を付け、囁いた。

「身体はノビちゃっても、アソコはすっごく締まってるから」

「……バカッ」







　満足して江森の胸の中でまどろみながら、柴田は安堵の溜め息を漏らしていた。

（……セックス中毒だったら……相手は誰でもいいってことだよな……けど……）

　江森の背中に回した腕に、力を込めた。

（俺は五月じゃなきゃ、駄目なんだ。愛し合ってなきゃできないんだから……それって、恋愛の中毒ってことかな？　それとも五月中毒？）

　江森もまた、柴田の髪を撫でながら考えていた。

　柴田は葛藤が強すぎて、自分の想いでがんじがらめになっている所がある。江森と愛し合うようになって、やっと少しずつ軛から放たれてきている。

　以前だったら一人でハッテンバへ行くなんて、勇気はなかったはずだ。なんだか今まで傷つくのが怖くて纏っていた、重い鎧を脱ぎ捨てようとしているのかもしれないと、江森は思う。

　それはそれで柴田のためにはいいことなのだ。

　セックスだって、始めは江森の言うなりになっているだけだったが、最近は恥じらいながらも自分から要求するようになった。

（でも……）

　ベッドの中で大胆なのは歓迎だが……。

（あんまし、大胆になって浮気、されちゃ困る！）

　だいたい仕事が忙しくて柴田を一人にしておくことが、これからもないとは言えない。そのたびに酒を飲んで男を探しにでも行かれたら、えらいことだ。

　このところ柴田は妙に色っぽくなって、ただでさえ人目を引くようになってきている。鎖で縛って閉じ込めておきたい心境なのだから、これ以上外へフラフラと出掛けられて、ライバルが増えるのはかなわないと、江森は思った。

　……実はすでに強力なライバルが一人増えたことを、この時は知る由もなかったが……。

　髪に口づけ、柴田を抱く腕に力を込める。

　そのためには………。

（もう僕のアレなしではいられないようにすればいいよな……うん、そうだ！）

　柴田を自分とのセックス中毒にしてしまうのが一番、という結論に達していた。
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　モニターを見ていた岡沢医師が思わず「うまいぞ」と感嘆の唸り声を上げる。そして目の前で鉗子かんしを操っている小柄で華奢なネーベンの医師・柴田浩司に視線を移した。

「ほんとにお前は器用だなー。俺はこの鉗子に慣れるまで随分かかったのに」

　ここは新宿から私鉄で二十分程のところにある私立Ｊ医大付属病院の手術室である。

　柴田は指導医しどういの岡沢の指導で腹腔鏡ふくくうきょう下での胆嚢摘出術を行っている最中だった。

　腹腔鏡とは、腹膜で覆われた体腔に二酸化炭素を送り込み、いわばカエルのように腹を膨らませ、その内部に内視鏡を入れて臓器を観察する装置である。近年の医療技術の進歩によって、開腹して直視下で手術を行う方法とまったく別に、腹腔鏡のモニターを見ながらマジックハンドのような長い鉗子を操り、手術を行う手技が開発されていた。それが腹腔鏡下手術である。

　腹部の切開は鉗子と内視鏡を入れるための小さな穴だけなので、患者の負担は少なく、入院期間も短くて済む。すべての開腹手術に取って代わることはないものの、最近は積極的に施行されている。

　ただ、長いマジックハンドのような鉗子を操っての切除や縫合は難しく、慣れるまでかなりの訓練が必要だ。柴田の指導医の岡沢は以前から積極的に腹腔鏡下手術を取り入れていて、柴田にもそれを教えている。

　今日初めて柴田は胆嚢摘出術を最初から第１執刀医として任されていた。今までは岡沢の助手として、手を途中で代わらせてもらうだけだったのだ。

　腹腔の内部には内視鏡が入れられ、そこから映像が患者の寝ている手術台の頭に置いてあるモニターに送られている。術者はその映像を見ながらの作業となる。

　岡沢が「うまいぞ」と声を上げたのは、柴田が両手に持つ２本の鉗子でうまく胆嚢を持ち上げ、左右にツイストさせながら肝臓から剥離した時だった。

　肝臓で作られる消化酵素の一つである胆汁は、肝臓の底面に張り付いた胆嚢という小さな袋にいったん溜められる。食物が胃から腸に入ると胆嚢が収縮して腸へと胆汁液が送られるのだが、その液の中の物質が固まって硬い石のような胆石を形成することがある。今、手術を受けている伊崎という五十代の男性患者は、胆嚢内に大きな胆石ができて、痛みの発作を繰り返していた。そしてついに胆嚢を切除することになったわけである。

　胆嚢はイチジクのような形をしており、その頸部を結紮し、肝臓に張り付いている底部と呼ばれる部分をきれいに剥離しなければ切除はできない。胆石発作を繰り返し炎症を起こしている場合は、胆嚢が周囲と癒着をしていることが多い。それゆえ剥離のさい、出血したりや組織を痛めないようしたりするのは直視下でも難しい。

　柴田は最小限の時間でそれを行っていた。

「ホント、お前は器用だなー」

　感心する岡崎に柴田はボソリと口の中で応答するが、無論周りには聞こえない。岡沢も柴田の無口と無愛想さには慣れているので、返事を期待しているわけではなく、ほとんど独り言のようなものだ。麻酔をかけている麻酔科医がうんうんと頷くのを見て、岡沢は気を悪くすることもないのだった。

　そうこうしている間にも柴田の手はどんどん進み、もうクリップをした胆嚢の頸部の切除にかかっている。あとは生理食塩水で洗って出血の有無を確認し、胆嚢を腹部に開けた小さな穴から引き出すだけだ。

「おい、次のオペ患、待機するよう病棟に連絡してくれ」

　岡沢が外回りのナースに声をかける。

　次のオペは大腿ヘルニアで、一例目の時間が長引くことを想定して、午後に予定されていた。もちろん朝食から抜いているので、すぐ手術に入れる状態ではある。

「午前中にやっちゃおうぜ、いいか、柴田？」

　岡沢の提案に柴田は「はい」と頷く。

　そこへ副医局長の大月の声が被った。

「おっ、じゃあ柴田、午後は手、空いてるな？」

　なんと大月はタイミング良く入り口から頭を手術室へ突っ込んだ所だった。

「すまんが、午後一件オペに入ってくれないか？」

　いつののように後退しかかった広い額の汗をハンカチで拭きながら、期待に満ちた声を出す。眼鏡を直し、じっと細い眼で柴田を見つめた。

「第２執刀医ツヴァイテの奴が急用でな、手が足りなくなったんだ。な、いいだろう？」

「……判りました」

　オペ一件増えるぐらいならどうということはない。それ程帰りが遅くなることもないだろう。昨日、恋人と親密な時を過ごしてはいたが、今日も早く帰ろうと約束を取り交わしている。

　……昨夜は久しぶりに愛を交わした……ちょっと性急な行為で、二人とも今夜はゆっくりと語り合い、余裕を持って肌を合わせたいと考えているのだ。

（よし！　頑張るぞ！）

　柴田はさらに神経を集中させてモニターに見入った。







　午後のオペも無事に終わり、柴田が三病棟に上がったのはまだ四時前だった。

　まず午前中のオペ患のところに顔を出す。

　腹腔鏡を使った手術では、患者の回復は驚くほど早い。手術を受けた伊崎という患者は、ベッドの頭より半分を起こしたギャッジアップの状態で、スポーツ新聞を読んでいた。

「いかがです、痛みはありませんか？」

　言いながら柴田は腹部を触診する。元々太鼓腹のようだった５０代の男性なので、手術後に注入した二酸化炭素は十分抜いた筈なのだが、あまりサイズは変わっていない。

（気腹の解除が十分でなかったのかな？）

　心配になって聴診器で腸雑音があるのを確かめ、ホッと息をついた。

　すると伊崎が「ねぇ、先生、ご飯、まだですか？」と尋ねる。

「朝も抜いたからもう腹ペこですよ」

「ええっ、伊崎さんは夕食は無しですよ、当然でしょう？」

　伊崎は不満そうに頬を膨らませる。

「だってとなりの森本さんは、私より手術が後だってのに、夕食が出るんですよ」

　隣の森本老人は２例目のヘルニア患者だ。

「それはね、あなたは全身麻酔だったからです。となりの森本さんは局所麻酔だったんですから。全身麻酔だと、術後すぐは麻酔の影響で誤嚥する可能性があります。水分だけで誤嚥がないかどうか確かめてから食事が出ます」

「ええっ、じゃあ、さっきのジュースみたいのが夕飯代わりってことか？」

　納得できないという表情の伊崎に、柴田は不安を覚える。

（隠れて食べないように、ナースに見張ってもらおう）

　そう思って柴田はナースステーションに戻る。

　するとナースが「お疲れさま、柴田センセ」と妙に楽しそうな顔を向けた。

（え？）

　オペのある日はいつも夕方に患者を診察するのが常なので、電子カルテを開いてチェックしていると、

「あれ？」

　自分の名前でログインすると、受け持ち患者の数がまず出てくる。

「一人多いんだけど？」

　誰に尋ねるともなく声を出すと、含み笑いとともに近藤看護師長が後ろから声をかけた。

「柴田先生、新しい受け持ち患者さんです。大月先生からうかがってませんか？」

「え……全然」

　柴田は首を捻りながら受け持ち患者と記された項目をクリックする。

「ああっ」

　リストに『朝比奈あさひな繁樹しげき』の名を発見し、仰天の声を上げた。

　すかさずナースステーションにいたナース達が嬉しそうに突っ込んだ。

「柴田センセ、意外ですねー！　朝比奈繁樹の知り合いだなんてッ」

「今をときめくトレンディ俳優とどーゆー関係なんですっ？」

「どこで知り合ったんですかっ？」

「ど……どこでって……」

　柴田は絶句する。

「いつからのお友達なんですっ？」

「い、いつからって……」

　さらに柴田は声を詰まらせた。

（そんな……とても言えないっ）

　昨夜、新宿二丁目のハッテンバで出会ったばかりだなんて！　しかもいくらアルコールで酩酊していたからとは言え、誘われてラブホテルへ行き、そこで朝比奈が吐血したからここへ入院させた関係だなんて！

（にしても……なぜ俺が主治医なんだっ）

　昨夜、救急外来で朝比奈を診察した、一年下の青木医師が主治医になる筈なのに……。

　眼を白黒させていると、大月副医局長がナースステーションの入り口から顔を出した。

「おう、柴田、さっきは助かったよ」

「大月先生！」

　柴田は思わず大声を出した。

「……これっ、なんで俺が主治医なんです！　青木先生の筈じゃあ……」

　大月はカルテの名を見て「ああ」と肩を竦める。

「だって、お前の知り合いだろう？」

「し、知り合いって……」

「そうそう、頼むよ、先生」

　太い声とともに、小山のような中年の医師が大月の後ろから顔を出した。

「あ……ッ、森教授……」

　産婦人科の森教授である。なぜこんな所に、と思いながら柴田はお辞儀をした。

「私が大月君に無理を行って頼んだんだよ」

　大酒飲みらしい少し赤みがかかった丸い鼻にちょこんと乗った丸眼鏡を押し上げると、森は鷹揚に柴田に笑いかける。

「この朝比奈って子は、うちの従姉妹の秘蔵っ子でね。柴田先生が主治医ではなくては嫌だとごねていると聞かされたもんでな」

　まるで話が見えず、柴田は呆然と森教授を見上げたまま立ち尽くした。ナース達のほうがすぐピンと来たとみえる。

「えーっ、ウッソーッ」

「森教授って、あのプロダクションと関係あるの？」と嬌声が上がる。

　傍にいたナースの栗原が、蚊帳の外といった柴田に説明を始めた。

「ほらっ、シオンプロモーションって有名な事務所があるんですよぉ。アイドルとかいっぱい抱えた……その社長って女性で森っていうんですよぉ。ワイドショーでもしょっちゅう見ますよぉ」

　聞き付けた森教授がうんと頷く。

「実は私の従姉妹が社長をやっていてな」

　森教授の年下の従姉妹は男勝りの美人で、若い頃、芸能活動をしていた。アクション物をこなすセクシー女優だったのだが引退してタレント事務所を作り、そこの社長に収まっているのだった。この美人の従姉妹にいささか頭が上がらない森教授は、今朝早く電話で命令され、教授自ら２外ニゲの医局へ赴いて主治医を変えてくれと頼んでいたのだった。

「ま、そういうことだ、頼むよ、柴田先生。あの子の友達だそうじゃないか」

「そ、それは……」

　違うと言いたかったが、教授に言い渡されては柴田も反論できない。それにどんな事情があるにせよ、相手は病人でしかも入院させたのは自分だ。まったく関係ないとは言い切れない。

　大月と森教授が引き上げると、すぐに仕事モードに頭が切り替わる。

（とにかく診察してこよう）

　既に昨夜、青木が鎖骨下静脈という大きな血管に特殊なＩＶＨというカテーテルを挿入していた。輸液の内容を指示表で確かめる。ビタミンなどを入れた輸液に、止血剤と抗潰瘍薬が混入されている。

（治療方針はこれでいいだろう）

「えっと、どの部屋……」

　部屋番号を確かめようとモニター見る柴田に周りの看護婦がまた口を出す。

「先生ったら、特別室に決まってるじゃないですか」

「そうなのか？」

「当たり前ですよ、もう」

（ま、確か、タレントとか言ってたもんな。お金も十分あるだろうし、タレントだと見舞い客も多いから大部屋では却って迷惑になるんだろう……）

　自宅にＴＶがなく、普通の男と違ってスポーツ新聞も読まない柴田は、朝比奈繁樹と言われても何の感想もなかった。

　街角の大きな看板に朝比奈のハンサムな顔が載っているＣＭはあちこちで見かけるのだが、猛烈なスピードでしかも俯いたまま歩く柴田の眼に触れるはずもないのだった。

　タブレット端末を手にすると、病室へと歩きだす。ノックして部屋に入ると、沢山の見舞いの花に朝比奈は埋もれていた。柴田の顔を見た途端、長身の身体でベッドの上に跳ね起き、「遅いぜ、先生！」と嬉しそうな声を上げた。

　昨夜はばさりと流していた肩までの髪は、後ろで一つに縛っている。薄暗いバーで初めて見た男は、大柄で上等な服とアクセサリーで飾り立て、つんとすまして大人っぽかったが、今、水玉のパジャマでこちらを見詰めている朝比奈はひどく幼い印象だ。

　柴田はなんだかおかしくなった。

（随分違って見えるんだなー）

　さすがに面やつれした様子で、切れ長のくっきりした眼は今は野性味を感じさせない。吐血の翌日ともなれば、「獲物を求めて夜の街を彷徨う危険な男」といった印象が影を潜めるのは当たり前なのだが、柴田はすっかり安心してくる。

　さらに自分より年下と判明したこともあり、リラックスした気分になった。

「ごめんな」と、友達口調で答え、傍へ寄った。

「なっ、なー、先生よう」

　朝比奈が馴れ馴れしく話しかけるのを真面目な口調で「診察するから」と遮る。

　不満げに朝比奈は口を尖らせたが、柴田がパジャマの前をはだけ始めたので、嬉しくなった。

「触ってくれんのか？　嬉しいじゃないの！」

「何、言ってる、触らなければ診察できないだろう」

　相変わらず柴田は真面目に答える。聴診器をあて、それから細い指でコツコツと胸を叩いていく。

「へー、そんなこと、するのか」

「しっ、静かに！」

　柴田は顔をやや斜めに向け、耳をすませる。間近で俯いた顔の震える睫やら高い鼻梁やらを観察し、朝比奈は胸のうちで舌打ちした。

（ちぇっ、惜しいことしたなー）

　昨夜、この綺麗な顔の男といたせなかったのがつくづく悔やまれる。

（あん時、腹さえ痛くならなきゃあ……）

　しかしこうやって親密な関係になれたのは僥倖というものである。

　いつものような一夜限りの相手には惜しい。これからたっぷり時間はあるのだ……。

　マネージャーの森に無理を言って、主治医になってもらって良かったと朝比奈は悦に入った。

　一方、あくまでも柴田の頭の中では、朝比奈については「患者対医者」の関係でしかない。細い指がなんてエロいんだなどと朝比奈が考えているとは知る由もない。真面目に診察を続ける。注意深くみぞおちを手で押さえ、「ここ、痛いか？」と尋ねる。

「うん、ちょっと……あっつつ、イテテ」

　下腹が疼きかけていた朝比奈だったが、しくしくと痛みが蘇り、一気に萎えてしまった。

　お陰で柴田は朝比奈の欲望に気づかずに、そのまま診察を終えることになった。

　次に柴田は問診にかかる。

「今まで大きな病気や怪我をしたことは？」

「ないよ。あっ、ドラマのロケんとき、足をくじいたことはあったけど」

「食べ物で発疹が出たことは？」

「サバを食って出たことがあるな」

「家族で病気の人は？」

　型通りの質問に朝比奈はおとなしく答えていたが、そのうち「先生、俺のことばっかじゃなくて、あんたのことも聞きたいな」とまた口を尖らせた。

「え？」

「だからさぁ、あんたが俺のことを知りたいみたいに、俺だってあんたのことを知りたいよ」

「何、言ってるんだ？　これは問診といって、診察に必要な手続きだよ」

　柴田は呆れ声を出した。

「え？　俺のこと、興味持ってくれてるんじゃないの？」

（信じられない……）

　今初めて、朝比奈は柴田が医師としての責務を果たしているだけなのだと気づいた。

　オペ着に白衣を引っかけた、目の前の華奢な男をじっと見る。

　確かに昨夜、随分と世間知らずだとは思ったが……。

（本当に俺のこと、知らないのか？）

　一般人の中には、わざと朝比奈に気づかない振りをする者もいた。それは概ね、自分が下に見られたくないといった狭量な心の奴だったが……。

「あのさ、先生、ホントに俺のこと、ＴＶで見たことないの？　俺、ＣＭだって結構出てるんだぜ？」

　柴田はまったく表情を変えず「俺、ＴＶ、持ってないから」と答えた。

「え、ええーッ、マジかよッ」

　まさかそんな答えが返るとは思わなかった。大きく口を開きっぱなしの朝比奈に、柴田はこくりと頷くと何か変かという顔をする。

「アンタ、ＴＶなくてよく生きてられんなー！」

「だって例え持ってても、忙しくて見る暇ないしね。それにニュースはウェブや新聞で読めば十分だ」

「新聞？　俺のこと、新聞で見ない？」

　無論朝比奈にとっての新聞は、芸能ネタも載っているスポーツ紙だ。しかし今度は柴田が眼を丸くする。

「お前、何か、事件とか起こしたのか？」

「ちっ、違うよッ」

　すると柴田はにっこりした。

「そうか、じゃあ良かったな」

（うっそーッ）

　今どきどんな天然だってこんな奴はいない。それに芸能界の天然など、ぶっているだけなのだ。

（けど、こいつは本物だ……いや、天然どころか天然記念物だ……）

　唖然として黙り込んだ朝比奈のパジャマを柴田はちゃんとしてやると、「えっと、まだ痛みが強いようだから、口からの食事はもう暫く辛抱してもらう。来週、内視鏡で潰瘍の治癒具合を看てから許可することになると思う」と真面目に説明する。そしてコールボタンを指し示す。

「痛くて眠れなかったら、このナースコールを押しなさい」

「あんたが来てくれんのか？」

　朝比奈は期待に満ちた声を出す。

「いや、当直の医師が来る。今夜は俺の番じゃないから」

「ちぇーっ」

　ふて腐れた声に柴田は声を立てて笑った。

（なんか、やっぱ、子供だな……五月の奴がむくれた時みたいだ）

　ちょっとお兄さん気分を味わえたので、柴田は楽しくなって来た。朝比奈ににっこりと微笑む。

「俺が当直の時はちゃんと来てやるよ」

「ほんとかッ、約束だぜッ」

　柴田が診察を終えて出て行くと、朝比奈は別れ際にこちらへ投げかけられたふるいつきたくなるような笑顔を思い出しながら、しばしボーッとしていた。

　ふと思いついて、サイドテーブルの専用電話に飛びつく。すぐさま、事務所の番号をプッシュした。

「あん、森さん、いる？　良かった！　頼みがあるんだ！」








　シオンプロモーションは新宿南口の高層ビルの中にあった。

　以前は南青山にあったのだが、手狭になったのと、地の利が良いことから１年前に移って来ている。

　朝比奈のマネージャー・森宣行のぶゆきはシオンプロモーションの社長の息子である。

　新宿に事務所を移したのは専務でもある森の提案だったのだが、唯一、新宿二丁目に近いことが落とし穴だった。朝比奈の行状には手を焼いていたところがこの潰瘍・入院騒ぎである。

　ちょうど少年四人で構成されるアイドルユニットの企画会議が終わった所で、森はスタッフから朝比奈からの電話を取り次がれ、やれやれと思った。

「森さん、頼みがあるんだ！」

　浮き浮きした朝比奈の声に、こっそりと溜め息を漏らす。

　森は少し色のついた眼鏡をかけなおすと、四角い額に落ちたウェーブがかった髪を掻き上げる。切れ長の眼をスタッフになげかけ、片手で受話器を覆うと「あっちを頼む」と言いながら、革張りのソファに腰をかけた。

「今度はなんだね、繁樹？」

　夜中に呼び出されて病院へ駆けつけ、入院手続きを取り、各方面に連絡を済ませ（幸いなことに、この数日はオフになっていた）、夜明けにやっと自宅に戻ったかと思ったら、仮眠を取る暇もなく朝いちで電話があった。どうしても主治医を変えて欲しいとゴネられ、社長から根回しをしてもらう羽目になってまだ半日も経っていない。

　元々、朝比奈は森自身が渋谷でスカウトしたという責任はあったが、そして公私ともども、マンションに同居して面倒を見ているという関係だから仕方ないとは言えるが……。

　しかし朝比奈の頼みの内容を知ると、森は深く頷いた。

「そうだな……無理を言って主治医になってもらったんだからな。よし、すぐ手配しよう」




２





　猛烈なスピードで仕事を片付けたため、柴田が医局を出たのはまだ八時を少し回った頃だった。先程江森の携帯に連絡し、二人とも一度マンションに帰ることにしていた。それからいつも利用するマンションの傍の小料理屋で食事を取るということになったのだ。

　Ｊ医大から歩いて十五分程の住宅街にあるマンションに柴田が帰ってみると、エントランスには大きなトラックが停まっている。

（引っ越しかあ……）

　ちらりと眼をやって脇を通り過ぎ、エレベーターで五階へ上がった。

「あれ？」

　自分の部屋の前で、作業服の数人が何やら忙しく働いている。

「れれ？」

　なんとＴシャツにジーンズという普段着姿の江森までが混じっている。

（あいつ、パソコンかなんか、買ったのかな？）

　近づくと江森が「浩司さん！」と呼んだ。

「浩司さんたら、どうしちゃったの、こんな物買い込んで！」

「え？」

「『え』じゃないよー、僕に教えといてよ！　いきなり持ってくるんだもの、僕、驚いちゃったよ」

　言っている意味が解らなかったが、柴田は曖昧に頷きながら、立っている男たちの間を縫って部屋に入った。するとリビングから「済みましたー」と声がかけられる。

「え？」

　リビングに入った柴田はギョッとなった。

　今までロウテーブルにソファ、それとサイドボードしかない殺風景なリビングだったのが、一角に巨大な60インチの薄型液晶モニターが据えられている。

「これは……？」

　江森と共に傍へ寄ると、作業服の男がペラペラと説明を始めた。

「えっと、集合アンテナは衛星放送も入るので、それはここを押せば切り替わります。デジタルハイビジョン対応ですから、そちらもＯＫです。パソコンもＬＡＮで飛ばせますからゲームをやる場合は……」

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　なんとか柴田は口を挟む。そして江森を振り返り、尋ねた。

「五月、お前、買ったのか？」

「ううん、浩司さんじゃないの？」

　江森は大きな丸い眼をまんまるにして驚きを表した。

「俺、知らねー……これ、俺んちじゃないです、どっか他の部屋の間違い……」

「いいえ、こちらの部屋です、さっき確認のハンコもいただきました」

　電気屋とおぼしき中年男性は、手元の書類を確認する。

　柴田が覗き込むと、確かに届け先には自分の名と住所があった。

「で、でもッ、俺じゃない……それに、代金は？」

「もういただいております。それでは」

　立ち去りかけて、「あ、それから」ともう一つの小包をロウテーブルに置いた。

「こちらもお届けするよう、言われておりまして」

　二人が呆然とする中、運送屋の作業員は梱包していた箱や紙などを手早く片付けて帰って行く。

「ちょ、ちょっと浩司さん、どういうこと？」

　扉が閉まり、静寂が戻った途端、江森は柴田のジャケットの袖を引いた。

「俺だって知らねー……」

　巨大なモニターの乗った専用台にはハードディスクもちゃんと用意されている。

　柴田が近寄って「爆弾でも仕掛けてあったらどうしよう」といった顔で眺めていると、電話のコール音が鳴った。

「はい、柴田です」

「センセ、どう、そのＴＶ？　もう届いただろ？」

　声は聞いたことのあるもので、柴田はしばしの間を置いて「君か！」と叫んだ。

　朝比奈は電話の向こうでクスリと笑う。

「どう？　俺のプレゼント、気に入ってくれた？」

「こんなことをしてはいけない！　すぐ持って帰ってくれ！」と言ったところで、それは無理な相談と気づき、柴田は顔を赤らめた。

「とにかく、こんなことをしてもらっては困る」

「いいじゃない、それより、俺が出てるドラマのＤＶＤも届けさせたからさぁ、見てくれよ、な？」

　朝比奈は期待に満ちた声で続ける。

「んで、明日、感想、聞かせてよ？」

「ま、待て、君……」

　言い終わらないうちに電話は切れ、柴田は呆然と立ち尽くした。

　傍で聞いていた江森は、柴田の言葉だけではまるで事態が把握できなかったが、とにかく電話の相手が送り主だということまでは推測する。

「浩司さん、どういうこと、今の誰？　男の人？」

　妙に柴田が親しげな口調だったことが気にかかっている。動物の本能という奴だ。

「う……あ……」

　何をどう説明したらいいのか柴田が迷っていると、再び電話が鳴った。

「Ｊ医大第２外科勤務の柴田浩司先生のご自宅でいらっしゃいますか？」

　今度は聞いたことのない低い男の声で、丁寧な口調だ。

「あ……はい？」

　男は「わたくしは朝比奈繁樹のマネージャーの森と申します」と名乗る。

「え？　マネージャー？」

　芸能プロダクションのマネージャーに決まっているのだが、柴田には無縁の世界だ。おうむ返しの反応しかできない。森はかまわず話を続ける。

「先程運送会社の方から、作業完了との連絡が入りましたので、確認のお電話を差し上げたのですが」

「え？　運送会社？」

「柴田先生、こちらから送らせていただいた荷物は到着しておりますでしょうか？」

「え？　荷物？」

　鸚鵡返しの柴田に業を煮やし、江森が脇から電話を奪い取った。

「あの、僕は柴田先生の友人兼保護者で江森といいますが、ひょっとしてＴＶの件でしょうか？」

　電話の向こう側の森は、きちんとした反応が帰ってきたのでホッとして説明を続けた。

「実はうちの朝比奈が先生に大変お世話になりましたので、ほんの僅かですが心づけをお受けしていただきたく、贈らせていただきました」

(アサヒナ？　うちの？)

　初めて聞く名に江森は首を傾げる。森の説明はその間も続く。

「朝比奈の話では先生はＴＶをお持ちでないとのことで、朝比奈の出演したＴＶドラマのビデオも一緒にと申し付けられまして……」

「しばらくお待ちくださいね？」

　江森は隣の柴田に「アサヒナって誰なの？」と詰問口調で尋ねる。

「俺の患者……昨日、入院した……」

　受け持ち患者が主治医にお礼をすることは稀ではない。国公立病院では禁止されているが、私立では「ほんのちょっとの心付け」といった名称で、現金からチョコ・ビール券程度までの授受は良くあることだ。それはＭＲである江森にもすぐ理解できたが、

（にしてもこれは……）

　ちょっと行き過ぎだ。

　柴田の性格で、こんなものを受け取る筈もない。しかしさすがに社会人としてちゃんと適応している江森である。いきなり「返します」とはいかないことは判っていた。

「あの、そちらの連絡先をいただけないでしょうか」と礼儀正しく切り出した。

「どうも値の張るものをいただくわけにはいかないと先生はお考えのようですが、今すぐというのも失礼にあたりますから。あとで連絡を入れさせていただきます」

　江森の対応も無理はないと森は思った。そうは言っても送り返されても困る。やんわりと、「この件については、明日、うちの朝比奈を交えてお話しすることにいたしましょう」と締めくくった。

「それでは失礼いたします」

　あっと言う間もなく電話は切れ、江森は柴田をちょっと怒った顔で見下ろした。

　昨夜、柴田がラブホテルへ男と言った事は告白されている。そして相手の男が吐血したので、Ｊ医大に入院させたという顛末も。

「今、浩司さん、『昨日入院した患者』って言ったよね……ひょっとして一緒にラブホに行った男じゃない？」

「ラブホって？」

　きょとんとする柴田に、江森はさすがに「もうっ」と怒鳴った。

「ラブホテルだってばッ、そうなんでしょ、浩司さん！」

「あ……」

　恋人の鋭い勘に、柴田はごまかすこともできずコクコクと頷く。

　江森は怒りがこみあげたが、なにしろ昨夜のことは『すべて許す』と男の約束をしているのだ。ここで柴田に怒りをぶつけるわけにはいかなかった。

（浩司さんとラブホに行った男が、まだ周りをうろちょろしてるなんて！）

　それはともかく、やはりＴＶともう一つ結びつかない。江森は深呼吸を一つすると、静かに、「で、なんでＴＶなの？」と尋ねてみた。

「俺だって知らねえ……」

　言いかけて、ちょっと首を傾げる。

（そういや、タレントとか言ってたよな……俺がＴＶ、ないって言ったら、驚いてたっけ……）

「うーん、良くわかんねーけど、ＴＶに出てる奴だからかな？」

　やはり繋がらない柴田の言葉に、江森も必死で考える。

　さっきの電話はその朝比奈のマネージャーからのものらしかった……。

（ドラマ、とか言ってなかったっけ？　うちのあさひな、とかも）

「あのね、浩司さん、その人、なんて名前？」

　尋ねた江森は、柴田の答えに仰天した。

「うっそー、マジ？　朝比奈繁樹？」

　朝比奈がホモであることも衝撃だったが、柴田が知らなかったことにもっと江森は驚いた。

（確かに……浩司さんの口からＴＶの話が出たこと、一度も無かったよな……）

　洋服のアオヤマだって知らなかったし、ラブホって省略することも知らなかった。ぎりぎりユーミン。だいたいＴＶどころか携帯だって持っていないのだ。「どうせ院内では使えないし、俺、いつも病院からほとんどマンションに直行だから」という理由で。

「朝比奈繁樹って、お前、知ってんのか、へぇー、すげーな」

　こちらを見上げて無邪気に感心する柴田に、江森は呆れて物も言えない。

「なんで知ってんだ、五月、お前もＴＶ、見ないのに？」

「あのね、僕、浩司さんちに引っ越す前は寮で見てたよ。それに朝比奈繁樹ってＯＬに大人気で、しょっちゅう話題に出るんだよ。僕、普通にスポーツ新聞も読むし」

　説明しながら江森は柴田の手を引いてソファに座った。

「もういいや……ＴＶを返すにしても、明日のことだ。明日、ゆっくりその人に説明しなよ？」

「うん」

　柴田は隣におとなしく腰をかけ、江森の胸に頬を寄せる。

「五月、もう怒ってないか？」

　おそるおそる尋ねる様が、幼い子が親の機嫌を窺っているようなので、江森はやれやれと思いながら抱き寄せた。

（しょーがない……浩司さんは世間知らずだからな……仕事に集中してるから、無理ないよ）

　朝比奈がＴＶを送り付けた裏には、単なるお礼ではなく、邪まな気持ちがあるに違いないと江森は踏んでいた。

（自分が出てるドラマのＤＶＤまで送り付けるなんて）

　朝比奈という男は柴田に自分のことを知って貰おうとしているに違いない。それは男が目をつけた相手を落とす時の常套手段だ……そんなことも柴田は判らないのだ！

（そりゃ、僕がハジメテだったんだもんな）

　とにかく自分がしっかり守ればいいのだと、江森は思いながら柴田の顔を手で挟む。

「あのね、あまり知らない人から物を貰っちゃ、駄目だよ？」

「うん」

　柴田は真面目な顔で答える。

「それからね、朝比奈って人の病室へは、一人で行っちゃ駄目だよ？　看護師さんと一緒に行くんだよ？」

「え？　なんでだ？」

　柴田は可愛らしく首を傾げる。

「病室で二人っきりになって、襲われたらどうするのさ！」

「んなわけ、ねーよ」

　柴田は自信たっぷりに答える。しかし「でも五月が心配なら、しない！」と付け足して、にっこり江森に笑いかけた。そのあどけない笑顔にクラクラとなりながら、江森は思った。

（本当に浩司さんて……コドモなんだよな）

　柴田の頭を胸に引き寄せると、耳元で囁く。

「今夜はねぇ、ゆっくりやろうね、浩司さん？」

「うん」

　柴田は甘えて頷くが、次の言葉を聞いて身体を固くした。

「入れるのは一番最後だよ。僕が入れると浩司さん、すぐイッちゃうからね」

「悪かったなッ、どーせ俺は早いよッ」







　翌日の夕方、なんとか時間を見つけて柴田は朝比奈の病室へ赴いた。もちろんＴＶを送り返す約束を取り付けるつもりでいる。

　ところがノックをして病室に入ると、ベッド脇にモバイルパソを手に朝比奈と話し込んでいるスーツ姿の男性がいた。中背で落ち着いた雰囲気のその男性は、さっと椅子から立ち上がり、柴田に深々と礼をした。

「わたくしは朝比奈のマネージャーの森と申します。先生のことはこの朝比奈から十分に伺っております」

「え？」

　柴田が躊躇していると森は傍へやってきて頭を下げた。

「この男の素行の悪さにはわたくしも手を焼いておったのです。先生がいらっしゃらなかったら、こいつはとんでもない所で倒れ、どうなっていたか分かりません」

　ラブホテルのことを知っているのだと、柴田は顔から火が出そうになった。

　真っ赤な顔の柴田を見て、森は微笑む。

「ご心配なく、そういったことはこちらにもスキャンダルになりますから。内輪の秘密として決して漏らしません。それよりああいった場所で先生のような方に出会えたのは、こいつの幸運でした。お医者様だったから良かったようなものの……」

　柴田はすっかり出鼻をくじかれてしまったが、勇を鼓して切り出した。

「あ……あの、ＴＶのことなんですが」

　途端に朝比奈がベッドから嬉しそうに声をかけた。

「先生、俺のドラマ、見てくれた？　どうだった、俺、かっこよかったろ？」

　傍にやってきた柴田を、朝比奈は懐いた犬ころのように見上げる。柴田は強い決心がぐらりと揺れるのを感じながらも、なんとか「あのＴＶはお返しします」と宣言した。

「俺、困るんです、あんな高い物は……」

「お気になさらないで下さい」

　森が素早く柴田の言葉を遮った。

「元々、あのＴＶはうちの事務所に余分にあったものなんですから」

　安心させるようにほほ笑みながら続ける。

「メーカーからただで貰ったものなんですよ。うちの朝比奈がＣＭに出てまして。先生、ご存じないですか？」

　ＴＶを持っていない柴田が知る筈もない。

「やっぱり、駄目です」

　頑なに首を振り続ける柴田に、さすがの如才ない森も行き詰まりを感じた、ちょうどその時のこと。

　ノックとともにどっしりした中年の白衣の男が扉から体をぬっと差し込んだ。

「おお、宣行、来とったか」

「あ、叔父さん」

　産婦人科の森教授である。マネージャーの森宣行の従兄叔父に当たるのだった。森教授は柴田の顔を見て、機嫌よく笑いかける。

「柴田君、宜しく頼むよ」

「あ、はい」

　かしこまって頭を下げる柴田に、森マネージャーは戦略を思い付いた。

「柴田先生には本当によくしていただいてますよ、叔父さん。うちの繁樹もすっかり信頼していますし。叔父さんに無理なお願いをした甲斐がありました」

　森は教授に「かわいい甥」の笑みを見せる。

「それで先生のお宅にＴＶがないって伺ったものですから、うちの事務所に転がっていたのをお届けしたんです。繁樹の活躍も見ていただきたいし」

「おお、それはいいんじゃないか」

　森教授はうんうんと頷く。すると森はわざと目を伏せ、悲しそうな声を出す。

「それが……柴田先生は真面目でいらっしゃるから、受け取って下さらないんですよ。叔父さんから頼んでいただけませんか？」

　人当りが良く社交的な森宣行は教授のお気にいりの甥だった。宣行の母親には頭が上がらないが、この青年は昔から礼儀正しく、教授も安心して話せるのだ。

　宣行の頼みに、教授は視線を柴田へと移した。

「君、貰っておきなさい」

「えっ、でも……」

「君、堅いこと言わないで。プロダクションなんて、経費でなんでも落とすんだから。いいね、貰いなさい」

「う……」

　科は違えども、教授からそう言われれば柴田も頷かざるを得なかった。








　その夜、柴田はマンションに戻ると、既に帰宅していた江森にいきさつを話して聞かせた。

「でさ、俺も駄目って言えなくてさ……」

　帰宅してまだＴＶがあったことに腹を立てていた江森ではあったが、柴田の説明にこれまたしぶしぶ頷かざるを得ない。ＭＲとしては文句は言えなかった。

「しょうがないよね、教授にそう言われちゃあ……」

　釈然としないながらも江森は結論付ける。気になって柴田を窺うと、柴田はさっさと普段着に着替えソファへ直行する。そしていつものように外科学書を読み出した。

「浩司さん、ＴＶ、見ないの？」

　柴田は目も上げずに「五月、お前見たければ見ろよ」と答える。本当にＴＶには興味がないのだった。

（そうだよね……浩司さんは勉強、忙しいもん。俳優だかなんだか知らないけど、関係ないよね）

　江森はホッとすると「じゃ、コーヒー入れたげるね」とキッチンへ飛び込んでいった。







　ところが金曜日の夜遅く、江森が土日を空けるために残業を必死でこなして帰宅すると、なんと柴田が神妙な顔をしてＤＶＤに見入っていた。

　画面にはつい先だって放映され、高視聴率を取っていた連続ドラマで、孤児院育ちの男女のラブストーリーである。朝比奈は主演ではないが重要な恋敵として出演していた。

　江森がリビングに入るとちょうど朝比奈のどアップが映り「俺の魅力でお前からあいつを奪ってやる！」などと大見得を切っている。江森は切れそうになってしまった。

「浩司さんッ、なんであいつのなんか、見てるんだよッ」

「だって五月……」

　柴田は気まずそうに目を逸らす。

　このところ病棟に顔を出すたびに、朝比奈に「もうドラマ、見てくれた？」と必ず言われていた。それだけではない。三病棟のナース達もいきさつを知っていて、何かにつけ、「柴田先生、朝比奈さん、すっごくしょげてましたよォ」とか、「せっかく送ってきたんですから、ちょっと見て差し上げたら？」などとかまってくる。

　朝比奈が柴田にコナをかけているということは、近藤看護師長以下、柴田ファンクラブ全員の久しぶりの大ネタになっていた。美形は何人いても嬉しいものだ。

　江森ファンの何人かは「いやーっ、柴田センセはエモちゃん一筋でなくちゃ！」などと言っていたが、朝比奈を見ているうちに「それはそれとして、やっぱキムタクと竹之内サマ二人に迫られたら、両方ともオッケーよね！」と言うようになっているのだった。

「ジョニデとオーランドさまでも迷うけど！」という女子もいて、このところ女子会は盛り上がっていた。そこまでは柴田も知らないが、

「俺、みんなに見ろって言われてるんだよ……でさ、今日は……」

　特に今日、近藤看護師長に「ストレス性潰瘍は、気にかかることがあると治りにくいですよね」とチクリと言われたのである。

　近藤師長にそう言われては仕方がないと江森も引き下がる。以前師長には柴田との仲で気を配ってもらったことがあるのだ。江森はしぶしぶベッドルームへ退散する。

　明日の土曜日、柴田は当直だ……今夜は体力のことを考え（医者の当直業務が重労働なことは江森もよく知っている）、ペッティングだけで我慢しようと思っていたのに……それもお預けだ。

「日曜は早く帰ってきてよ！　テニスウェア、買いに行くんだからね！」と声をかけるのは忘れなかった。




３





　土曜日、朝比奈は焦れながら柴田の回診を待っていた。

　面会謝絶にしてもらったので、どうでもいい見舞い客はシャットアウトされ、久々にゆっくりと休養ができたのはありがたかった。

　だが入院四日目となるともう退屈してくる。痛みがとれてきていることもあって、朝比奈はあることを決心していた。

（どーしてもあいつに……）

　頼みたいことがある。

　ところが待っていると相手は現れないもので、昼近く、朝比奈はＩＶＨの輸液のぶら下がった点滴台を押してナースステーションへと行ってみた。そこにも柴田はいない。

「ちぇ……土曜日はオペとか外来の仕事とかないんだろうが。なにしてんだよー」

　ぶつぶつと独り言を言っていると、通りすがりの若いナースが足を止めた。

「あ、柴田センセなら今、外来処置を手伝ってますよ？　こっちへ来るのは午後になるんじゃないかしら？」

　見抜かれて朝比奈がうろたえるのを、くすりと笑い脇をすり抜ける。

　入れ違いに検温から帰ってきたナースが「柴田センセ、今夜、当直だから、夕方からゆっくりと回診する筈ですよ？　良かったですねー」と話し掛ける。

「う……」

（この病院、なんなんだよッ）

　今まで風邪を引いたり怪我をしたりで病院へかかったことぐらい何度でもある。だから事務の女性からナースまでキャーキャーと取り巻かれるのには慣れきっている。ところがこの病棟のナースたちときたら……興味を持って眺めてはいるのだが、まるで朝比奈は眼中にないようなのだ。

（ま、確かに……）

　あの柴田浩司という綺麗な男を毎日見ていたら、朝比奈に驚くことはないかも知れない。

（それにしても……）

　まだすっきりしないまま、病室へ戻ろうとユーターンした。

　ナースたちは朝比奈が柴田に恋心を抱いていることを見通しているようなのだ。

（普通、ホモとかきしょいとか言って嫌わないか？）

　それがまるで反対に、二人の間の進展を期待している風さえある。

（解らん……ここの連中は）

　首を傾げながらナースステーションを出たところで、またナースに出くわした。ネームプレートには山崎とある。

「柴田センセを探しに来たの？」

　山崎に屈託ない笑顔で尋ねられ、朝比奈はおとなしくうんと頷いた。

「じゃあ来たら朝比奈さんが首を長くして待ってたって、言っといてあげるわ」

　可愛らしく片目を瞑る。

　ナースを味方につけるのは悪くないと朝比奈は思い始めた。今まで自分の周りにいた女達は、やたら色気を振りまいてどうにかなろうとする連中ばかりだった。それがここのナース達にはそういった風はなく、朝比奈は気が置けなくて楽なのだった。

「あの、ちょっと教えてもらえないかな、頼みます」

　ぺこんとお辞儀をするので、山崎は『あらら』と思った。

　売れっ子俳優らしく、顔は綺麗だがちょい傲慢な奴、などと皆で噂していたのだった。

「取り柄は顔だけ、柴田センセは任せられないわ！」

　そう宣言したファンクラブ員もいる。

　しかし今のように深く頭を下げ、じっとこちらを大きな眼で見ているところは、アフガンハウンドが主人の誉め言葉を待っているようだ。

（ふーん）

　ちょっと考えを改めると、上から下までじっくりと眺めた。

（やっぱ、いい男だもんね……柴田センセとのツーショットは捨てがたいわ）







　病室へ戻ると朝比奈はベッド脇にキャスター付きの点滴台を置き、輸液ルートが絡まないよう気を配りながら寝転がった。以前、勢いよくベッドに飛び乗った途端、ルートが途中から外れ、大変な騒ぎになったのだ。飛んできたナースにあの時は怒られたっけ。

「血液が逆流して途中で固まっちゃったりすると、もいっぺん、入れなおさなくちゃならないんですよ！」

「駄目ですよ、これは心臓のすぐ傍までカテーテルが入ってるんだから、普通の点滴と違って無菌状態でやんなくちゃいけないの！」

　そう言えば刺入部を柴田は毎日消毒してくれているが、普通の白いアルコール綿ではなく、茶色の「イソジン」という消毒薬でやっていたっけ。

　朝比奈は溜息をつきながら特殊な絆創膏で覆われた首筋に手をやる。

「こんなのがついてちゃ、やっぱ明日は無理かな……」

　柴田には言っていなかったが、明日の昼、仕事が一件入っていた。

　グラビア撮影で、撮影所も近くなのでここから抜け出していけるだろうとキャンセルしていなかった。病状について高をくくっていたせいもある。

（ま、当たって砕けろ、だ）

　それよりも今朝比奈の頭の大部分を占めているのは、先ほど山崎というナースから仕入れた柴田の情報なのだった。








　夏至はとうに過ぎ、昼の長さは短くなりつつある筈だが、やはり七月の夕方は特別に明るく見えると、柴田は医局のある研究棟と病院棟を繋ぐ渡り廊下を歩きながら思った。

　先ほど遅い昼食をやっと済ませたところだ。遅い昼食と言うより早めの夕飯と言った時刻だが、

（食べれるときに食べとかなきゃな……今夜は当直だし）

　江森の「ちゃんと食べた？　浩司さん！」というたしなめるような声が耳元で聞こえたようで、柴田は首を竦めた。

　当直明けに江森はいつもそのことを確かめる。「ん、忘れた」などと言おうものなら「お医者さんのくせに、自分の健康が管理できなくちゃ、駄目じゃないか！」と厳しく叱る。でもそれは江森が本当に柴田のことを気遣っているからなのだ……ぽわっと胸のあたりが暖かくなって、足取りも軽く柴田は病院棟へと入った。

（よしっ、今夜も頑張るぞ！）

　ナースステーションに近い大部屋から受け持ち患者の診察を済ませ、最後に朝比奈の入っている特別室に足を運んだ。

「よう、先生」

　朝比奈は柴田の顔を見ると、読んでいた台本を膝の上に置く。

「俺のＤＶＤ、見てくれた？」

（そら、きた！）

　柴田は余裕を持って「うん」と答える。

「最後まではいってないけど、最初のほうを見てる」

「ほんとかー？」

　朝比奈は一気に嬉しそうな顔になると、傍へ来た柴田の手を取った。柴田が嫌がらないので朝比奈は「やったね」と思う。

（こりゃ、脈ありかな？）

　すると期待に反して柴田は真面目な顔つきで朝比奈の手首を触れ「ちょっと脈が速いな、熱、あるんじゃないか？」と言う。

「なんだよー！」

　がっかりする朝比奈を尻目に、柴田は手に持っていたタブレットを見入る。液晶画面には「温度板」という患者の体温・脈拍・血圧その他摂取した食事量や細かいデータなどが表示されている。体温・脈拍などは折れ線グラフで表され、患者の一般状態の経時的変化が一目で判るのだ。

「昨日の夜から、微熱傾向だな……」

　柴田は心配そうに朝比奈のパジャマの前をはだけ、診察を始めた。

「ここ、痛むか？」

「ううん、もう痛くないよ」

　みぞおちの痛みが消失しているので、柴田はちょっと安心する。次に聴診器を胸と腹に当てる。

「あのさ……」

　柴田が聴診器を耳から外すのを待ちかねて、朝比奈は切り出した。

「俺、明日の午後、外出できないかな？」

「ええっ、なんのことだ？」

　唐突な質問に、柴田は取り外した聴診器を手に持ったまま朝比奈の顔を覗き込んだ。

「昼間、二時間ぐらいでいいんだ……グラビア撮影があるんだよ。俺にとってすごく重要な仕事なんだ」

　今まで見たことのない朝比奈の真面目な表情に、柴田はちょっと感心した。仕事が大事と言うのは世間知らずの柴田にも分かる感情だ。

「センターフォールドなんだぜ、しかもちょろい雑誌じゃないんだ。センターフォールドって知ってるか、先生？」

　その専門用語を柴田は珍しく知っていた。学生時代、勉強仲間であった芝元がロックのＣＤをよくプレゼントしてくれ、その中の歌詞にあったのだ。

　巻頭グラビアも重要だが、センターフォールドとは雑誌のちょうど真中である。「中綴じ」という綴じ方の本で自然に開く部分だ。ここにグラビアが載ることは、多くのファッション雑誌では表紙の次に名誉なことなのだ。

　今度は朝比奈が感心する。

「へぇ、先生、意外に物知りじゃないか」

「いいから、で、それがどうしたんだ」

「今、輝く男」と銘打った企画で、インタビューとグラビアという構成記事だ。インタビューの部分はもうできており、グラビアはＴＶの仕事が終わってからという予定だったのだ。

「な、このアイなんとかって点滴、外してくれないかな？　で、すぐ帰ってくるから」

「それは無理だ」

　言いながら柴田はタブレットにまた目を落とす。

（貧血の進行はない……しかしＣＰＲが±と少し高い。微熱傾向もある）

　要するに身体のどこかにまだ炎症が残っているという証拠だ。多分、消化管だろうが……本来ならば安静を命じるべきなのだろう。

「俺、初めての単独特集記事なんだ。そりゃ、一週間ぐらいなら待たせられるかもしれないけど」

　朝比奈は真面目な声で柴田に頼み込む。

「俺、売れっ子みたいなこと先生に言ってたけど、この業界じゃまだまだなんだよ。うちの事務所だってそれほど大手じゃないし。いや、かえってここんとこ有名になってきてるからさ、悪目立ちしちゃって、バッシングされやすいって、森さん、この前俺に言ってたんだ。だから、みんなに迷惑かけたくないんだ」

　朝比奈の声音には誠実さがこもっている、と柴田は思う。

　ここが柴田のトロいところで、朝比奈が俳優だということに気づいていない。

　ま、半分は本当なのだが。

　アポイントを勝手にキャンセルしたり、入りに遅刻したりと森に迷惑をかけていることは事実だった。そして今回の仕事が重要なことも。

「わかった」

　暫くの沈黙ののち、柴田は決心する。

「外出許可を出そう。だがＩＶＨのルートは外せない」

「ええっ、こんな紐付きじゃ困るよ！」

　しかし柴田は力強く続ける。

「それは俺に任せろ。俺も一緒に行くから」

　朝比奈は目を丸くした。

「あんたがついてくるの？」

「そうだ、いいな」

　それは願ったりかなったりだと、朝比奈は首を縦に振りながら叫んだ。

「もちろんだよ！」

「それともう一つ」

「なに、なに？」

「俺の当直業務が明けるのは、明日の昼だから、出かけるのはそれからだ」








　翌日の昼過ぎ、柴田は朝比奈をナースステーションの隣の処置室へと連れて行った。介助のナースに、「ヘパリンロックの用意」と命じる。

「へぱりんろっく？」

「ＩＶＨのルートが塞まらないようにするんだ」

「ああ！」

　ナースから「塞まっちゃうと、大変なことになるのよ」と言われたことを思い出し、朝比奈は頷く。ヘパリンという血液の凝固を防ぐ薬剤を注入することによって、ルートの途中で閉塞することを防ぐのだ。

　柴田は処置を終えると、注意深くＩＶＨのルートを途中で取り外し、栓をする。そして短くなった管をループ状にしてぴったりと皮膚に押し付け、上から肌色の絆創膏で留めた。

「胸元を大きくはだけなければ、外からは見えないだろう」

「ほんとだ！」

　迎えに来た森マネージャーは、柴田が同行すると聞いて、驚愕した。しかも前日無理やり頼み込んで許可を取ったと知り、さらに仰天した。朝比奈は「もう許可は取れてる」と嘘をついていたのだった。

「同行していただかなくても結構です、私が責任を持って……」

「そーゆーことじゃなくて……」

　ＩＶＨのルートが凝固することを、柴田は案じていたのだ。たとえ凝固を防ぐヘパリンを入れていても、長時間そのままにしておけばどうなるか判らない。自分がついていれば、時折、ヘパリンをあらためて注入できるから、というのが本当の理由である。それを長々と説明しても素人には容易にわかってもらえそうにない。柴田も面倒になって、アタッシェケースに注射器やら消毒薬やらをしまいこみ「とにかく、一緒に行きます」とぶっきらぼうに宣言した。

（うーん、やはり変わり者という噂は本当だな）

　朝比奈を知らなかったことだけでも十分変わっていたが、いまどきＴＶを持っていないことも信じられなかった。見舞いに来るたびに、ナースの噂やら朝比奈の話やらで相当変人とは思っていたが……。森は首を捻りながらも、二人を自分のジャガーに押し込んだ。朝比奈が柴田を気に入っていると言うのにもたまげたが、

（この変わっているところが繁樹には新鮮に思えるのかもな）

　リヤシートにちんまりと座っている柴田と、やたら嬉しそうに話し掛ける朝比奈をバックミラーで確認する。

（考えてみれば……）

　芸能界という特殊な世界で思春期を送った朝比奈にはあまり他の世界の友人がいない。それは森にも心配だった。十四歳のとき、チーマーをしていたのに目をつけ、それ以来、ずっと面倒を見ているので兄の心境でいるのだ。

（真面目で仕事熱心なこの男が、友人になってくれたら……繁樹にはいいことだ）

　朝比奈の性的嗜好からすれば恋人にでもなってくれれば一番良いのだが、そこまでは望めないだろう。

（しかし、案外この医者も繁樹に気があるのでは？　普通仕事熱心といっても、勤務を離れてまでついてはこないだろう）

　柴田の口下手は新たな誤解の種になっているのだが、本人は一向気づくはずもない。

「仕事、どこなんだ？」と朝比奈に尋ねている。

「南青山のスタジオなんですよ。少し遠いですが、外苑で降りたほうがいいかもしれませんね」

　運転席から代わって森が答える。

「うん、高樹町だと、三宅坂で混むもんね、森さん」

　二人のやり取りを聞きながら、柴田は押し黙って車の窓から中央高速の流れていく景色を見ている。まるで気にしていないようだ。朝比奈はその有様を窺って、「うーむ」と心の中で唸った。

　邪まな考えがさっきから浮かんでいる。

　先日、ナースから仕入れた情報では、柴田にはステディな男の恋人がいる、とのことだった。

　しかし、あの新宿二丁目のバーに一人で来たということは……。

（恋人に不満がある証拠だもんな）

　ゲイのカップルの辞書には「貞操観念」という言葉がないと朝比奈は思っている。

（だって孕む心配がないんだからさ、女と違ってやりたい放題だもんな。別に俺と付き合ったってかまわないじゃないか）

　ちらりと隣の柴田を横目で見ると、細く高い鼻梁に尖った顎と、シャツの襟元を開けているので、いつもオペ着から覗かせている白い首筋が手の届くところに見える。憂いを含んだ切れ長の眼を時々瞬かせると長い睫毛が震えるのが分かった。薄い桜色の唇は今はきゅっと引き締められているが、自分の口付けを震えながら受け入れていたことが思い出され、朝比奈はムラムラとしてきた。

（仕事が終わったら……ちょっと誘ってみるか）

　記憶を頼りに青山のスタジオ近くにある口説きに都合よさそうな店を物色し始めた。








　スタジオは青山通りと六本木通りに挟まれた人気スポットにあった。渋谷にも赤坂・六本木にも近い便利の良い場所である。この辺りは大使館勤めや外資系商社マン向けの一戸当たりの占有面積が広い高級賃貸マンションが多い。スタジオの入っているビルもそういった高級マンションの隣だった。外観は打ちはなしのコンクリートで、一階はファッションブティックだ。スタジオのある二階は一部が吹き抜けのロフト風で、フローリングの床に壁面はやはり飾り気のないコンクリートだ。天井は高く、天窓を開ければ日光がたっぷりと取り入れられる仕組みになっている。

　広い部屋の一角にステージがあり、カメラの乗った三脚が沢山取り巻いている。

　天井のライトは今はオフになっているので、空調がよく効き、内部はひんやりとしていた。

　森は二人を送り届けると「終わったら携帯で呼びなさい」と朝比奈に告げる。すると朝比奈は「いいよ」と手を振った。

「俺、先生とハイヤーで帰るから」

　スタジオに入った途端、

「シゲちゃん、良かったー、あんまりやつれてないわね。入院したなんて言うから、心配しちゃったわぁ」

　甲高い声がかけられた。柴田が振り返ると、のっぺりした小顔のやせた男がぴょんぴょんと飛び跳ねるようにやってくる。黒いレザーのパンツに、上はフリルのついた絹のブラウスという妙ないでたちだ。髪はポニーテールにして、頭のてっぺんにたくし上げているので、ちょんまげを乗せているようだ。朝比奈の隣の柴田に気づき、「まぁシゲちゃん、付き人？　それとも新人？　綺麗な子じゃないの」と目を丸くする。

「花さん、違うよ、この人は俺の先生なんだ。センセ、こっちへどうぞ」

　朝比奈は柴田の肩に手をかけ、スタジオの衆目を集める中、導く。窓際にある応接セットのところまで連れて行き、「ここで待っててよ」と言った。

「……ん」

　自分の住んでいる世界とあまりに違うので、柴田はソファに腰をおろし、ぐるりと見回す。

「花村さんは俺のメークアップアーチストなんだ」

　花村と朝比奈が呼ぶ男は、ちょこちょこと二人に着いてきていたが、「さっ、早く！」と朝比奈を促す。

「スタイリストさんも待ってるんだからさぁ」

　花村は少し離れると、朝比奈に興味津々で「先生って、なんの先生？　お茶？　日舞？」と尋ねる。

　朝比奈は吹き出しそうになったが、

「ふふっ、内緒だよ」

「にしても綺麗ねぇ、スッピンであれだもの」

　花村が感心するので、嬉しくなった。続けてスタッフルームから迎えに出ていた大柄なショートカットの女性にも声をかける。

「ねえ、梅里さん、あの子、ものにならない？」

　カラフルな花が刺繍されたジーンズに水色のプルオーバーを着た女性は、ちらりと柴田に目をやった。

「駄目よ、タッパが足りないわ。それに顔が暗いし、モデルには向かないわ」

「ちぇーっ」

　自分の世界に引きずり込もうと企んでいる朝比奈である。梅里の厳しい評価に不満顔で睨んだ。

「綺麗なだけじゃ駄目なのよ、こーゆーとこは。オーラがいるの。あの子には全然ないもの。あの子、全身で目立ちたくないって言ってるわよ」

　さすがプロの目は柴田の性格まで一目で見抜いているのだった。








　ソファに取り残された形になった柴田は暫く辺りを興味深げに見回していたが、そのうち飽きてしまった。アタッシュケースから医学雑誌を取り出し、続きを読み始める。ふと、なにやらカシャッという金属音が近くで頻繁にすることに気づいた。

「え……」

　顔を上げると、「そのまま」と低い声がして、またカシャッという音がする。

　少し離れたところにジーンズのつなぎを着た中年の男が立っていて、胸元に箱型のコンタックスを構えているのだった。

「え？」

　男は続けてシャッターを切り、やっと柴田は写真を撮られているのだと理解する。

（変な奴）

　気にもとめずに手元の雑誌に視線を落とす。中年の男のほうが「驚いた！」と声を上げた。

「何の反応もない人はあんたが初めてだよ。普通、喜ぶか嫌がるかなのに」

　そう言われても目の前の男の正体を知らない柴田にはピンとこない。

「そうした方がいいんですか？」

「いや、そうじゃなくって……」

　理性的に考えれば喜ぶ理由はなく、ましてや嫌がる理由も柴田にはなかった。どうも男はここのスタッフらしい。ここでは自分の方が部外者なのだ。相手が撮りたければそれについて文句が言える立場にはない、と柴田は考えている。

（撮られたら困る有名人でもないし、好きにしろ）

　驚いている男の前で雑誌を読みつづける。

　男は首を傾げると近寄って柴田を見下ろした。雑誌を見て「あんた、何者？」と怪訝な声を出した。

「業界の人じゃないのか……それにしちゃあ、人は見かけに寄らぬもの、だな」

　しきりと首を捻る。

　面倒なので柴田は無視することにした。

　そのうち、朝比奈が撮影の準備を整えて現れた。ペパーミントブルーの絹のストライプシャツに、ストーンウォッシュのジーンズ、髪は洗い立てのようにばさばさにしている。シャツはバンドカラーで上まで留めているので、ＩＶＨのテープは見えず、柴田はほっとした。

　アシスタントが数人駆け寄り、観葉植物の鉢を運んでくる。粗織りのラグを下に敷いた。どうも休日のオフタイム、といった設定らしい。

　柴田が見ていると目の前にいた男がふいにコンタックスを首から外し、ステージへと向き直った。すると朝比奈が「本多さん、宜しくお願いします」とぺこりと頭を下げた。

（カメラマンだったのか）

　驚いた顔をする柴田に、本多は片目を瞑ってみせた。

「いい写真をありがとう」

　本多は幾つもの三脚の間を行き来し、シャッターを押す。再びスタイリストが現れて朝比奈を連れ去った。今度はトラッドな三つ揃いのスーツだ。色は濃いボルドーレッドでとても日本人には着こなせそうにないが、長身の朝比奈には不思議と合った。ワイシャツは黒で、スタイリストが真っ白な絹のマフラーを首に巻きつける。小道具にルイ十四世風の長椅子が持ち出された。

（へぇ……映画俳優みたいだ）

　病人としてベッドに寝ている朝比奈とはまるで違って見える。当たり前のことだが柴田は感歎した。

（やっぱ、プロなんだな）

　撮影のためライトは点けられ、さらに反射板でステージに光が集められている。その中で一段と朝比奈は輝いていた。しばらく感心して眺めていたが、ふと時計に目をやる。

　もうずいぶん時間が経っている……。

（あいつ、二時間ぐらいで終るって言ってたけど……）

　先ほどから朝比奈がバンドカラーの襟元を緩める仕草を時々することに気づいていた。決心してソファを立つと、ステージへと歩き出す。

「あの、ちょっと休憩させてください」

「いいよ、その調子！」などの興奮した声が飛び交っているその場の雰囲気に全くに合わぬ低い声が響き、皆が一斉に振り向いた。反射板を高く掲げていたアシスタントが、目を剥いた。

「あんた、誰だよ。邪魔するなよ！」

「ちょっと待った」

　本多は近づいてきた柴田の顔をじっと見る。「あんた、何者なの？」と興味深げに尋ねた。

　朝比奈がステージから飛び降りる。

「センセ、俺はだいじょうぶだって、本多先生は一流カメラマンで忙しい人なんだからさ」

　ふいに柴田は手を差し伸べて朝比奈の額を触った。

「汗がひどい。水分の補給が必要だ。それからＩＶＨも心配なんだ。どうしても休みを取る必要がある」

　きっぱり言うと本多を振り返り、柴田は初めて「俺、医者です」と名乗った。

「本当はまだ外出は無理だと思ったんだけど、俺が付き添うことで許可したんです」

　本多は目を丸くして今度は朝比奈を見た。

「繁樹、最初から言ってくれよ、無理させてたのか！　別の日にしても良かったんだぜ？」

「いや、そんなんじゃなくて」

　朝比奈は弱々しい声になった。

「本多さんは忙しいから……」　

　本多はパンパンと手を叩くと、スタッフに「俺たちも休憩にしよう」と声をかけた。皆、バタバタと散り始める。

「ポカリかなんか、ください」

　柴田はスタッフの一人に頼むと、朝比奈をソファに座らせる。そして素早くマオカラーの襟元をくつろげた。続いてアタッシュケースから手袋を取り出し、嵌めると、ＩＶＨのテープを剥がし始めた。みんなの驚きの視線の中で、カテーテルの挿入部を消毒し、注射器からヘパリン入りの生理食塩水を少量、注入した。

（よし、抵抗はない。凝固コアグってないな）

　ルートの凝固が実は一番心配だったのだ。柴田は安堵の溜息をつくと、再びテープでぴったりと留めた。

「良かった、大丈夫だ」

　にっこりと笑う。もちろん個人的な理由で朝比奈に笑いかけたのではないのだが、朝比奈の方はうっとりとした。

（いいなー、こーゆーのって……）

　柴田はお抱えの医師みたいだ……こうやっていつも傍にいて「大丈夫だ」と笑いかけてもらえたら……。

（うーん、天国だぜ）








　撮影が無事に終わると朝比奈はハイヤーを頼んだ。そして柴田に「な、ちょっと息抜きして行こうよ」と誘いをかける。

「駄目だ、まだ君は食事は無論、飲酒も禁忌なんだから」

「いいじゃないか、な？」

　親しげに朝比奈が肩を抱こうとすると、柴田はアタッシェケースを持って真面目な声で「病院へ帰る」と宣言する。

「ちぇーッ、お堅いの……」

　でもそれが自分にとっては新鮮に見えるのだ。黒塗りのディアマンテの後部座席に乗り込むと、運転席との間仕切りのガラスを閉め、朝比奈は切り出した。

「なぁ、先生の恋人ってどんな人？」

　途端に柴田は耳まで赤くなる。

（このうぶなところもまたいいんだよな）

　朝比奈はクスクス笑いながら突っ込んでみた。

「あのさ、あそこのバーに来てたってことはさ、あんまり今の恋人に満足してないってことじゃないの？」

「違う」

　柴田は決然と首を振る。

「じゃあなんで、あそこにいたのさ？」

「う……ちょっとケンカしたんだ」

　適当に受け流すすべを知らないので、柴田は馬鹿正直に答えた。

「ふーん……ケンカしたのか？　うまくいってないってこと？」

「違う」と硬い声で否定する柴田に朝比奈はにじり寄った。

「ホントはうまくいってないんだろ？　だから誰かに慰めてもらいたくて、あそこへ行ったんじゃないのか？」

「違うんだ。俺が誤解してただけなんだ、俺が悪かったんだ」

　柴田は真面目に応じる。

「俺、あいつが浮気してるんじゃって誤解したから……」

「誤解？　ホントに誤解だけかい？　男なんてみんな浮気ぐらいしてるよ？」

　ちょっと意地悪な朝比奈の言葉に、柴田はううんと首を振った。

「他の奴にもそう言われたけど、あいつは違う。俺、信じてるから」

　今どきバージンだってこんなことは言わない。朝比奈は呆れて柴田の顔を窺った。

「なに寝ぼけたこと言ってんの、先生。あんた世間知らずだねー、男同士で貞操観念なんてあるわけないじゃん、俺の知ってるカップルなんて両方とも色んな奴とやりまくってるぜ？」

　嘲りの色が含まれているのも感じずに柴田は朝比奈を振り仰ぎ、きょとんとした。

「そんなことない。だって愛し合ってたら、絶対、相手にいやなこと、したくない。当たり前だろ？　俺、あいつが浮気したらいやだ。あいつも俺に対してそう思ってる。だから俺たち、そんなことしない」

　片言のような単純な言葉は本心からのものと分かり、朝比奈は嘲りでもない哀れみでもない、何やら不思議なものを感じた。

（こいつって……まだサンタを信じてるんじゃ……）

　絶句していると、柴田は熱意をこめて続ける。

「君だって絶対、本当に愛し合う人ができれば、絶対、絶対そうなると思う」

「この俺が？　んな訳、ねーよ」

　笑ってやろうと朝比奈は思ったが、笑い声は喉に張り付いて出てこなかった。柴田はにっこりとあの朝比奈の心を捉えた笑みを浮かべる。

「ううん、ぜったい、いつか、君もそーいう相手と出会うよ！　そうすれば判る！」







　柴田がマンションに帰ったのは夕方六時近くだった。

「ただいまー」

　声をかけてリビングに入ると、江森がソファで膝のノートパソコンから顔を上げた。

「五月、夕飯はどこ、行く？」

　アタッシェケースを置いて傍へ行くと、江森はパソコンをロウテーブルに乗せ、柴田を見上げる。

「浩司さん、緊急オペかなんかあったの？　随分遅かったね。もう買い物行く時間ないね？」

「あ……」

　柴田は頭に手をやった。

「俺、忘れてた……いけね！」

　そう言えば夏休みにテニスをしようと、テニスウェアを買いに行く約束をしていたのだ。

「ごめん、五月」

　ぺこりと頭を下げる柴田を江森は「いいんだよ、忙しかったんでしょ？」といなす。

「そうじゃないんだ……実は」

　恋人に嘘はつけない。柴田は午後朝比奈に付き合って外出したことを打ち明けてしまった。

「ええっ、なんであいつと！」

　さすがに江森は眼を吊り上げる。

「ごめん……だって、仕事だって言うから」

　済んでしまったことは仕方がないが、江森は複雑な気持ちで胸が一杯になった。

「なんか浩司さん、あいつにやたら親切じゃない？」

「んなこと、ねーよ」

　柴田は否定した後、ちょっと考えてみる。確かに朝比奈に親近感を感じていることは事実だ……病院の外で知り合ったせいかも知れない。それとも……。

「うーん、ホモだからかな？」

「ええーッ」

　今度こそ江森は心配になってきた。

「それっ、どういうことだよ、浩司さん！」

「だってほら、俺もホモだろ？　だからさ、安心なんだ」

　柴田の思考回路はいつものように全く意味が通らず、質疑応答を繰り返した挙句、ようやく江森は理解した。要するに、自分がホモであることを朝比奈の前では秘密にしなくていいので、気が楽ということらしい。

　江森に出会うまで許されない性的嗜好だと一人で悩んできた柴田のことだ、解らないでもないが。それにしても全く的外れな考えに江森は開いた口が塞がらない。

「それって逆じゃないの？　あいつは浩司さんのこと、襲っちゃうかも知れないんだよ？　ホモじゃない男より危険じゃないか！」

　柴田は屈託なく、ううんと首を振る。

「んなこと、ねーって。俺には恋人がいて、そいつだけが好きだって言ったもの」

　自信に満ちた顔に、江森はやれやれと思った。

（浩司さんのこーいうとこが可愛いんだけど……ホントに困った人だよな）

　男ならそんなことで狙った獲物を諦める筈もないのに……。

（ま、いいや）

　江森は柴田の手を?んで、自分の膝の上に抱き取ると、ぎゅっと抱き締めた。

「五月……ごめんな、約束忘れて」

　柴田はゴロゴロと喉を鳴らす猫のように、江森の胸に顔を押し付ける。

（ホント、この人って……）

　髪を撫でながら「早めにゴハン食べて、それから今日はうんとエッチしようね？」と囁いた。








　朝比奈の存在が気にかかっていることもあり、その夜、江森は結構ねちっこいセックスをしてしまった。まずベッドに入ると「灯り、点けてやりたいな」と宣言する。

　明るいところでの行為を柴田はひどく恥ずかしがるのだが、今夜はどうしても譲れない。

「ね、いいでしょ、久しぶりだしィ」

　柴田はちょっと困った顔になったが、諦めてコクンと頷く。

「で、でも、あんまし、あそこがどーとか、こー見えるとか言うのは、なしだぞ？」

　灯りがついている時は、自分が眼を瞑ればいいのだとやっと最近学んだ柴田である。眼を瞑っていれば、暗闇と変わらないのであまり恥ずかしくない。江森が色々いやらしいことを言わなければ、だが。

「言わないよ！」

「そんならいい」

　柴田はホッとして自分からパジャマを脱ぎ、眼を閉じた。

（トロいよな、浩司さんって……）

　眼下に横たわる姿態を鑑賞しながら、江森は覆い被さると指で愛撫を始める。うなだれていたモノがすぐに力を持ち、震え始めた。

「あ……もッ……」

　柴田は眼を瞑ったまま、しどけなく手足を投げ出し、身体をくねらせる。その様が官能的で、江森は自分もすぐに放ちたくなった。だが今夜はゆっくりやるつもりでいるのだ。ぐっと堪えて、柴田を眺め回す。ふと『浩司さん、そのへんのモデルとかより綺麗だな』と思った。

（朝比奈なんかよりずっと綺麗だし色っぽいよ）

　特にベッドの中では。

　昼間、写真スタジオについていったという話を思い出す。

（写真かー）

　今まで考えつかなかった。

（この姿、写真に撮りたいなー。そうだ、色々ないやらしーカッコの奴！）　

　江森は自分の思いつきに嬉しくなった。

　柴田のモノに指を絡めながら「ね、浩司さん、デジカメ、買おうか？」と囁く。

「僕、カメラ付き携帯は持ってるけど、デジカメはまだだったもの」

「デジカメ？」

　唐突に言われ、柴田は目を開く。するとウキウキとした江森の顔が前にあった。

「お前……何か変なこと、考えてねーか？」

「ち、違うよぉ、ほらさ、夏休みに旅行、行く時に持ってこうかなって」

　急いで江森は指の動きを早める。

「あ……ッ、あッ、それッ」

　柴田はまた眼を閉じ、背を反らせた。

「五月ッ、も、入れて……俺、出ちゃうッ」

「イッカイメは指でイッてよ、ね？」

　江森はかまわず濡れて光った小さな頭を指で擦る。そしてもう片方の手で根元から激しく扱いた。窪みから蜜が溢れる。

「浩司さん、もう手がベトベトだよ」

「バ、バカッ」

　羞恥でイヤイヤと柴田は首を振る。

「浩司さん、下も首、振ってるよォ」

　江森が囁いた瞬間、

「あッ、五月ッ、イクッ」

　放つ瞬間の表情を、江森はうっとりと見詰める。

「サイコー、浩司さん、何度見てもいいよ……」

　涙をうっすらと目尻に滲ませ、柴田は江森を見上げる。

「もう……やらしいこと、言わないっていったのに……」

「ごめん、ごめん」

　謝る江森に柴田は手を差し伸べる。

「五月……入れて」

　ところが江森は「まだ、駄目」と宣言した。今夜の江森はちょっと意地悪モードになっている。二度目は舌と指で時間をかけて全身を責めた。散々焦らすと、疲れ果ててものも言えない柴田の中に、やっと江森は入ることにした。入った後は、思うままに柴田を揺さぶり、突き上げ、翻弄する。

（もっともっと、自分のものにしたい！）

　柴田が「お前だけ」と言っても、どれだけ江森が深く入って思う通りに身体を抱いても……どうしても不安の種が残る。柴田がもはや自分だけを愛してくれることに何の疑いもないが、

（ヤられちゃうってことがあるかも知れない！）

　これだけトロイ柴田だもの！

　たっぷりと中に吐き出し、少し熱が引くと、江森は繋がったまま柴田を腕に抱き、キスの雨を降らせた。

「すっごく良かったよ、浩司さん」

「もう……俺、クタクタだよ……」

　それでも久しぶりの充実感で、柴田も嬉しそうにキスに応えた。

「あーあ、僕、いっつも浩司さんといられたらなー。こんな心配、しなくて済むのになー」

　江森は溜息をつきながら、情熱の余韻を味わおうとゆっくり腰を動かす。

「なんでだ？　いっつも一緒じゃないか？」

　柴田は不思議そうな顔をする。

「だって、朝比奈の奴は病院で浩司さんと一緒だもん。僕も病気になりたいよォ」

「アホか、お前は！」

　すると江森は小さくなった柴田のモノに手を伸ばし、ギュッと握った。

「もうっ、ここ、誰にも触らせないでよ！」

「バ、バカッ」

　握ったまま江森は身体を入れ替え、腹の上に柴田を乗せてやった。

　柴田は温かい胸に顔をつけ、気持ちよさそうに眼を閉じる。

「ねぇ、朝比奈ってストレス性潰瘍なんでしょ？　僕も潰瘍になりたいなぁ……でも僕ってノーテンキだから、なれないだろうなー。繊細な人が羨ましいよぉ」

　江森のしょげた声に、柴田はプッと吹き出した。

「そりゃ、潰瘍の原因の一つにストレスってあるけど、それだけじゃないんだぞ？　ヘリコバクター・ピロリ菌だって、原因の一つだ」

「うん、知ってるけどさぁ」

　ヘリコバクター・ピロリ菌とは、強酸性の胃の中に住みつく細菌だ。捩れた形から「ヘリコ（らせん）」の名がついている。最近は潰瘍を起こす原因の一つに、この菌が産出する物質があげられている。

「あのな、繊細さとストレス潰瘍はかんけーねーよ。繊細でも粘膜が丈夫なら、潰瘍にはならないんだ」

　柴田は笑いながら江森の気持ちを引き立ててやる。

「ストレスねずみってさ、遺伝子をいじって粘膜を弱くした実験動物がいるんだぜ？　ねずみだって、一晩でストレス潰瘍になるんだからさ、粘膜の問題だ」

「そっかー！」

　単純な江森は、すぐさま元気を取り戻す。

「じゃー別に、僕が鈍感でニブイから潰瘍にならない、ってことじゃないんだね？」

「まっ……まーな」

　江森がちょっとニブイというのは本当のような気がすると柴田は思ったが、敢えて口に出すのは控える。

「お前の粘膜は丈夫だってことだ」

「そうだね！　そういや、そうだよね！」

　江森はくすりと笑う。

「だってさぁ……浩司さんも繊細だけど、粘膜、丈夫だよね？」

　腹の上の柴田を、ゆっくりと揺すり始める。

「浩司さんのココ、僕の太いのでうんと擦っても、平気だもん。すっごく感じやすくって、だけど丈夫だね？」

　次第に内部のモノが太くなるのを感じ、柴田は喘ぐ。

「もっと擦ってもいいでしょ？　ほら、もう感じてきてるよ？」

　江森は握っている柴田のモノがピクピクと反応し始めたので嬉しくなった。

「もう一回、イケそうじゃないの！　浩司さん強くなったねぇ！」

「も、もうっ」

　顔を赤らめながらも柴田は同意の徴に、あそこを締め付け、応える。

「五月……」

「浩司さん、愛してるよ……」







　翌日の午後、江森は病院の屋上へ向った。小児病棟に入院している子供達が散歩に出る時間なのだ。小児病棟は関係者以外立ち入り禁止のため、子供たちと関われる貴重な時間で、子供好きな江森はいつも楽しみにしている。だが今日はちょっとブルーな気持ちを抱えながらエレベーターに乗った江森だった。

　日差しが暑いため、江森が屋上へ出てみると、子供達は塔屋の日陰で遊んでいた。付き添っているのは病棟主任の国谷くにたにだ。忙しい主任クラスが付き添うことは稀なのだが、優しい国谷は時間を見つけては子供たちと一緒に過ごしていた。

「あっ、エモリおじちゃーん」

　江森は駆け寄ってきた子供二人を一度に抱き上げる。それから手を繋いで他の子達へと近づいていった。

「はい、お土産だよ」

　今日持ってきたのは、ケロッピの絵がついているうちわだ。もちろん、製薬会社の宣伝が入っているおまけだが、柄のところにセンサーがついていて、江森が子供達を扇いでやると手の温度に反応し、「ケロケロケロ……」という可愛いカエルの声がした。

「わーっ、面白ーい」

「扇いでごらん？」

　子供達は順番に扇ぎっこをし始めた。

「いつもおもちゃをありがとう、江森さん」

　言いながら国谷が江森の顔を見ると、心なしか元気がない。

「いいえ……」

　江森は無理やり笑ってみせる。

「なんか……おなかの調子が悪くて……」

　痛いというのではないのだが、なんとなく食欲がない。そのためのブルーだった。

「まあ、鬼の霍乱かしら？　江森さんが病気になるなんて、あり得ないって感じ」

　国谷の感想に、江森はすっかりしょげた顔になった。

「僕って病気、似合いません？　ちょっとは入院とかしてみたいなぁ」

　小学校の頃は扁桃腺を腫らしてちょくちょく入院していたが、中学生になってからは医者にはご無沙汰だ。恋人は医者なのに……。

　そう思った時いきなり「恋人は医者なのにね」と言われ、江森はあたふたしてしまった。

　国谷はもちろん柴田ファンクラブの会員であった。江森の慌てぶりに楽しそうに笑い出す。

　聞いていた子供が「エモリおじちゃん、入院すんならボクのとなりのベッドに来てね！」と飛びついてきた。

「あのね、ケン君、僕は大人だから、たとえ入院してもケン君の隣には入れないんだよ？」

「やだ、やだ！」

　困り顔の江森に、少し年かさの少年が大人びた口調で言って聞かせる。

「あのな、小児病棟って、中学までしか入れないんだぜ？　病院の決まりなんだよ」

　しかしケンという少年は納得しない。

「やだ！　隣がいい！　コイビトのオイシャさんに頼んで、隣にしてもらえばいいじゃん」

「わっ」

　江森はますますあたふたする。

（子供ってよく聞いてるんだな……）

　国谷は少し心配そうに目の前の若者を見詰める。どちらかというと江森ファンの国谷は、自分の弟よりさらに年下のこの気立ての良い青年を姉の気持ちで応援していた。

「江森さん、この子達の前で病気になりたいなんて言っちゃ、駄目よ？」

　静かにたしなめる。

「この子達は病気になりたくてなってるんじゃないんですから」

「すみません、国谷主任」

　あっと気づいて、江森は素直に頭を下げた。

　自分だって、小学校の頃は入院なんて大嫌いだったっけ。

「それにね、江森さん、あなたが元気だから柴田先生は安心して仕事ができるのよ？」

　江森は神妙な表情になった。

（国谷さんの言う通りだ。これで僕が病気がちだったら……浩司さんは心配性だもんな）

　ちょっとのことぐらいは我慢しなくちゃいけない。

（おなかがちょっと痛いくらいで、心配させらんないよ！　我慢しようっと！）

　単純な江森が出した結論は、このあと大変な事件に発展するのだった。


４





　朝六時に柴田が目覚し時計を止めて、もう一度胸の中にもぐりこんできたので、江森は眼を見張った。

「浩司さん、火曜日はカンファランスがあるから早いんじゃないの？」

「今日は教授が出張で中止なんだ」

　柴田は江森の胸に顔を埋める。

「でさ、検査が入ってるんだけど、十時からだから……ちょびっと時間がある」

「それって、お誘い？」

　江森は笑いながら腰を抱き寄せた。するとイヤイヤと首を振らないので、

「じゃっ、いっただっきまーす！」

　江森は柴田のパジャマのズボンを下ろし、ビキニのショーツの中に手を入れた。谷間を伝い、すぐに秘部を探り当てる。きゅっと締まった蕾の真中に人差し指を捻じ込んだ。

「あ……ッ、ウウッ」

　柴田は小さな悲鳴を上げ、ビクンと顔を反らせる。眉をひそめ、瞼をぎゅっと閉じて苦しそうだ。「入れて」と腰を振ってねだる時もいいが、こうやってまるで初めてのように緊張しているところも可愛くてたまらない……江森は柴田を見詰めながら指を進めていく。

「う、ううッ……」

「もっと痛そうな顔、してよ。すごく萌えちゃうからさあ」

「バ、バカッ」

　やがて開けたところに指が到達すると、そこは昨夜江森が注ぎ込んだものでしっとりと濡れている。掻き回しているとぬらぬらと奥から滲み出て、湿った音を立てる。

「浩司さん……ここ、僕のがいっぱい入ってる」

　江森はわざと囁いた。

「ほら、グチュグチュ、いってるよ？」

「やだっ、言うなッ」

　柴田は江森のパジャマにしがみつく。後ろの蕾がきゅっと締まり、

（カワイー、浩司さんの……）

　空いている手で前も探った。

「浩司さん、うわ、こっちもビショビショ」

　煽るように囁いた瞬間、江森の襟を?んでいる手に力がこもった。

「あ、ああッ」

　イくサインと踏んで、江森は後ろの指をグイと奥深くまで入れる。案の定、小さな叫びとともに、前の手がぐっしょりと濡れた。

「う……ッ、もう出ちゃった……ごめん……どーしてこう早いんだろ、俺って……」

　恥ずかしがる柴田を江森はギュッと抱き締めた。

「朝だもん、時間ないから、ちょうどいいよ？」

「そっか……そーだな……」

　江森は笑いながら柴田を自分の腹に抱え上げた。

「じゃあ、上になってよ」

「……ん」

　おとなしく柴田が江森の腰に跨った途端、江森は「イテッ」と顔をしかめた。

「どうしたんだ、五月！」

　柴田は真面目な顔つきになってすぐ腰から降りる。

「なんでもないよ、ちょっとおなかがちくっとしたんだ」

「ええッ」

　柴田は顔色を変えると、江森の横に膝をつき、パジャマをはだけて腹部を探る。

「ここか？」

「ううん」

「じゃ、ここは？」

　右のわき腹をゆっくり触った。

「うーん、もうあんまり痛くないや」

　江森は自分の腹を眺める。チクチクとした痛みはさほど強くなく、細い指が自分の腹の上を這い回るのを見ていると、我慢ができなくなった。飛び起きると柴田の手首を?んでシーツに引き倒す。

「バ、バカッ、診察中だ！」

「浩司さん、もうおなかは痛くないよ！　それより、アソコがパンパンで痛いくらいなんだ！」

　柴田の下着を毟り取り、腰を抱えて体勢を作った。お医者さんごっこがこんなに興奮するとは思わなかった……。

（今度は絶対、白衣着てやってもらおうっと！）

　思いながら江森は自分の熱いモノを後ろに押し当て、ぐいと突き入れた。

「ここの痛いの、治して、浩司さん！」

「あああああッ」

　達すると江森はすっきりして身体を離した。

「うーん、よかった、サイコー、この次は白衣着てやってね？」

「まったくもう……」

　しかし元気一杯の江森を見て、柴田はちょっと安心する。

（頑丈な五月が痛いなんて言うことは……）

　よっぽどなんじゃないかと心配しているのだった。








　薄暗い内視鏡検査室の中で、柴田は集中してモニター画面に見入っていた。胃角部に存在していた潰瘍の周囲はまだ発赤しているが、粘膜の腫脹はもう認められない。治癒期に入りかけていると診断してよさそうだ。ただ心配なのは、幾つかの潰瘍瘢痕が見られることだった。

　これまでも何度か腹が痛くなったと朝比奈は言っていた……。当人が知らない間に再発と治癒を繰り返していたのだろう。

（今度の機会に徹底的に治療しないと……）

　瘢痕の周辺に皺の集中している部分がモニターに映り、柴田はそこを生検することにした。

　あと数箇所の生検を済ませると、検査は終了だ。ファイバーを引き抜きながら柴田は「今日から経口の食事を開始する」と告げる。

「ほんとかよ？　俺、まずアツアツのラーメンが食いたいな」

　柴田は呆れてベッドの朝比奈を見下ろした。

「そんなの、ずっと後からだ。まず潰瘍食って、治療食から始めるんだから」

「ちぇーッ」

「でも」とにっこり柴田は笑いかける。

「そうすればＩＶＨももうじき抜去できる。外出も楽になるぞ」

「やったね！」

　つきそいのナースと三人で検査室を出、ロビーを横切ってエレベーターの前まで来た時、柴田の足がぴたりと止まった。

（五月！）

　ロビーの端っこを周囲より頭一つ高い男が歩いている。少し浮かない表情の江森であった。

「先、行っててくれ」

　柴田は脱兎のごとく走り出す。朝比奈は唖然として見守った。

「なんだよ、いきなり！」

　柴田は江森の背後から近づき、腕を捕らえる。もう周囲の目はかまっていられなかった。

「五月！」

「浩司さん？」

　江森は仰天して肩越しに柴田を見下ろす。病院で柴田の方から話し掛けるなんてことは、今までに何回もないのだ。

「どうしたの、浩司さん？」

「これッ」

　柴田は白衣のポケットから薬袋をつかみ出すと、江森の手に押し付けた。

「お前、腹、痛いって言ってたろ？　これ、飲め！　俺、自分のカルテで出しといたから」

　確かに薬袋には柴田の名が書いてある。

「お前、忙しいから診察受けられないと思って。でもちゃんと薬、飲まないとダメだ。俺、心配だから、朝、作っといてもらったんだ。良かった、早く会えて！」

「浩司さん……」

　見上げる柴田の切れ長の眼は真剣で、江森がぐっと胸が詰まった。

「ごめんね、浩司さん、心配かけて……」

　それなのに自分ときたら、朝比奈みたいに病気になりたい、なんて。

　にっこりと安心させるように笑い、薬袋を背広の内ポケットに入れる。

「大丈夫、僕、ちゃんと飲むよ」

「……ん」

　少し離れたところでその光景を見守っていた朝比奈はピンときた。

（あいつが……柴田先生の恋人に違いない！）

　あのシャイな男がなりふりかまわず走っていって、薬を渡すなんて！　あまつさえ、自分から腕を取るなんて！　見交わす二人の眼には誰が見てもピンクのハートマークが映ってるじゃないか！

　むかつきながら朝比奈は相手の男をじっくりと観察する。明るい癖毛にがっしりとした体躯の男で、自分とさほど年は変わらないだろう。太い眉に大きな眼はとっても優しそうで、確かに二枚目だ。

（でも俺の方が絶対ハンサムだ！）

　朝比奈が闘志を掻き立てているとも知らず、江森はポケットに入れた薬袋を確かめるように背広の上から胸を叩いた。なんだか身体が温かくなったようだ。ニコニコしながら、小走りに戻っていく柴田を見送る。見ていると柴田はエレベーターの前に立っているパジャマにガウンを羽織った背の高い男の元へと行く。男は肩までの茶髪で、見たことのある顔だ。それもその筈、実物では初めてだが、ＴＶの中で何度もお目にかかっている。

（朝比奈繁樹だ！）

　入院中の患者とはいえ、本物は連ドラの中の役よりずっと野性的で男臭い。

（うわーッ、ピューマの前のバンビだよ、浩司さんは！）

　江森が睨みつけていると、朝比奈はふいにこちらを見てにやりと笑った。

（あ……ッ）

　お互いの視線がかち合い、バチバチと火花を散らす。男の本能でこれはもうライバルと認識したのだ。

　朝比奈はわざとらしく柴田の肩に手をかける。そして江森にウィンクしてみせた。

（あの野郎ッ、浩司さんに触るな！）

　江森が走り出す前に、エレベーターの扉が開いて二人は中に吸い込まれた。

（くっそーッ）

　取り残された江森は呆然と立ち尽くす。

　ふいに朝方のエッチが思い出された。

（朝比奈の奴は毎日、ああやって浩司さんにおなか、触ってもらってんだ！）

　もし自分だったら……柴田が聴診器ステトを首から下げた白衣姿でベッド脇へ来て、あの綺麗な指で下腹を触ったら……。

（その場でゴーカンしちゃうよ！）

　ベッドに寝た朝比奈が赤頭巾ちゃんを待つオオカミのように涎を垂らし、「ソコがカタくて大きいのはね、お前のアソコに入れるためだよ？」と舌なめずりをしているシーンが頭に浮かんだ。

（ちっくしょーッ、僕も入院したい！）

　先程の反省はすっかりどこかへ行ってしまっていた。








　昼過ぎになっても江森は食欲が沸かなかった。なんとなく下腹がつっぱるようだ。

（おかしいなー、今朝、浩司さんの中にイッパイ出したのに……）

　食事をとる元気はなかったが、

（薬、飲まなくちゃ！　わざわざ浩司さんが心配してくれたんだもの）

　自販機でジュースを買い、それで流し込もうと、ロビーの隅の売店へと足を運ぶ。

　すると自販機の前で半袖の白衣から毛むくじゃらの腕を出したスポーツ刈りの大男が、「暑くってたまんねーよ」とぼやきながらジュースを買っていた。

「芝元先生！」

　放射線科医の芝元一郎だ。柴田の同期で、実は柴田に片恋していたという曰く付きの人物である。江森と柴田を引き離そうと画策したこともあるのだが、今はそれなりに江森の存在を認めている。もっとも隙あらばいただこうという邪心は捨てていないが。

　芝元は江森の声に振り向いて「おう、江森君じゃねーの」と手を上げた。

「ジュース、飲むのか？」

「はい」

「じゃあ、俺がおごってやるよ」

　気前の良いところをみせとかないとな、と芝元は小銭をズボンのポケットから出す。

「いいですよ」

「いいからって！　それより柴田にはちゃんと報告しろよ、俺に奢ってもらったって」

　やれやれと思いながら、江森はジュースを受け取った。困った奴ではあるのだが、この大らかさは憎めない。

　江森が溜息をつきながらジュースに口をつけるのを見て、芝元はおやと思った。

「なんだよ、やけに浮かない顔してんじゃねーか。どうした？　柴田と喧嘩でもしたか？」

　つい最近「男はみんな浮気するもの」などとタワケたことを柴田に吹き込んだくせに、と呆れて江森は芝元を睨んだ。考えてみれば、そのお陰で柴田は新宿二丁目に出かけ、朝比奈に出会ったのだから。

「先生が原因ですよ！」

　ムスッとした江森に、芝元はどんぐりまなこをグルグル回す。

「んな、俺は江森君、いつだって君の味方だよ？」

「ええッ」

「当ったり前じゃないか、柴田を預けてるんだからさ」

　芝元は嬉しそうに付け足す。

「要するに、順番ってことだ、お前の次は俺だからな」

「順番ってどういうことです？」

「つまりさ、お前以外の奴を俺は許さねーってことよ」

　芝元は江森の疑いの顔を無視して自信たっぷりに続ける。

「お前だって、柴田を他の奴から守りたいだろ？　俺だってそうさ」

「ん……まあ」

　妙な連帯感だが江森は確かにと頷いた。

「僕もあの人が心配なんですよォ。無防備ってゆーか……毎日よく無事で帰ってこれるなって思ってるんです」

「だよなー、あいつ、最近妙に色っぺーからな。俺なんか、あいつがオペ着一丁で歩いてるとムラムラきちまうぜ」

　こいつが一番危ないかも、と江森は芝元を睨む。芝元は一向気にせず「患者にもあいつを狙ってる奴、いるんじゃないかな？」と付け足す。

「そうなんですよ！　実は……」

　今まで不安を押し殺していたこともあって、江森はどっと話し出した。

「なんだって、朝比奈繁樹、俺も知ってるぜ！」

　芝元は歯噛みする。

「んな、芸能人のチャランポランに柴田は絶対渡さねー！　俺も協力して柴田を魔の手から守ってやるよ！」

「お願いします！」

　江森は右手を差し出す。芝元は「おうよ」とがっしりとした手で受け止め、ブンブンと上下に振った。ふいに「イテテテ」と江森が顔を顰める。

「え、痛かったか？　悪い、悪い」

　そんな力を込めたつもりはないのにと芝元は手を放す。すると江森は両腕で腹を抱えてしゃがみこんだ。

「ち、違います……おなかが……」

　下腹部のちくちくした痛みが急に増し、まっすぐに立っていられない。

「そりゃ大変だ、急患室へ行こう」

　芝元は江森に肩を貸して歩き出す。その有様を放射線科外来の前で見ていたナースの栗原はたまげてしまった。

「エモちゃんが大変だわっ」







　芝元は江森を急患室にかつぎこむと、ナースに「ハライタだそうだ」と告げる。

「まず内科の先生に診てもらった方がいいかしらね、あっと、その前にカルテを作んなくちゃ」

　芝元が「俺が作ってきてやるよ」と江森の寝ている処置ベッドに近づいた時、風を捲いて飛び込んできた白衣姿があった。

「芝元ッ、江森に何をしたッ」

「え？」

　芝元が振り向いた途端、強烈なジャンピングパンチが顎に叩き込まれた。

「うわッ」

　床にへたり込んだ芝元に、柴田はなおも飛びかかろうとする。

「違うんだ、浩司さん！」

　すんでのところで江森は柴田の襟首を摑み上げ、事なきを得た。まあ、既に一発入ってしまってはいたが。

「あのね、僕、おなかが痛くなっちゃって、芝元先生に連れてきてもらったんだよ」

「え、そーなのか？」

　遠くで見ていた栗原は、江森が芝元に暴力をふるわれて倒れたと思い違いしたのである。当然、伝言ゲームのように柴田に伝わった時は、江森が芝元にこてんぱんに殴られ、急患室にかつぎこまれた、となっていた。

「ひでーな、もう」

　顎をさすりながら芝元は立ち上がる。

「ご、ごめん、芝元……俺、ごめんな」

「ま、いいってことよ、俺には前科があるもんな」

　鷹揚に芝元はカラカラと笑い、「じゃ、カルテ作ってくるぜ」と急患室を出て行った。

　柴田は心配そうに江森に近寄る。

「腹、痛いって……見せてみろ」

「うん」

　先程から右の下腹の痛みは強くなっていて、むかむかと吐き気も出ていた。さすがに柴田に腹を探られても勃つ元気がなく「僕、ホントに病気だー」と江森は眼を丸くした。

「浩司さんに触られて勃たたないなんて、初めてだもん！　重症だよォ、きっと」

　少し呆れながらも柴田は江森の腹を診察する。

「ここ、痛いか？」

「うん……イテテ」

　右の下腹を圧迫した途端、江森は顔を顰める。

「マックバーネー点だ、こりゃ、アッペだ」

「ええッ」

　江森の待ち望んでいた入院ではあったが、現実となると急に不安が沸き起こった。

「ぼ、僕、手術されるの？　やだなあー」

　柴田はきりっとした表情で江森を見詰める。

「俺、お前の主治医にしてもらう。で、俺が手術するから、絶対大丈夫だ！」

（うわーッ、かっこいいー、浩司さん……）

　プロフェッショナルな態度に江森はほれぼれとしてベッドから柴田を見上げた。

（浩司さんになら……僕、命、預けられるよ！）

「お前んちには、俺が連絡しようか？　誰かにきてもらうか？」

　柴田は尋ねる。

「ううん、アッペぐらい、そんなに長く入院しないんでしょ？　浩司さんが主治医だから安心って、僕、自分で電話するよ」

　ちょっと安堵の溜息を柴田は漏らす。江森の家族にはまだ二人の仲は知られていない。打ち明ける決心がついていなかった。

（だって、五月は大事な長男だもの）

　自分は次男だし、両親に捨てられたようなものだからいいが、大事な跡取息子が男にたらしこまれた、なんて思われたくないのだった。

　三病棟に連絡すると、急なことだったので差額の高い個室しか取れなかったが、数日のことと江森は納得した。無論、朝比奈の部屋のような特別室ではなく、ビジネスホテルのシングルに三点バスユニットがついた程度の部屋だ。

　副医局長の大月は江森が柴田の親友と聞かされ、「良かったな、江森君」と顔を見せる。

「こいつはオペがうまいから、大船に乗った気でいろよ」

　しばらく経つと、柴田が麻酔科医を伴って現れた。麻酔科医は、江森に色々質問する。

「えー、今まで麻酔をかけられたことは？」

「ありません」

　小さい頃扁桃腺をしょっちゅう腫らしてはいたが、切除するまでには至らなかったのだ。手術は今回が初めてで、江森も少しばかり緊張している。

　通常、アッペのオペは腹膜炎を起こしていなければ脊髄麻酔で行われる。脊椎腔を通っている神経の一部だけを麻酔するもので、腰　麻ルンバールと通称するものだ。全身麻酔ではないので意識は保たれ、人工呼吸の必要もない。

　念のため、と麻酔科医は江森の前腕に麻酔に使う薬剤を少量、皮内注射した。薬剤アレルギーの有無を調べるためだ。

　五分ほど経つと江森は「なんか痛い」と言い始めた。

「どうした、五月？」

　パジャマの袖を捲ると、柴田は仰天した。注射した部位が赤く腫れ上がっている。

「こりゃ、ルンバールではできませんね」

　麻酔科医はタブレットに「アレルギー、＋」と書き込む。

「全身麻酔にしましょう」

「仕方ないですね」

　しゃべっていると、ちょうど様子を見にきた大月が口を挟んだ。

「全身麻酔なら、腹腔鏡でやったらどうだ、柴田」

（あ……そうか）

　柴田も「それがいいですね」と頷く。虫垂炎の手術では元々それ程切開創は大きくないから、腹腔鏡でなくてもいいのだが、なんと言っても腹腔鏡の方が回復は早い。

「ええっ、腹腔鏡？」

　江森がひどく嬉しそうな声を出したので、柴田は「はあ？」と顔をうかがう。

「うわーっ、それって内視鏡をお腹の中に入れて、それで切るってやつでしょう？　最先端の医療じゃないの！　どうせやるならかっこいい手術がいいや！」

　やれやれと柴田は首を振った。

「あのなあ……それがそんな楽しいか？」

「だってモニターを見ながらやるんでしょう？　だったら僕も自分のおなかの中、見られるんだー」

　無邪気な感想に麻酔科医がぷっと吹き出す。

「ま、お友達によく説明しといて下さいね」

　麻酔科医がいなくなって二人だけになると、柴田は「あのな」と説明を始めた。

「えっと、全身麻酔だから、お前は寝てて見られない」

「ちぇーッ」

　江森はちょっとしょげたが、すぐに「じゃあ、あそこの毛は浩司さん、剃ってね？」とウキウキした声を出した。

「うわー、ドキドキしちゃうな！　なんかのプレイみたい！　ほんとは浩司さんのほうをツルツルにしたいけど」

「ええっ！」

「だからさぁ、あそこ、ツルツルにするんでしょぉ？」

「アホか、お前！」

　柴田は呆れながらも説明を続ける。

「あのな、ヘソから下が毛むくじゃらっていうんならともかく、うちの病院ではアッペぐらいじゃ剃らないんだよ。それに腹腔鏡使うんなら切開創は上の方だからもっと必要ないんだ」

「そうだったの、僕、初めて知ったよ！」

　江森は眼を丸くした。

「でも良かったー！　もう他の人に剃られるなんて、ぜーったい恥ずかしいもん！　それにさー、僕たちのこと知ってる人、この病棟にいっぱいいるでしょう？」

　それはその通りで、柴田も頬を赤らめる。江森はほっとした様子で元気に続けた。

「だからさぁ、僕のアレ、見られたらなんか、やだなーって思ってたんだ。でも大丈夫だよね、誰にも見られないよね？」

　言われて柴田はあることに気づいた。

「あ……の、ぜ、全麻だから、に、尿道カテ、入れなきゃなんない……」

「え、なに、それ」

「だから、つまり……尿が出てるかどうか、確認するために……」

「カテーテルのこと？」

　江森は毛布を跳ね除けそうになった。

「やだよ、僕！　アレにクダを通されるなんて、痛いし、恥ずかしいし、ぜったい、やだ！」

　ガキのような言い方に柴田も言い返した。

「だってしょうがないだろ！　全麻の時は必要なんだ！　それにどうせ麻酔かけてから入れるから、痛みもないし恥ずかしくないよ」

「やだよ、だって見られるし、触られるんでしょ？」

　それはその通りで、麻酔で寝ていようが意識があろうが恥ずかしいことは一緒なのだ。江森は頑なに首を振った。

「じゃあ僕、麻酔かける前に、自分で入れるよ！」

「んなこと、できるわけ、ねーって！」

「できるモン！」

　諦めて柴田は「解った」と無意味な論争に終止符をうった。

「俺が入れる。んなら、いいだろ」

「いいよ、それなら」

　江森は大きく頷いた。実は柴田もちょっとほっとしている。

（こいつの……見られたら）

　後で何をひやかされるかわからない、という不安はあったのだ。




５





　江森の手術は翌日の朝イチだった。前の日から食止めになっていた江森は、点滴と抗生剤で痛みが和らいでいたこともあり、朝、柴田が病室に顔を出すと「おなか、空いたよー」と騒ぐ。

「腹腔鏡下のオペだから、腸管機能の回復は早いと思う。たぶん、夕飯は食えるんじゃないかな、もう少しの辛抱だ」

　江森はプーッと頬を膨らませる。

「お昼から食べたいな」

「お前、朝比奈より始末悪いな！」

　オペ室に江森が運ばれると柴田は一緒に入り、麻酔科医が麻酔をかけるのを横で見守った。

「先生、手洗いは？」

　器械出しのナースが怪訝な顔をする。

「いや……俺、尿道カテ、入れてから」

「そんなこと、外回りがやりますよ」

「い、いいんだ、俺がやるッ」

　必死で断わるのをナースにじっと見詰められ、柴田は真っ赤になる。幸いなことにマスクをかけていたので気取られずに済む。

「それじゃ、先生、お願いします」

　外回りのナースがやってきて、手術台の上の江森のガウンをはだける。

「お、おおーッ、ごりっぱ！」

　麻酔科医が口笛を吹いたので、柴田は持っていたカテーテルを落としそうになった。

「元気な時はどれぐらいになるのかな、ご存知、柴田先生？」

　もちろん江森が柴田の親友と認識しての発言で深い意味はないのだが、外回りのナースはプッと吹き出した。

（う……失敗した）

　考えてみれば、誰にも見られずに済むわけはないのだった。








　同じ病棟に柴田の恋人が入院しているらしいと、朝比奈は前日から気づいていた。

　柴田はその日一日そわそわしていて、しょっちゅう三病棟にやってくる。しかし、朝比奈の部屋を訪れたのは一度きりだった。夕方からは個室にこもりっきりで、どうも付き添って一夜を明かしたらしかった。

（ちっきしょー、随分俺と扱いが違うじゃねーか）

　当たり前である。

　病棟のナースから「恋人は製薬会社の営業マン」であるという情報も仕入れた。

（職場恋愛かよ）

　確かに病院勤めは忙しく、出会いの機会は限られている。しかし芸能界でもたまたま入院した病院の医師と恋仲になる、というケースもある。

（誰だっけ、女優でいたじゃないか、主治医と結婚したのが）

　まあ、男と男という例はまだないが。

（柴田先生のほうをこっちへ引っ張り込んだらどうかな）

　そういう野望を朝比奈は抱いていた。

（あんだけ綺麗だし、ちょっとタッパは足りないけど、森さんにスカウトしてもらおう！）

　芸能界ではこちらが先輩だ、初心な柴田に色々親切にしてやれば……コロリと参るに違いない。

　そんなわけで、森が午後、日曜日にスタジオで撮った写真のプリントを抱えて現れると、朝比奈は小躍りして喜んだ。

「なあ、本多先生、この他に森さんに渡さなかった？」

　しっかり本多には根回しの電話を入れてある。

「ああ、これだろう」

　森はもう一つファイルボックスを取り出す。

「これこれ、見てよ、森さん」

　写真はモノクロだったが、柴田の数々のスナップショットだった。本多も柴田の独特の雰囲気に魅せられ、合間にこっそりとシャッターを切っていたのだった。本人の許可がなければ公にするつもりはないが、朝比奈のたっての頼みでプリントを森に言付けたというわけである。

「柴田先生じゃないか、隠し撮りしたのか？」

「うん。どう、森さん、柴田先生をスカウトしなよ！」

　森は苦笑しながらスナップを見ていった。

　柴田の美しさは誰もが認めるだろうが、それが必ずしも商売に結びつくわけではない。この世界は何よりも本人が望まなければいられないのだ。

（繁樹は子供だな）

　柴田に憧れるのはいいが、自分の手元に引き寄せようという考えはあまりに幼い。

「繁樹、柴田先生と親しくなりたければ、お前が彼を理解しなくてはいけないんだよ」

　森は静かに告げる。

「理解って、どういうことだよ。俺あの人のこと、色々知ってるぜ。それだけじゃ足りないからこそ……」

「これを見てごらん。そして他の写真と比べてみたまえ」

　森が選んだ写真は、柴田と朝比奈のツーショットだった。

　柴田は朝比奈のはだけた胸元に手をやり、真剣な眼を注いでいる。休憩をとって、ＩＶＨの消毒をしたときの写真なのだった。柴田の表情には張り詰めた緊迫感があり、周囲の浮かれた雰囲気と一線を画し、独自の世界を形作っている。

「柴田先生は自分の領域で一番輝いている。繁樹、お前がお前の世界で輝いているように、な」

「で、でもっ、芸能界でもかっこよく見えるかも知れないぜ？」

　朝比奈はつまりながらも反論する。森は首をゆっくりと振った。

「先生は人を助ける時が一番輝くタイプの人間ではないかな？　人を癒すというのは、限られた人間しかできないことだよ」

　森の言葉に朝比奈は押し黙った。

「やはり野に置け桜草、という言葉があるだろう。私の見るところでは、柴田先生は口下手であまり人と交わるのが得意ではないようだ」

　さすが、多くの人と会う機会がある森である。

「毒々しい芸能界にああいった人はむいていないと思わないか？　かえって彼を不幸にしてまでも自分の傍におきたい、などと思うのはお前が子供な証拠だ」

　朝比奈は俯いたままこくりと首を振った。しばらく黙っていたが、ふいに顔を上げ、森を睨んだ。

「俺、諦めないからな、あの人のこと」

「それはかまわないよ、繁樹。お前個人のことだ。そして彼を得たいのなら、私の手を借りずに本気で勝負しなさい」

　森は朝比奈にとっていい経験になると心の中で思っている。

（こう言えば、負けず嫌いの繁樹のことだ、一皮も二皮も剥けた大人になるかもしれない）

　朝比奈はふてぶてしくニヤリと笑う。毛布の上の写真をかき集め「これ、貰っとく」と言った。








　夕方六時過ぎに柴田が仕事を終えてオペ着のまま江森を病室に見舞うと、江森は夕食をたいらげたところだった。夕食といっても、ヨーグルト状の半固形物である。量もまだ少なく、食欲の復活した大食いの江森には足りない。

「足りないよー」

　悲しそうに訴える江森に、柴田は笑いながら答えた。

「明日から普通のご飯が出る。それに三日ぐらいで退院できるから。抜糸も要らないしね」

「すっごいね、腹腔鏡のオペって！　ほんと、恢復が早いんだね！」

　江森は素直に感心する。

「まぁな」

　ふいにくすくす江森は笑い出した。

「さっき、オシッコもちゃんと出て、痛くなかったよ」

「あ……」

　尿道カテーテルを抜去したあとは、緊張と痛みで尿が出なくなることもあるのだ。

「でもさ、オシッコは出たけど、白いのがちゃんと出るか試したいな、僕」

「なに、バカなこと言ってるんだ」

　とんでもない発言に柴田は呆れるが、江森がすっかり元に戻ったと安心した。

「良かったな……」

　枕元に寄り、にっこりして江森の手に自分のを重ねた。

「良かった……お前が治って」

「浩司さんのおかげだよ」

「……ん」

　しばらく二人は見詰め合った。と、江森が口を開く。

「浩司さん、キスしてよ」

「え、でも……」

「個室だから大丈夫だよ」

　ちょっと後ろめたくはあったが、柴田は屈みこむと自分から唇を触れ合わせた。するとぐいと引き寄せられ、舌が唇を割って入ってくる。

「あ……んん」

　江森が元気になった安堵感がこみ上げて、柴田も積極的に応える。お互いの手で相手の顔を、髪を、身体をまさぐり、存在と熱を確かめ合う。

「ああ……五月……」

「浩司さん……」

　やっと唇を離し、潤んだ目で江森を見ると、柴田は自分がいつの間にかベッドに抱え上げられていることに気づいた。腰は江森の手にがっちりと支えられている。

「あ……」

「浩司さん、しよう？」

「え、ええッ、何、言ってんだよッ」

　しかし江森はちゃくちゃくと準備を進めている。さっさと白衣の前を割り、紐で結ばれただけのズボンに手をかける。あっという間に紐が緩められ、ずり下がったズボンからセミビキニのショーツが顔を出した。

　もちろん前は高く盛り上がって、江森は「浩司さんだってしたいくせに」と言った。

「バカ、これは違う……」

「でも、もう勃ってるよ？」

　ギュッと握られ、柴田は小さな悲鳴を上げる。

「バカッ……だ……め……」

　急いで江森は手を動かす。引くに引けないところまで行ってしまうと、柴田はこちらの言うなりなのだ。

「ネ、イッカイだけ、お願い」

「だ、駄目ッ、お前ッ、朝、オペったばっかじゃないか！」

「だいじょぶ、だってアレはおなかとは関係ないもん。それに腹腔鏡だったしさぁ」

「う……ッ」

　変なことを教えてしまったと、柴田はほぞを噛んだ。

　江森は器用に片手で前を扱きながら、もう片方の手で自分の張り切ったモノの上に柴田を移動させる。そして腰を揺らした。大きく足を開いて跨った状態になった柴田は、後ろに固いモノを擦りつけられる格好になり、「アアッ」と喘いだ。オペ着のズボン一枚だけで、ダイレクトに塊が後ろの穴を擦る。どころか、ゴワゴワした綿の肌触りが余計刺激的だ。

「あ……ううッ」

「ね、ズボン、脱いでよ。そしたらもっと、気持ちいいよ？」

「バカッ、駄目だッ、こんなとこでッ」

「いいじゃない、誰も見てないよ？」

　江森は柴田の表情を探りながら前を扱きつづける。

（もうちょっとだ）

「うう……」

　後ろがカッと熱くなり、ドクドク脈打ち始め、ついに柴田は降参した。おずおずと膝を曲げ、片足だけ下着ごとズボンを抜く。脱いだ物はずれて片方の足にひっかかった状態だ。

「うわーッ、ヤラシー、最高ッ」

　これぞ江森が夢に見ていた構図である。

　白衣を羽織り、オペ着の上っ張りだけで、下は丸出しだ。聴診器ステトが首から下がっているところがまたいい。いそいそとパジャマをずらし、自分のモノを引っ張り出すと、根元を支え「ここに乗ってよ」と命令する。

　麻酔科医がご立派と誉めたイチモツは、いつもより太くがっしりと聳え立ち、柴田は眼が釘付けになった。

「お前……いつもより太くないか？」

「そう？」

　それはコスプレに興奮しているからなのだが、江森は「いつもとおんなじだよォ」とそらっとぼける。

「さ、早く。人が来ちゃうよ？」

「う……」

　その一言で、柴田は必死で呑み込み始めた。

「あ……ううッ」

　後ろはもう十分熱くはなっていたが、柴田はやはり太さに喘ぐ。

「もう……む、り……」

「じゃ、いいや、そこで動いてよ」

　中腰の無理な姿勢で、柴田はなんとか動き続ける。

「あ……んんッ」

　前もいじられ、だんだん後ろが蕩けて、ずぶずぶと根元まで入った。

「ああ……ううッ」

　下腹全体に太いモノが充満しているようで、足に力が入らなくなった。柴田は「動けない……」と呻く。

「じゃあ、こうしようか？」

　江森はコントローラーを摑むと、リモコンのボタンを押す。するとギーッと音がして、ベッドの上半分が少しずつ起き上がる。

「あううッ」

　体内のモノの角度が変わり、柴田は悲鳴を上げた。四十五度ほどの角度に起こすと、江森はスイッチを止める。柴田の手を取って自分の肩に置いた。

「ほら、僕の肩につかまって動いてごらん？」

　肩に置いた手で支えると楽に動け、柴田は「ん」と素直に動き始めた。

（ホント、浩司さんてトロイよなー……こーんな恥ずかしいカッコもしてくれてさ）

　柴田は気づいていないが、膝を立てて、大きく足を開いた状態なので、ヌラヌラと光る太い欲望がアソコに飲み込まれる様がよく見える。

「浩司さんのアソコに僕のが入るとこ、丸見え」

　囁くと柴田は恥らって身体を震わせる。内部がクネクネと動き、江森も喘いだ。

「浩司さん、スッゴクいいよッ、浩司さんもよくしてあげる！」

　江森は柴田の動きに合わせ、腰を回す。同時に前を両手で扱いた。

「ううッ、イクッ、五月ッ」

「浩司さん、イッてよッ」

　白い液を受け止めると、江森は両手についたものを舐めとった。

「オイシイ！　さっきのゴハンより美味しいよ！」

「う……バカッ……」

　ぐったりとした柴田を抱えると、江森はコントローラーでベッドを平らに戻し、体勢を入れ替える。あっと言う間に組み敷かれ、柴田は必死で抵抗した。

「ば……ばかッ、動くなッ、オペのとこがッ」

「大丈夫、すぐ出すからさ！」

　イッたあとの柴田はヘロヘロで、とても江森の馬鹿力に敵うはずもない。しかも点滴でたっぷり栄養をつけ、入院で休養を取ったようなものだ。元気を取り戻した江森の前では、何を言っても何をしても意味はなかった。

　まさか病室のベッドで患者と（そりゃ、相手は江森だが）イタす日がこようとは……と、薄れ行く意識の中で柴田は思った………。








　とても「すぐ」などとは言えない時間が過ぎ、

「あー、すっごく良かった！　二回も出しちゃった！」

　元気一杯の江森の声に、柴田はぼんやりと眼を開ける。

「お前……腹は……」

　さすが医者である。まず心配なことが口をついて出た。

「ぜーんぜん、平気だよォ」

　けろっと言う江森に、柴田はヨロヨロと身を起こす。

「見せてみろ」とガーゼを剥がして創部に指を這わせた。

　確かに江森の言う通り、特に縫合部に異常はない。押さえても痛みもないようだ。

「とりあえず大丈夫なようだ」

　ホッと安心し、なんとか白衣の前を閉めてベッドから離れかけたところで「浩司さん、忘れ物！」と楽しそうな江森の声がかかる。

　振り返ると、江森がショーツとズボンを床から拾い上げ、ヒラヒラと振っていた。

「アッ」

　駈け戻って手からひったくった。

「下、スッポンポンで行っちゃうとこだったね」

「まったくもー、お前ってホントに……」

　身に付けていると、江森が手をとって引き寄せる。

「浩司さん、僕の病気、治してくれてありがとう」

　柴田の眼をまっすぐに見、真面目な声で続ける。

「すぐ治ったの、やっぱ、浩司さんの腕と愛の力だよね？」

　くりくりとした優しい茶色の眼に見詰められ、柴田は胸が熱くなった。

（違う……反対だ、お前こそ……）

　柴田には解っている。江森の方こそが柴田の傷ついた心を愛の力で治してくれたのだと。でもそんなことは二人の間では今さら言葉にする必要もない。

（五月……ありがとう、愛してるよ……）

　柴田は身体を屈めると、江森の額に唇をつけた。




ＥＮＤ


    

    
      
    
  
    
  
１





　醤油の焦げる香ばしい香り、威勢のよい「らっしゃー！」という呼び声、ガスコンロにかかった大鍋から上がる油のはぜる音、居酒屋のＢＧＭはどこでも変わりはない。

「とりあえず、ビール、大ジョッキでね！」

　元気のよい江森の声が喧噪よりさらに大きく響く。

「やっぱ、これをやらないと仕事が終ったって気がしないよな」

「それに今日は江森、お前の快気祝いだ。忙しかった上にアッペなんて大変だったな」

「えへへ、じゃあ、奢りですか？」

　期待の声に「あほ！」と一斉に否定の声が上がる。

　江森たち冨士製薬のＭＲはいつものように仕事帰りに一杯、と行きつけの居酒屋で一息ついているところだった。メンツは江森の先輩格の佐々木、一番年上だが中途採用の加藤、江森より一年上の安藤だ。

　だが江森を除く飲み友達は仕事が終った解放感、という表情ではない。

「かんぱーい」の声が上がったあと、全員が江森のほうを見た。

「で、江森、どうなんだよ、奥脇おくわき女史って」

　加藤が口火を切る。

「どうって？」

「だからさあ、奥脇女史はもともとホフマン製薬から児玉薬品に送り込まれてきたんだろ？その女が東京営業所の統括所長になるんだぞ？　粛正とかあるんじゃないのか？」

　奥脇百合枝ゆりえというこの三週間ほど江森を伴って西東京にある営業所を廻っている女性は、ホフマン製薬日本支社、つまり旧児玉薬品営業本部長である。ドイツはバイエルン地方に本社を置くホフマン製薬からドイツ人の社長と共に、日本に赴任したというわけだ。

「まさかあ」

　江森はニコニコしながらジョッキに口を付ける。

「しかしなんだよな、まさか『社長がガイジン』になる日が来るなんて、考えたこともなかったな」

　加藤は唇の周りの泡をお絞りで拭きながら言った。

　そう、江森たちの勤める「冨士製薬」はドイツ系の「ホフマン製薬」と合併することになったのだ。といっても正式発表は明日だ。

　普通、こういう決定は首脳部の間でしか知られない。下っ端の会社員が知るのは経済紙にニュースとして載ったあと、というぐらい蚊帳の外なのだ。

　江森の飲み仲間が事前に知っているにはわけがあった。

　それが奥脇百合枝というキーパーソンである。

　奥脇女史は江森の体力と性格の良さと（そして多分）二枚目なところが気に入ったとみえ、このところ鞄持ちとして同行させているのだった。

　元々、ホフマン製薬は昨年関西に本社を置く「児玉薬品」の株を１００％取得し、子会社とした。そして関東以北に地盤を持つ中堅の製薬会社を吸収しようと虎視眈々と狙っていたのだ。

　ターゲットになったのが「冨士製薬」だったというわけだ。

　三ヵ月前にホフマン製薬は冨士製薬の株の５１％を取得し、合併は急速に進行した。もちろん「敵対的買収」ではなく、業界での生き残りをかけての合併である。

「まあ、このところ製薬会社は吸収・合併が激しいからね。それはうちだって例外じゃないだろう」

　佐々木は丸縁の眼鏡に指をやり、冷静に分析する。

「あ、佐々木さんはいつもの奴ですね？」

　お気楽にお品書きに鼻を突っ込んでいる江森を、加藤はじろりと見た。

「お前はいいよな、入社三年目だし。転職ならどこでもできるからな。俺は中途採用だからこの歳で転職するってのも辛いぞ」

　加藤は小柄だがなかなかの二枚目だ。俳優を目指し、劇団に所属して頑張っていたのだが芽が出ず、途中入社したという経歴なのだった。

「うわーっ、加藤さん、そんな転職なんて早とちりやめてくださいって」

　江森の慌てように佐々木もぷっと噴き出す。

「とにかく、しばらくは今までと変わらないという話なんだから、すぐさま業績主義や接待禁止、なんてことにはならないだろうよ」

「リストラがないだけでもありがたく思わなくちゃね。ゴーンが来てたら大変だったろうな」

　加藤は感慨深げに居酒屋のＴＶを見た。ちょうど日産のＣＭが流れている。

「けど、外資になったら交際費なんかは厳しく削られるんじゃないかな？　大学病院でシェアを確保するには必要なんだがなあ」

　日本独特とも言える、製薬会社と医療現場の密にして親な関係は悪く言えば癒着、良く言えば共存共栄である。ドレイのように奉仕するＭＲ、というイメージは大だが、新薬品の勉強会や現場からのフィードバックにはやはり医師との協力態勢は欠かせないのだ。

「どっかのＭＯＦ担とは違うんだけどな、そのへん、判ってくれるんだろうか」

　佐々木の疑念に江森はジョッキを手にうなずいた。

「ほら、僕、奥脇さんに聞いたんですけど、最初児玉薬品を吸収して、そこにドイツから送り込まれてきた重役は、接待禁止令を出したんですって。でも奥脇さんがそれは日本の慣習だからって、とめたそうですよ？」

「やるじゃないか、女なのに」

　そう言った加藤に佐々木が「おい、外資になるんだからそう言った発言は気を付けないといけないぞ」と注意する。

「セクハラ訴訟は外資にはつきものだからな」

「なるほど、江森が気にいられる理由も判るよ。江森、お前ってほんと、偏見とか思いこみとかないもんな」

　加藤が納得という顔をする。

「ま、でなけりゃ男と……」

　佐々木がしっと指を唇に当てたので、加藤は「慌てて同棲するわけないよな」といい掛けた言葉を呑み込んだ。飲み友達は皆、江森が男の恋人と棲んでいることを知っている。佐々木は自分の妻が心理療法士なこともあり、この年下の気のいい後輩が悩んでいた時分、随分と相談に乗ってやった。そのことも手伝って、江森の恋には積極的に応援している。

　だが加藤のほうはいささか懐疑的なのだった。

「どうも言葉のはしはしに出ちゃうな、気を付けなきゃ」

　隣の佐々木に囁く。

　江森はと言えばまるで気づいておらず、「大ジョッキ、お代りー」と通りすがりの店員を呼び止めた。

　眼鏡を掛けたコアラといった雰囲気の安藤が「でも外資だと、名刺を出したとき、かっこいいじゃないですか、ねえ？」と話題を変える。安藤は気配りの男でもあった。

「それに俺らはとりあえず『フジ・ジャパン』って名前は残ったんだから良しとしなきゃな」

　加藤もすぐ話題に乗った。

「やっぱ、『冨士製薬』がよかったのかな。ガイジンにとって日本はまだまだゲイシャ・フジヤマだからね」

　佐々木が冷静に分析すると加藤は「まあな、ＴＯＫＹＯ　ＪＯＥだよ」と肩を竦めた。

「とうきょうじょう？　なんです、それ？」

　眼を丸くする江森に「若い奴は知らないかあ、ブライアン・フェリーの曲であるんだよ」と教える。

「『ＪＯＥ』てのはスラングでＧＵＹとか奴とかいった意味でな。スコットランド方言ではスィートハートってことだから、異国の愛人みたいな意味もあるんじゃないかな？　このバンドはスコットランドに近い北イングランド出身だしな」

　ロックファンの加藤は蘊蓄をたれる。俳優を志していただけあるなかなかの美声でワンコーラスほど歌うと江森は「ああ、知ってる！」大声を出す。

「なんか、ＴＶで使われてましたよ、それ！　六本木とかお洒落な雰囲気ですよね」

「違うって、ベトナムとか東南アジア系をイメージしてるんだよ。向こうの奴から見れば日本は東南アジアや中国と区別が付かないんだそうだ」

　いささか暴論だが江森は「そう言えば」と奥脇の言葉を思い出した。

「奥脇さんもそんなこと言ってました。一緒に日本に来た児玉薬品の社長になる人が、マラリアやコレラなんかの予防注射、受けてたって」

「うーむ……ＥＵから見れば、中国も日本もベトナムもまとめてファーイースト、だな」

　加藤は溜め息をついて焼き鳥の串を摑んだ。

「まあ、合併は俺たち冨士製薬にとっても悪い話じゃない。児玉薬品は向精神薬の分野でシェアが大きいし、お互いに補強になるんだから」

　がっしりした顎を引き、佐々木は真面目な表情になる。

　児玉薬品は精神科領域の薬品を多く扱っていた。冨士製薬が後れを取っていた分野だ。

「でも覚えるクスリの名前が二倍になって、大変だなあ」

　大学は情報科学で、横文字はそれ程苦手ではない江森だが、医薬品のネーミングは特徴的でなかなか覚えられないのだ。

「ま、明日から上司がガイジンになって英語で話さなきゃならなくなるよりましだよ」

　加藤の言う通りで、皆、深くうなずいた。

「でも奥脇女史ってのは英語もドイツ語もぺらぺらなんだろ？」

　加藤は感心した声を出す。

「ええ、前の旦那さんがドイツ人だったからですって。娘さんはスイスの寄宿舎に入ってて、その子はフランス語も話せるそうですよ？」

「さすが、エリートは違うな」

　加藤はどんと江森の肩を叩く。

「そのエリートに気にいられたんだから、頑張れよ！」

「違いますって、アッシーですよ、僕は」

　否定した途端、卓の下に突っ込んであった鞄から着メロが鳴り出す。

「わっ、会社からだ！」

　江森は携帯を二つ持っている。

　一つは恋人の柴田浩司専用。常に背広の内ポケット、もしくは背広を脱いだときにはズボンのポケットに入れている。いつ何時、連絡があってもすぐ出られるようにだ。

「もったいないから一つにすれば」「着メロで分ければ平気じゃないか」と助言されても頑として持ち続けている。それは二人が初めてえっちした翌朝、柴田専用にと心を決めて買い求めたものだからだ。

　もう一つが柴田以外の公私に使うもので「普通、会社のほうを身に付けとくもんだがな」と加藤は苦笑する。

「まあ、いいじゃないか」    

　眼鏡の奥で佐々木の目は笑っていた。そしてコアラそっくりの安藤の眼は瞑っているとしか見えなかった。

　鳴り続ける携帯を江森は鷲摑みにして耳に押し当てる。

「はいっ」

「すぐに営業所へ戻って」

　最小限の言葉で用件を伝えたのはもちろん奥脇だった。








「ごめんねーっ、浩司さんっ」

　玄関扉を閉める時間も惜しく、江森は大声を出す。靴を脱ぎ捨ててリビングへと突進した。マンションのエントランスに入る前、五階の部屋にまだ灯が点いているのは確認していた。

「遅くなってごめん！」

　リビングのソファに腰を掛けていた柴田は険のある眼を江森に投げかける。持っていた医学書を脇に置いた。

「うわーっ、怒ってるよね、ほんとにごめん！」

「ちげーよ！　怒ってるのはお前が大声を出したからだよ」

　柴田は左手首を指し示す。

「もう一時半だぞ！　近所迷惑だからせめて扉を閉めてから言えよ。つーか、開ける前から怒鳴ってただろーが！」

「そ、そっか……」

　それでも江森はソファの後ろから柴田の肩を抱きかかえる。

「だって、一秒でも早く、帰ったことを知らせたくってさあ」

「……」

　自分も一秒でも早く江森の声を聞きたかったことは事実で、柴田もそれ以上恐い顔はできない。

「今度から気を付けろよ」と言うだけにする。

「遅くなってごめんね……ホントはもう少し早く帰れる予定だったんだけど」

「今まで俺が言ってたこと、ここんとこお前が言ってばかりだな」

　合併で会社が大変なのは判っている。それにしてもこう立場が逆転するとは柴田も思わなかった。

「お前もさあ、こないだ、腹、切ったばかりなんだから、気をつけろよ」

「僕のこと心配して待っててくれたの？」

　甘い言葉を期待して江森は柴田の首筋に頬を押しつける。

　だが帰ってきたのはそっけない「ううん」だった。恋の駆け引きに長けている男ならこの場合「もちろんだよ」ぐらいは言うのだが、柴田にはそんな芸当はできない。

「明日、ちょっと難しいケースのオペがあるんだ。で、下調べをしてたんだ」

　今まで読んでいた医学書を指し示す。

　ちょっと江森はがっかりするが、

（ま、しかたないや……浩司さんらしいかも）

　開けられたページにはドイツ語がびっしりと書かれている。

「え、難しい手術なの？」

「ていうか……手術手技はそれ程大変じゃないんだけど、あんまり症例数も多くないし」

　柴田の表情が暗いことに江森は気づいた。

「教えられる範囲で教えてよ」

　患者は肝臓癌の末期で、腹腔ふくくうに水が溜まる症状で苦しんでいるのだった。

「だから腹水を抜いて、また大静脈に戻すっていう手術なんだけど」

「ええっ、注射器で抜いてまた戻すの？」

　江森の知識ではそれぐらいしか思い付かない。

「じゃなくて、カテーテルって管を腹腔に入れて、そこから皮膚の下を伝わらせて血管に繋げる。で、腹水をポンプで二十四時間、戻すんだ」

「うわー、ロボコップみたいなんだね！」

　柴田は苦笑したが、溜め息をついて両手を膝の上で組んだ。

「けど、根本的治療じゃないから……そう患者さんにも言ったんだ」

　それでもしばらくの間は退院もでき、旅行にも行けるかもと、手術の苦しさに堪える決心をしたのだった。

「どんな病気でも治せればいいのにな……」

　細い肩を江森は優しく引き寄せた。

「でも、ちょっとでもいいことができるじゃないの！　明日、頑張ってね？」

　うん、と少し柴田は元気を取り戻す。間近にある江森の顔を見上げた。

「でもだからごめん」

　いきなり謝られ、江森は「は？」と聞き返す。

「術後は二、三日、目が離せない。当直だけに任せるわけにいかないし。病院に泊まり込むことになるかも」

「そんなの、お医者さんだから普通じゃない。謝らないでよ」

　優しく江森は柴田の頬を撫でた。

「それに、実は僕も明後日、ちょっと遅くなる用があるんだ。そのうち合わせで今日、遅くなっちゃったんだよ、ごめん」

「お前のほうも大変なんだなあ？　やっぱ、合併のことか？　部署が変わる、とか？」

「じゃなくてさあ」

　江森は片手を肩に掛けたままズリズリと柴田の隣にお尻を押し込む。

「佐々木さん達と一杯、やってるときに奥脇さんに呼び出されちゃってさ」

「うっ」

　美人の上司・奥脇と江森の間にはビジネス以外の関係がないことは知っている。それでも奥脇の美貌と熟女の色気は群を抜いていて、このところ病院でも評判なのだ。根拠のない焼き餅だと判っているだけに柴田は複雑だった。

「……何の用だったんだよ」

「あのねえ、やっと明日の経済新聞に合併のニュースが載ることになったんだ」

　恋人が会社合併という重大情報を直前まで教えてくれなかった、というのも柴田には引っかかりがあった。なんとなく信用されていない気がする。

「だいたい、お前はずっと前から知ってたんだからさ、教えてくれてもいいじゃないか。そうすりゃ俺だって心配しなくてすんだのに」

　口を尖らせる柴田に江森は苦笑してしまう。

「でもねえ、お医者さんだって守秘義務、ってあるんでしょう？　僕たちにもあるんだよ？」

「なんでだ？」

「あのねえ……」

　医学のことなら優秀でも経済のことにはとんと無頓着な柴田である。

「ほら、今、ＩＴ関連企業が話題になってるじゃないの、企業買収とかのことで。ホフマン製薬って去年、児玉薬品の株を１００％買収したでしょう？　そのとき、ＴＯＢてのもやったんだよ？」

「なんだ、そりゃ？　トブラシンの略号か？」

「ＴＯＢ」で柴田の思い当るのは抗生物質の略号ぐらいだ。

「ええとね、公開買い付けって言って、ある会社の株を欲しい人が持っている人に相場より高い値段でもいいから買います、っていうことなんだよ」

　経済音痴の柴田に判りやすく説明する江森である。

「だからねえ、冨士製薬をホフマン製薬が買収しようとしてるって先にニュースが流れたら、安い値段のときに株を買って、高くホフマン製薬に買って貰おうとする人が出るかもしれないでしょう？」

「なーる……」

　そこまでは判る。

「特に内部の人からそういった情報を先に知って、利益を得たりするとインサイダー取引って、罪になるんだ」

「でも俺はカブなんか買わねーからいいじゃないか」

　そういう問題ではないのだが……。

「まあ、確かに浩司さんは株なんか買わないだろうけどさ、たまたま話が漏れるってこともあるじゃない」

「じゃあ、そのことの会議をしてたのか、今まで？」

「そうじゃあなくて……」

　奥脇の用件は会議のあとのディナーの件だった。

「あなたももちろん出席するのよ」

　先ほどの連絡はそのことで、営業所に戻った江森は営業所の部長と奥脇とともに段取りを計画していたのだった。

「ええっ、すげー、お前、ＶＩＰの席に招待されたんだー！　だよな、お前、頑張りやだし、真面目でＭＲの鏡だもん、気にいられたんだな！」

　柴田は感心して江森を見上げた。このところ江森の働きぶりは猛烈で、恋人としては少し寂しいという気持ちもあった。でもそこまで重役クラスに買われていたなんて……。

　尊敬の眼で見つめる柴田に「うーん」と江森は唸る。

（浩司さんて、短絡的なとこ、あるよな……世間知らずだし……入社三年のぺーぺーがそんなわけないじゃないか）

　あのね、と恋人の誤解を解きにかかる。

「僕は単なるアッシーなんですよぉ。というか、ボーイかな？　英語もドイツ語も喋れないんだし」

「え、やっぱ、社長はドイツ人か？　ドイツ語、ちょっとぐらい覚えた方がいいかもな」

　浩司さんはできるの、と訊こうとして、さっき広げていた本がドイツ語だったことを思い出す。

「そっか、浩司さん、教えてよ」

　だめだって、と柴田は手を振る。

「文献は読めるけど、しゃべれねーよ。けど、挨拶ぐらいは知ってるぞ？」

「いいよ、それでいいから教えて？」

　真夜中のドイツ語講座をしばらく続けたあと、江森はギブアップした。

「いいや、Ich heiße Sazuki Emori(僕の名前は江森五月です)だけで」

　柴田は苦笑いをしながら「ま、いいんじゃねーのそれぐらいで」と言った。

「ドイツ人て、日本人がドイツ語喋るのを聞くとすっごく喜ぶぞ？」

　ベシュライバーといって、教授の所見をカルテに記載する役で、外来患者を一緒に診ていたとき、たまたま患者がドイツ人だった。

「教授がドイツ語で話しかけたら感激してたぞ？　日本人は外国語は英語しか喋らないのかと思ってたらしい」

「そりゃそうだよねー」

　ドイツ語が喋れるのは医者以外だったら独文科を出た人ぐらいだろう、と江森は思った。

「けど、ドイツ人てお堅いから接待とか減るんじゃねーのか？」

　いきなり柴田から「接待」という単語が出たので、江森は首を傾げた。だいたい柴田は接待が嫌いなのだ。

「ううん、それは日本の慣例だから続けるって」

「ちぇー」

「はあ？」

「だからさ……」

　要するに接待が減れば江森が早く帰ってくる、という希望的観測だったのだった。

「だいたい接待なんて意味ねーよ」

「まあねえ……でも色々な人間的付き合いも大事だと思うよ？」

　これが一番柴田には欠けているのだが、と江森は心配になる。

「だってどっかの役人なんか、ノーパン喫茶とかに接待させたんだろ？　サイテーじゃねーか」

「あのー、それはノーパンしゃぶしゃぶです」

　誰がたかが喫茶店で接待させるというのだ、と江森は溜め息をついた。だいたいノーパン喫茶なんて二十年以上前に絶滅している。

（せめてランパブぐらい言わなくっちゃ……ほんとにこの人って、世間知らずだから心配だよぉ……）

　いささかずれた話題を元に戻す。

「とにかく社長と副社長がドイツ人になるんですよ」

　ドイツ本社から新たに派遣される社長と副社長はまず神戸の旧児玉薬品本社を査察し、それから東京本社へとやってくる。

「で、今回は日本の慣習に慣れさせようと接待することになったんだ」

　もちろん神戸での歓迎ディナーは神戸牛のスキヤキメニューだ。

「だからこっちではお魚がいいんじゃないかって言ってるんだ」

「ま、サカナといってもガイジンはスシかテンプラが無難だろうな」

「奥脇さんもそう言ってたよ」

　本社のある南ドイツではやはり肉食がメインだ。かえってサカナは珍しがられるだろうという意見だった。

　奥脇は「国民性として彼らは几帳面で頑固、自説を曲げないという特徴があるからくれぐれも気を付けてね」と付け足していた。そして「前の旦那もひどく頑固でそれが原因で離婚したんだけど」とも。

「ええっ、あの女、独身だったのか！」

　初めて聞いて柴田は胸がずきりとする。

「お前、なんで黙ってたんだよ！」

　追求され、江森は慌てて「僕だってつい最近まで知らなかったんですよぉ」と言い訳した。急いで柴田の関心を逸らすことにする。

「それより、二、三日会えないんだから、今夜、いい？」

　すでに江森の手は柴田の腰にかかっている。

「だめ！　もう二時過ぎだぞ！　俺、明日早いし！」

「一回だけ、ね？　浩司さんがもういやっていったらすぐ抜くから。ね？」

　たった今、奥脇が独身だと知らされたことで、柴田の目の前には奥脇の豊かな胸ときゅっとしまった胴がちらついていた。江森の熱いものに満たされて不安を取り除いてもらいたい、という気持ちが芽生えている。

「……うん」

「ヤッター！」

　ガッツポーズをする江森に柴田も微笑んだ。

（お前がいっつも明るいから……俺の暗い心に灯が灯るんだ……）

「五月……」

　自分から柴田は江森の首に腕を巻き付けた。

「すぐ……ここで……」









　　　　　　　　　　２








　新国立劇場の近くにある高層ビルに旧冨士製薬の本社が入っている。午前中には合併の会見が滞りなく行われ、プレートは今夜中に「ホフマン＆フジ・ジャパン」に取り替えられる予定だ。

　この辺りのビルには製薬会社の本社・支社が多く入っていて、同じビルに最近合併して国内シェア第２位に躍り出た製薬会社もある。ＭＲたちはエレベータ内で情報交換することもあるのだった。

　八時にエントランスへ奥脇と鞄持ちの江森が到着した。待っていたのは旧冨士製薬の宮崎営業本部長だ。ごま塩頭の今年五十一歳になるなかなかスマートな中年男性だ。

　冨士製薬では常務取締役といった役職はない。社長・副社長の下は研究開発・学術・企画・総務・営業といった部門の本部長になる。

　宮崎本部長は以前は東京支社の営業部長だったのだから、出世である。だが奥脇と江森を出迎える表情は苦々しかった。

　前社長は創始者の孫に当たり、今は会長という名誉職に追いやられている。それでも実を捨てて名を取り、だけでなく株価も上がり、実も入ったわけで本人は満足している。しかし前社長の下でリーマン生活を送った忠誠心の篤い宮崎本部長にはお家が外資に乗っ取られた、という忸怩たる思いがあるのだった。

　その宮崎にとっては奥脇は敵国ドイツから送り込まれた先遣隊のようなものだ。それが自分のすぐ下の統括営業所長になるのだからいわば喉に刺さった棘とも言える。

　奥脇の役職は十以上もある東京営業所を総括する営業部長であるから地位的には宮崎の下になる。それをわざわざ出迎える宮崎本部長の心境は江戸城を明け渡す勝海舟なのだった。宮崎は司馬遼太郎のファンだった。

　今夜の奥脇は肩ストラップのエレガントなシルバーのドレスに、目の覚めるようなオレンジのボレロを合わせている。ショートカットから出た耳には大きなダイヤのピアス、短めのスカートからは長い脚とオレンジ色のハイヒールといういでたちだ。喉には細い銀のチョーカーを巻き、深い胸の谷間を目立たせている。会社の上下関係さえなければ親しく付き合ってもいい、いや、口説きたい、と宮崎は思った。

　ＩＤカードをエレベーターのキーパネルに差し込み、「やれやれ、冨士製薬のプレートも今日で見納めだな」と溜め息をついた。

「まったく、このところどこの製薬会社も合併に継ぐ合併で、前はどんな名前だったかなんてとてもわからん」

「ですよねー」

　お気楽に江森は応じた。

「銀行なんて、もっとすごいですよねー。カタカナとかヒラガナとか、ローマ字とか、わけ、判りませんもの」

　宮崎は江森を振り返って眼を剥いた。

　お前は何様だ、と言いたかったが、奥脇のお気に入りなのだからと我慢する。

「製薬会社の名前というのはな、歴史があるんだ。君たちにはわからんかもしれないが。『ダイトウ』という製薬会社があったが、その創始者は明治時代に高価な砂糖の代わりに台湾でサトウキビを栽培し、得た富を国産の製薬会社を創始するためにつぎ込んだのだ。あの頃の日本人には気概というものがあった。そこも外資に吸収され、もはや名前はどこにも残っていない……」

　司馬遼太郎の作品を愛する宮崎本部長は遠い目になった。

「あっ、僕もそんな話、小さいころ、おばあちゃんから聞いたことあります。セイロガンって名前って、ニチロ戦争のときにできたからって。でもそれじゃあんまりだからタダシイって字になったそうですね！」

「うう……」

　屈託なく話を合わせる、というか合わせたつもりになっている天真爛漫な江森に宮崎も白旗を掲げざるを得なかった。

　ライトが点いて、エレベーターの扉が開く。奥脇女史がさっさと乗り込んだ。日本の会社の場合、役職によって立ち位置が決まっている。だがもちろん奥脇にはそんなことは何の意味も持たない。レディファーストは当たり前だ。続けて江森が奥脇の鞄を胸にしっかりと抱いて続く。

　宮崎はまた深く溜め息をつくと最後に乗り込んだ。

　江森はパネルプレートの数字に触れる。

　エレベーターが上昇する間、奥脇が宮崎に「やはり日本の製薬会社は女性のＭＲがまだまだ少ないですね」と切り出した。

「いやまあ、女性差別というわけではないのだが……日本には独特の接待という業務があるだろう？　ここだけの話、医者って奴はどうもわがままで困るんだよ。深夜まで接待の席に女性を同席させるのはいかがなものかと……このところ、医者のほうもマスコミに叩かれてだいぶおとなしくはなってきているが、セクハラに発展するかもしれんし」

「あら、医者は男性だけではありませんわ。だいたい『女医』『女流』という接頭語がつくことに問題があるんです。接待の席には女性もいるはず。女性ＭＲはそういったかたを担当させれば宜しいでしょう」

　これには宮崎も反論できない。さらに奥脇はたたみかける。

「ドイツでは重役の半数も女性ですわ。日本では男女雇用機会均等法はまだ充分に機能してないようですね」

「うっ」

「薬学部出身の有能な女性ＭＲを今後はどんどん採用するよう、総務本部長に話をしておいていただけません？」

　丁々発止とやり合う二人をよそに、江森はお気楽なことを考えていた。

（そっか、女性のＭＲを接待の席に連れて行って、女の先生や看護師さんにあてがっておけば……僕は浩司さんのところにくっついていられるもんね）

　一昨日、ソファでえっちをしたさい、柴田は接待の席で江森が自分以外の人間と親しくしているのを見るのが嫌だ、といったようなことを漏らしていた。

「ごめんな、変なこと、言って……お前の仕事って判ってるのにさ……」

「それって僕に焼き餅妬いてくれてるの？」

　江森は自分のモノでゆっくりと柴田の内部を掻き回しながら尋ねてみた……。

「や、焼き餅妬く奴なんか、鬱陶しくて嫌いにならないか？　俺のこと、鬱陶しくないか？」

　涙声になる柴田が可愛くて、江森は深く深く入り……柴田はちょっと苦しくて嫌がるけど、江森が一番好きなところを……。

　柔らかい電子音と共に上昇が停まり、江森ははっと我に返る。

（うっわー、危ないとこだった！）

　鞄で上手く前を隠しながら奥脇と宮崎のあとを追う。

　四十二階のそのフロアは五階分の吹き抜けの一番上になっていて、内壁は総ガラス張りだ。車軸に当たる渡り廊下がその中空部分に伸びている。

「うわー、エックスメンみたいですね！」

　無邪気に江森が言うと、宮崎がぐっと睨んだ。だが奥脇も「ほんと！　私も娘とあの映画は見に行ったのよ！」とガラス壁に駆け寄ったので、文句を言うことはできなかった。

「カールもそう言ったんじゃない？」

「は？　カール？」

　尋ねたのは宮崎だった。

「あら失礼、ベルンハルト副社長よ」

「奥脇さん、君は副社長とはファーストネームを呼び合う仲なのかね？」

　怪訝な声の宮崎を無視し、奥脇は「さ、急ぎましょう」と歩き出す。

　四十二階には外壁に沿ってずらりと会議室が並んでいる。

　その中の一つの手前で三人は歩を止めた。

　もちろんこれから会議があるのではない。すでに各部門の本部長、そして社長・副社長の間で重要な決定事項を含む話し合いは済んでいた。

　江森たちはこれから始まる接待に間に合うよう、訪れたのである。

「それじゃあ、奥脇君」

　役職にない江森はこの中に入る資格がない。

　扉の前で待つこと数分。先頭を切って現れたのは、禿げ上がった頭の総務本部長だった。

  もちろん社内報でしか顔を知らない江森であるが、禿頭でなんとなく「総務だな」と察する。

（やっぱ、総務が一番苦労するって言うもんね……）

　続いて奥脇より少しばかり背の高い痩せた白人が続いた。ふさふさと金髪に碧眼という典型的ゲルマン民族だ。神経質そうな細面に鷲の嘴のような尖った鼻をしている。

　続いて現れたのは身長二メートルもあるかという偉丈夫だ。丸くて映画に出てくる修道士のような優しそうな顔をしている。ブラウンの髪は頭頂部がまん丸く禿げている。それも江森が修道士みたいだと思った理由なのだが、さすがこれは剃ったのではなくて自然に禿げたのだろうと予想が付いた。

（最初のがリッター社長で、この人がベルンハルト副社長かな……）

　こちらから名前を訊くわけにはいかない。ひたすらバッキンガム宮殿の警備兵のように直立不動の姿勢を保つ。

　だがその直後に奥脇が出てきたのには驚いた。しかも外へ出るとブラウンヘアのほうと腕を組む。江森の脇を通り過ぎるとき、「いらっしゃい」と呼んだ。

「え、でも……」

　本部長を差し置いて、四番目を歩くわけにはいかない。

「いいの、鞄持ちなんだから」

　奥脇と腕を組んでいる男は「Kommen Sie!（いらっしゃい）」と江森に呼びかけた。

「ハジメマシテ」

「えええっ、日本語が喋れるんですか！」

「Ya, etwas(少しばかりね)」とカールは片目を瞑る。カール・ベルンハルトは実は日本通だった。若い頃日本に留学したこともある。妻は日本人で、奥脇の友人でもあったのだ。

　江森は張り切って柴田に教わった唯一のドイツ語を口にする。

「Ich heiße Sazuki Emori!（私の名前は江森五月です）」

「Gut!」

　大笑いしてカールは江森の肩を叩いた。

「Wer ist das?(誰だね？)」

　前を歩く社長が振り返った。

「私のボーイフレンドよ」

　社長はじろりと江森を見る。

「それはいい、クルト・ユルゲンスよりは落ちるが」

　ドイツ語のやりとりなので、誰にも判らない。だが社長と副社長が江森を受け入れたことは皆にも通じ、結局その順番でエレベーターへと向かうことになった。

「今夜は高級ホテルの最上階にあり、東京の夜景を楽しみながら目の前で調理師が生きた魚や海老をさばき、油で揚げる、というお店へご案内します」

　総務本部長が英語で説明する。

　副社長のほうは英語がわかるため、うんうんとうなずいたが、社長のリッター氏は奥脇に問い直す。訳されたドイツ語に顔をしかめた。

「シュツットガルトやデュッセルドルフにはそんな店が多くて、しょっちゅう行ったよ。なにかもっと、特別なところがいい」

　確かにデュッセルドルフには日本の商社が多く支社を置いているので、日本料理店は多いのだ。

　総務本部長は顔色を変えたが社長には逆らえない。

「ええっ、いきなり別なところと言われても……」

　奥脇のほうも困った表情になった。

「私だって知っていたら、もっと別なところを推薦したわよ」

　隣のベルンハルトを見上げる。

「カール、どこがいいの？　彼の好きそうなところ、知らない？」

　カールは肩を竦める。

「ユーリエのほうがよく判るだろう？」

「判るわけないわよ！　いいわよ、訊いてみるから」

　奥脇の問いにリッター社長は「そうだなあ、気取ったところならいつでも見られる。君たち一般の人間が出かけるような賑わいのあるところがいい」と答える。

「俺らはパンピーってことか」

　比較的若い企画本部長が小声で言ったが、誰もが少しむっとした顔になっていた。

「ハンスは頑固で傲慢な奴なんだよ。絶対英語を喋らないしね」

　カールが英語でこっそりと総務本部長に告げる。

「時間も時間ですから、この辺りの飲屋街にでも連れてけばいいんじゃないですか」

　企画本部長がいささか投げやりに提案した。

「ううむ、そうだなあ……歌舞伎町まで行かなければさほど危険な目にも遭わないだろう」

と営業本部長。

「それにこれだけガタイの大きな男が揃っているんだしな。江森君、君がいて正解かもしれないな。君がよく行くような猥雑な店がちょうどいいだろう」

　首脳部に気にいられている男にちくりと皮肉を言う。嫌味は通じず、江森はニコニコして「はいっ」と答えた。








　甲州街道と明治通りが交叉する辺りは南新宿と呼ばれ、再開発されたお洒落な地域と昔からの繁華街が共存している。江森はそこへとタクシーに行く先を告げた。ゴールデン街へとも思ったのだが、何しろ一行が八人と多いので、小さな店には入りきらない。

　ぶらぶらと歩いていけば東新宿で、飲み屋には事欠かないし、その先の職安通りや歌舞伎町まで到達しなければ、ヤクザに出会う確率も低く危険度も少ない。

　ＪＲの線路を跨ぐ橋から一段と低くなった道路への階段を降り、雑然とした街路を行進していると、リッターはひどく上機嫌になった。道端には花屋や焼き鳥、磯部巻きの屋台も出ている。ポルノ映画館、パチンコ屋などもある。

「いいなあ、一度ハノイに行ったことがあるが、こんな感じだったぞ」

　奥脇から訳を聞かされて、江森は『やっぱ、ガイジンにとって東南アジアなんだ、日本って』と悟った。

　カラオケボックスやゲームセンターにも入りたそうにしているが、本部長達は渋い表情になった。

「こんなのが接待とは……」

「いっそ、神戸支社の連中に道頓堀へ連れて行かせればよかったですね」

「まさかこういう趣味とは知らなかったからなあ」

　営業本部長に江森は「ＴＯＫＹＯ　ＪＯＥなんですよ」と語りかける。

「なんだ？　とうきょうじょう？　不夜城、とか、馳星周か？」

「じゃなくって、ブライアン・フェリーです。ガイジンの東京のイメージって、こうらしいですよ」

　首を傾げる本部長だったが、その言葉を聞きつけてリッターが「Sie wissen Brian!(ブライアンを知っているのか)！」とひどく嬉しそうな声を出した。

「八十年代は私の青春だったからなあ、」

「ロックファンだったとは意外だったな」とカールは奥脇に囁く。

「クラシックしか聞かない、なんて堅物だと思っていた。これなら何とかやっていけそうだ」

「あら、あなたも苦手だと感じてたの？」

「当たり前だろう」

　そのうちリッターは小汚いが人の溢れる寿司屋に目を留めた。中を覗き込んで眼を丸くする。

「あの、ベルトコンベアに載って出てくるスシが食べてみたい。デュッセルドルフにもたくさんあったのだが、一度も入ったことがなかったんだ」

「ええーっ」

「回転寿司はたくさんありますから、せめてもう少し綺麗なところがいいのでは」

　総務本部長が進言したが、リッターは聞く耳を持たない。

「ここがいい、ここが気に入った」

「こういうところが頑固者なんだよ、あいつは」

　カールが肩を竦める。

「まあ、勝手にさせたらいいさ」

　上等なスーツ姿の男が七人に、パーティドレスの美女が一人、暖簾をくぐったので中の客を含め、店員は驚いた。

「いいんですか、ここで」

　お茶を運びながらバイトの若い女性が囁く。

「いいんだ、ここが気に入ったと言っている」

　回転寿司にも色々あって、目の前で板前が握るのは上等なタイプだ。ここは冷凍のネタを機械が握るという店だった。かえってそれがまたリッターの気にいる。

「すごいなあ、スシを握るロボットか！　ブレードランナーだ！」

「ブレードランナーって何だ？」

　一番年上の総務本部長が江森に尋ねる。今や江森は皆の頼りになっていた。

「映画ですよ、近未来って設定で、ロボットやアンドロイドが人間と共存してるんです」

「はあ……」

　考えてみれば、ドイツから送り込まれた社長は自分より十歳も若かったのだ。総務本部長は渡された紙製のおしぼりで眼鏡を拭いた。

　ぐるぐる回るコンベアに載った皿が自分の目の前を通過していくのを、リッターはしばらく観察している。いちいち指さして奥脇に説明させる。

「さすが、ドイツ人、堅実だ……」

　妙なところで感心する一同である。

「これはなんだ？」

　奥脇が「Es ist der Thunfish（マグロよ）」と説明する。

「この赤いのは？」

「サケ。Lacksよ」

「おお、それなら良く知っている」

「これは？」

「ええと、Makreleね。鯖よ」

「食べたことがないな」

　鯖を摘むと「sauer Hering（酢漬けニシン）に似ている」と感想を述べる。

「Das shmeckt!(旨い！)」

「Schlecht（不味い）」という言葉が出なかったので皆ほっとした。

　社長以下、皆、続いて皿を取り始める。しかし結局さかんに口へ運んだのは江森とリッター社長だけだった。

　口の奢っている本部長連は一つ二つ口にしただけで諦める。

「仕方ないですよ、ここは若者向きですもん。だって一皿五十円ですよ？」

　コストパフォーマンスから言えば江森はまずまずだと思っていた。

「冷凍物で、解凍も満足じゃない。よく、食えるなこんなもんが。味音痴めらが」

　営業本部長が吐き捨てるように言った途端、隣に座っていた大学生とおぼしき青年がじろりと睨んだ。

「んだったら、出てけよ、ジジイ！」

「な、なに？」

　江森が慌てて代わりに謝る。

「ごめんなさい、悪気じゃないんです、この人、実は田舎から出てきたばかりで」

　大学生は立ち上がりしな、営業本部長の座っているスツールの足を蹴って出ていった。

「ううう……」

　真っ赤な顔になる本部長を奥脇が宥める。

「嘘も方便よ、オヤジ狩りに合いたくないでしょう？」

　ひどく変わった晩餐が終ると、さすがにここでお開きというわけにもいかず、社長の泊まるホテルのバーで二次会をということになった。

　そこで予想も付かない大変なことが起こるのである。







　ふと、隣に座っていたカールがリッターの顔色が悪いことに気づいた。

　ホテルの最上階のラウンジには多くの人が集っている。

　ＶＩＰ用特別席の窓からは西新宿の高層ビルの向こうに東京タワーがそびえているのが見えた。ハープの生演奏も高級感を漂わせている。

　そこそこ酒が進み、本部長たちもやっと人心地がついたその時だった。

「Was, Hans( どうした、ハンス)？」

「Ich have die Bauhshmerzen(腹が痛いんだ)」

「なんですって？」

　向かい側のソファにいた奥脇が立上がってカールと席を替わった。

「腹痛だそうよ、どうしましょう、持っている薬を飲ませた方がいいかしら？」

「それよりどんな痛みか詳しく訊いてください！」

　腹痛ならついこの間経験している江森である。膝を乗り出し、奥脇の顔をのぞき込んだ。医者ではないものの、柴田のいつもの言動から症状を良く聞き出すことは重要だと学んでいる。

(こないだ入院したときも、根ほり葉ほり、いつからとか訊かれたもんな)

　鞄からメモ用紙とボールペンを取りだした。

「いつから、それからどのあたりで、ええと、日本人だったら『キリで刺されるような』とか『焼けるような』みたいな表現があるんですけど、もしドイツ語にあれば」

「判ったわ！」

「それより救急車を呼んでもらえ！」

　総務本部長が怒鳴った。

「だいたい、君のせいだぞ、あんな安っぽい店に行くから……」

　腕を振り上げて江森を指そうとした瞬間、カールがその腕を摑んだ。

「Ruhe! Labt uns ihm die Wahl！(静かにしろ！　彼に任せるんだ！)」

　奥脇の通訳を書き取りながら江森はあることをイメージしていた。

「ええと、みぞおちで、キリキリかあ……うん、アッペだったら下っ腹だったっけ」

　自分の経験から照らし合わせながら考えを巡らせる。

(まさか……アニサキスじゃないかな……)

　もちろんアニサキス症の経験はない。だが釣りが趣味の江森には釣り仲間がいて、その仲間と泊まりがけで磯釣りに行く機会があった。その時アニサキス症になったという同行人がいたのである。

　アニサキス、もともとはイルカやクジラの寄生虫だ。そのイルカやクジラが好んで食べるスルメイカや鯖などに幼虫が棲んでいる。加熱や冷凍することでたいがい虫は死んでしまうのだが、冷凍だけでは希には生き残り、その虫が付いた鮨や刺身を食べると大変なことになる。

(胃の粘膜に潜り込むから、すっごく痛くなるって言ってたっけ……)

　単なる食あたりだったら、自分や他の部長たちだって腹が痛くなるはずだ……胃が弱い人なら生ものを食べて胃痛を起こすかもしれないけれど、そもそも胃弱だったら生のサカナなど食べようなどと自分からは言わないだろう……。

（だとすると……）

　さきほどリッターが食べていたのはほとんど鯖だった……。リッターは鰊が好きなのだった。

（もしアニサキスなら薬では治らない！）

　周囲にはホテルのボーイやらフロアマネージャーやらが集まり始めている。総務本部長が口角泡を飛ばして「ホテルの診療室に連れて行け」と叫ぶ。

「待ってください！　僕の知っているお医者さんに見て貰います！　もしかしたら内視鏡の必要がある！」

　もちろん江森の頭には柴田があった。

（忙しいだろうから悪いけど、浩司さんは今、病院に泊まり込んでいるから……）

「どういうこと？　単なる食あたりではないの？」

　顔色を変える奥脇に「とにかく説明はあとです」ときっぱり宣言する。

「救急車を呼んで診て貰える病院を探すより、甲州街道を飛ばせば二十分でつきます！」

　携帯を取り出すと、登録番号からＪ医大を探り出す。

「救急です！　第二外科の柴田先生を呼んでください！　江森五月と言えばすぐ判ります！」








「五月じゃなかったのか、急患って！」

　柴田の第一声はほっとした声だった。

　Ｊ医大の救急室の前はいつものように診て貰おうとする患者さんがベンチに腰掛けて待っている。

　病棟から青い顔で駆け下りてきた柴田は、元気そうな江森に肩の力を抜いた。

「もう、こんなに焦ったのはお前が交通事故に遭って運ばれてきたと思ったとき以来だよ」

「ごめんね、僕の名前を出して……」

　江森は片手でリッターの腕を抱えていることも忘れ、ぺこりとお辞儀をする。当然リッターもお辞儀をする羽目になり、なにやらドイツ語で罵った。

「いいんだ、それより……」

　江森が自分の名前を出してまで診て貰おうとしているというのは急患に違いない、と柴田は情勢を見極めようとする。

　江森と背の高い白人男性が、金髪の男性を両脇から支えている。その後ろには奥脇とダークスーツの中年男集団がいた。

　当然抱えられている男が患者なのだと判断し、柴田は「こっちへ」と救急室のベッドへ導いた。

　ベッドに横たえられた男は身体をくの時に曲げて、脂汗を額に浮かべている。

　江森は奥脇から聞き取ったメモを柴田に渡した。

「ごめんね、忙しいのに呼んじゃって。あのねえ、もしかしたらアニサキスかもしれないって、それでどうしても浩司さんに診て貰った方がいいと思ったんだ」

　柴田は男の腹を探った。

「うーん……アニサキス……症状から言えば色々なことが考えられる。胃潰瘍、胃炎、胆石、尿管結石……どうかな、思いこみは禁物だ。とにかくＸーＰを撮ろう。その間に内視鏡を準備しておく」

　プロフェッショナルな態度は苦しんでいるリッター以外の全員を安心させる。

「これでなんとかなる」

　特に総務本部長はその場にへたり込む。心の中で全ての責任を江森になすり付けてはいたものの、連帯責任となれば、と自分の首を心配していたのだった。

　レントゲン室へ連れて行くと、柴田は男をＴＶレントゲンの台に乗せる。

「Bitte, legen Sie auf dem Tisch（台の上に横になってください）」

　リッターが初めて驚いたという顔になった。

「Sie konnen Duetch sprechen!（ドイツ語がしゃべれるのか）」

「Nein, na etwas.(いいや、少しだけだ)」

　脚をまっすぐ伸ばすことができるので、柴田は「穿孔じゃないな」と推測する。

　放射線技師がすぐ現像した写真を持ってやって来た。

「石もない。やっぱり五月の言う通り、緊急内視鏡をやってみようか」

　不安げに透視台からこちらを見るリッターにそのことを告げる。

「そうすれば粘膜が炎症を起こしているのかどうかもわかる。ええと、炎症、Sie konnen die Entzundung von Magenwand haben（胃壁が炎症を起こしているかもしれない）、判るか？」

「炎症（Entzundung）か、なるほど」

　リッターはドイツ語の医学用語に納得という顔になった。

「それより、俺のドイツ語は上手くない。通訳は誰かいるのか」

「ユーリエがいる」

　奥脇とカールも内視鏡室で立ち会うことになった。

　柴田がファイバースコープを取り上げると、やや落ち着きを取り戻したリッターは「随分細いな！」と感心する。

「三年前、母国でやったときはものすごく太くて死ぬかと思うほどだった。ドイツの医療器械は進歩したな」

　奥脇の通訳に柴田はふんと鼻を鳴らす。

「これは日本製だよ。ファイバースコープは日本製が一番だ。残念だな、『ドイッチェランドユーバーアレス（ドイツは世界一）』じゃなくって」

　カールがゲラゲラ笑い出した。

「言うじゃないか、このドクターは。ハンス、お前も少し反省した方がいいぞ」

　マウスピースを突っ込まれたため、リッターは「うるさい、こんなことになったのは誰のせいだ」と最後まで言えなかった。

　ファイバーを操ること数分。柴田は膿盆に鉗子と共に引き出された物体を載せる。

「やっぱりアニサキスだ。多分、鯖の刺身についていたんだろう」

「ううう……」

　白い糸くずのような物体がうにょうにょと動いている。リッターは真っ青になったがそれでも「痛みが取れた」と呻いた。

「こんなことになるなんて！　だから日本なんて不潔なところには来たくなかったんだ！　虫を食わせるなんて、あのエモリとかいう男はもうクビだ！」

　黙って見ていた奥脇が前に出ると厳しい眼でリッターを見下ろした。

「ハンス・クリストフ・リッター社長、アニサキス症は希な病気です。あなたが当たったのはクジみたいなもので、決して日本は不潔な国ではありません。だいたいあなたがあの店を選んだのであって、しかもエモリがここに運んでくれなかったら、あなたの胃は虫に食い破られていたかもしれないんですよ？」

「なんて言ってるんだ？」

　柴田がカールに英語で尋ねると、カールは通訳する。

「なんだって、五月を首にする？　ふざけんな！」

　怒り始めた柴田を慌ててカールが後ろから抱き留める。

「大丈夫、ユーリエにリッターは頭が上がらないから」

「ええ？」

　奥脇は腕を伸ばすとリッターの金髪を掴んで枕から乱暴に頭を持ち上げた。

「かりにも製薬会社の社長なのだから、科学的根拠に基づいて発言なさい。今回のことはあなたが自分で起こしたことです。我々の選んだ店へ行っていればこんな騒ぎにはならなかったはず。まあ、あなたはなんでも昔から人のせいにすることが好きでしたけどね」

「O Weh……」

「あなたを救ってくれた日本人のドクター及び、日本製の内視鏡に感謝をしたらどう？」

　奥脇が金髪を離すと、リッターはぐったりと枕に頭を落とした。

「悪かった、謝ろう。そこにいるドクターに感謝する。そして優秀な日本製内視鏡にも。ドイツ製でないことは癪だが」

　通訳され、「さすが、ドイツ人だ」と柴田は苦笑いする。

「それにしても……」

　リッターは溜め息をついたが、不思議に眼は笑っていた。

「ユーリエ、君の怒鳴り声を久々に聞けて嬉しい。まったくＴＯＫＹＯ　ＪＯＥな夜だったな」

　一息つくと、柴田の横顔をじっと見つめる。

「いや、実際のＴＯＫＹＯ　ＪＯＥに出会った気分だよ」

「とうきょうじょう？」

　唯一判ったその言葉に首を傾げながら、柴田はファイバースコープを消毒器に戻した。

　カールが近寄って柴田に握手を求める。

「イッケンラクチャクだ。アリガトウ」

　日本語で言ったので、柴田は驚いて見上げた。

「実は僕の妻フラウは日本人なんだよ。だから少しだけ日本語がわかる。そしてさらに言えばユーリエはリッターのフラウだったんだよ」

「それで頭が上がらないって……」

　リッターを載せたストレッチャーを押しながら内視鏡室から出ると、江森を始め、本部長達が心配そうな表情で立っていた。

「やっぱ、アニサキスだった。五月、すごいじゃないか、お前の手柄だぞ」

　柴田は江森の手を握る。

　その言葉で本部長達の表情が一斉に緩んだ。それでも総務本部長は江森をじろりと睨む。

「のちほど君には言うことがある」

　もちろん今回の不祥事の原因は江森にあり、と信じているのだった。

「ちょっと待ってください！」

　ストレッチャーで運び出されたリッターの横へと奥脇が歩み寄る。

「社長、さきほどの発言を皆の前で繰り返しなさい」

「ううう……」

　リッターは再び感謝の言葉を江森及び柴田へと述べる。

「いいな、今夜のことは誰にも言わないように。元は私が羽目を外したせいだから」

　はい、と本部長陣は嬉しそうに返事をした。社長さえ納得すれば要はなんでも構わないのだった。








　十分後、救急搬入口にハイヤーが呼ばれ、江森と柴田を残し、全員が引き上げた。

「ふうー、とんだ夜だったな」

　柴田は肩をぐるりと回し、深呼吸した。

　東の空の満月はちょうど傾き加減が寝る支度をした枕のようだ。

　江森もうーんとのびをした。

「うん、これがホントのＴＯＫＹＯ　ＪＯＥって感じだね」

「とうきょうじょう？　なんか、さっきあの社長もそう言ってたけど、どういう意味だ？」

「ええとねえ……」

　とっても一言では説明できない。

「今度ゆっくり、ね？　浩司さん、まだお仕事があるんでしょう？　患者さん、どう？」

　柴田の患者のオペは成功して、術後の状態も良くなっていた。

「うん、経過が良ければ、来週には一時帰宅できるかもしれない」

「良かったね、浩司さん……」

「お前も良かったな、社長に大事がなくってさ」

　江森はそっと手を伸ばし、柴田の手を取る。

　指を絡ませ合ったまま、二人は夜空を見上げた。
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電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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